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１章　まつりだワッショイ？





　気がつくと林の中だった。

　うっすらと色づいた木々のドーム。目の前には古びた社やしろ。

（ここは……）

　あそこだ。家の近所の、小さい頃ころよく遊んだあの場所。

（なんでオレ、こんなところにいるんだ？）

　どうやってここまで来たのかよく覚えていない。本当に、気がつくとここに立っていた。

「星ほし野のくん――」

　背はい後ごで声。

　女の子がいた。

　薄うす茶ちや色のショートカットに、形の良いアーモンドアイの女の子。

「ゆ、結ゆ衣い」

　幼おさな馴な染じみの神楽かぐら結衣。

「……って」

　結衣の服装を見てオレはポカンと口を開けた。

「お前、なんて格かつ好こうをしてるんだ？」

　黒地のワンピースに白色のエプロンドレス、頭にカチューシャ。いわゆる、その。

「なにって、メイド服だけど」

「いや、それは見れば分かるって」

　オレが問題にしているのはどうして結ゆ衣いがメイド服を着ているかであって……。

「どう、似に合あうかな？」

　結衣がクルリとその場で回ってみせる。エプロンドレスのフリルがふんわりと浮かんで、それがなんとも可愛かわいい。思わずまじまじと見てしまうくらい。

「いや、似合ってると思うけど――。うん？」

　結衣が着ているメイド服。どこかで見覚えがあるような……。

　あっ、そうか。二週間ほど前に、ある理由から忍しのびこんだ早はや見みの屋敷で働いている、真田さなださんたちメイド隊の格かつ好こうだ。

　でもなんで結衣がメイド隊の服装を？　エプロンつけて家でミキサーの中の怪あやしい液体と睨にらめっこすることはあっても、メイド服はないんじゃないか？

　それに周りの風景だってなんだかモヤモヤとして変だし……。

（もしかして……）

　自分の右足で左足を思いっきり踏んでみた。

　イタ……くない。

　やっぱり。

　これは夢だ。

　オレは夢を見ている。言い換えれば、ドリーミングナウ。

「星ほし野のくん……」

　夢の中の結衣が、長い睫まつげをしばたたかせている。

　しっとりと湿った桃色の唇くちびるがゆっくりと開かれる。

「ボクは星野くんのことが好き」

　そんなことを言った。頬ほおをうっすらと染めながら。

（おいおいっ）

　呆あきれた。

　自分の妄もう想そう力に呆れはてた。

　いくら夢の世界だからって、結衣にそんなことを言わせるなんて。ちょっとやりすぎじゃないかって。

　……。

　いや待てよ。



　星野くんのことが好き――。



　この台詞せりふ聞いたことあるよな？

　リアルで。結衣に。丁ちよう度ど、この場所で。

　オレはあの時のシーンを、夢の中でリフレインしているんだ。

　結ゆ衣いは返答を催さい促そくするように見つめている。

「ええっと」

　頭をかいた。

　なんて答えればいいのか分からない。

　結衣は幼おさな馴な染じみで小さな時からの腐くされ縁えんで、妙なドリンクを作るというちょっぴり変わった趣味の持ち主で……。可愛かわいいとは今までに思ったことは何度もあるけど、好きとか嫌いとか、そういう目で見たことはない。

　だから急に告白されても、困ってしまう。

　えーっと。

「あ、ありがとう？」

　とりあえず頭に浮かんだ言葉を口にした。なんとなく語尾が上がって疑問系だ。リアルの時もこんな風に答えたんだ。

　結衣は小さく笑って、それからため息いきをつく。それもあの時と同じ。

「星ほし野のくんにとって……ボクはなに？」

「オ、オレにとって結衣は……幼馴染みだ」

「ただの幼馴染み？」

「いや、ただの幼馴染みじゃないな。なんというか、ちょっと特別な幼馴染み。うん、そう、スペシャル幼馴染み」

「もう、なにそれ」

　結衣がプッと噴きだした。

　着ている衣装のせいなのかもしれないけど、思わず見とれてしまったくらい、笑顔が可愛い。

　急に沈黙が訪れる。

　二人とも口を閉じたまま相手の顔を見ている。

　結衣は待っている。

　まだオレは答えていない。

「えっと、その……」

　視線から逃れるように、顔を上げた。

　木々のドームの天井からの木漏れ日が、妙に現実っぽく見える。夢のくせに。

　いや、そうか。

　これ夢なんだな。

　だったら別に、なんて答えたっていいんじゃないか？

　ゲームだって思えばいい。カーソルで『オレも結衣のことが好きだ』って選せん択たく肢しを選べば万ばん事じオッケー。オレはメイド姿の結衣と末永く幸せに暮らしました。めでたしめでたし、ってな感じじゃないか。

　……。

　でも――。

　顔を下ろして結ゆ衣いをもう一度見る。

「ええっと……返事はちょっと待ってほしいんだけど」

「待つ？」

　結衣はいぶかしげな表情をした。

「さっきも言った通り、オレ、今まで結衣のこと幼おさな馴な染じみとしか見てなかったんだ」

「さっきはスペシャル幼馴染みって」

「いや、スペシャル幼馴染み。うん、そう。スペシャル幼馴染みとしか見てなかった。だから、好きとか嫌いとか、そういう目で見たことなかったんだよ。なんというか、妹とかそういうのと一緒で」

「妹？　雪ゆきちゃん？」

「そう、そんな感じ。結衣の印象って、小さい時にここで一緒に遊んでいた時のまま、あんまり変わっていないんだ」

「それは……。ボクも同じかな」

　結衣は残念そうに、でもどこか嬉うれしそうに目を細めた。これも、あの時と同じだ。

「だから、もし結衣がよかったら、もう少し返事を考える時間が欲しい」

「それって……キープってことじゃなくて？」

「ち、ち、ち、違ちがうって！」

　ブンブンと首を振る。

「そういうのとは違うよ。今は理由があってすぐに考えられそうにない。だからもう少しだけ時間が欲しい。うまく説明できないけど」

「その理由って……。ちとせ先せん輩ぱいと、関係あるのかな？」

　結衣は心配そうに上うわ目め遣づかいでオレを見る。

「うっ……。たぶん……関係ある。で、でもな」

　結衣のふんわり膨ふくらんだ肩に両手を置いた。

「でも、二ふた股またとかそういうのじゃないんだ。オレは今、やらないといけないことがあって、その間はどうしてもちとせ先輩の方を見ていないといけない。だからその間は、考えられそうにないんだ。だからそれが終わるまで待ってほしい」

　相当、都つ合ごうのいいことを言っているって、そういう自覚はある。でも、相手が結衣じゃなかったら、こんなこと言わなかった。

　――ややあって。

「それでもいいよ」

　ポツリと。

「待ってあげる。その、星ほし野のくんがやろうとしていることが終わるまで」

　結衣はニコリと微笑ほほえんだ。

　その顔がマリアさまか菩ぼ薩さつさまのように見える。格かつ好こうはメイド服だけど。

「ありがとう」

　あの時と同じように、オレは目にうっすらと涙を浮かべる。

　返事がどっちになっても、結ゆ衣いには一生、頭が上がりそうにないなんて、そんなことを思いながら。

「その代わりこれ……」

　結衣がスカートのポケットからビンを取り出した。中には蛍けい光こうピンク色の怪あやしい色の液体が満たされている。

「へっ？」

　オレは震ふるえる指でビンを指した。

「なに？　これ？」

「飲むと近くにいる異性にドキドキするようになる薬」

「それってもしや惚ほれ薬というやつでは？」

「そうともいうかな。テヘッ」

「いや、テヘッじゃないよ。十秒前に待ってくれるって言ったばかりじゃない！」

「あれは言葉のあやというか」

「なんだよ、それ！」

　結衣は逃げようとするオレの手をガッチリ掴つかみ、体を押しつけきた。

「お、おい、胸むねが手に当たって……じゃなくてやめてくれ」

　こんなことなら、『オレも結衣のことが好きだ』を選んで結衣フラグを立てていた方がましだった。

　結衣はビンを持ったまま体を圧あつ迫ぱくしてくる。オレは社やしろの縁台に追い詰められて逃げ場を失った。

　ビンが顔に近づけられる。

　中身は見み事ごとなぐらい蛍光ピンク。試験前に意味もなくプリントや教科書に塗る、チェックペンと同じ色だ。

　これを飲んだら死ぬ。

　本ほん能のうがそう告げていた。

「や、やめ……」

　オレは頭を右に左に振る。

　しかし抵抗空ていこう空むなしく、唇くちびるにビンが押しつけられた。

「美お味いしいよ」

　目の前で結衣がもう一度ニコリと微笑ほほえむ。

「うわ――――――――――――――――――――――――！！！」



　――はっ。

　目が覚めた。

　仰あお向むけで、虚こ空くうを掴つかむような格かつ好こうのまま寝ていた。

　見慣れた天井の模様。横の黄色のカーテンから洩もれてくる朝日。ここはオレの部屋だ。

　足の辺りに、布ふ団とんの上からずっしりと過重がかかっている。誰かが乗っているみたいだった。

「やっと起きた」

　そっちの方から聞き取れないような微かすかな声が聞こえた。

（今日の雪ゆきちゃんボディプレスは不ふ発はつだったのかな）

　いつもだったら、最初の一発でパッチリ目を覚ますところなのに。

「おはよう。雪、ちょっと重くなったんじゃない？」

　だからあんな夢を見ることになったんだ。

　オレは半開きの目で上半身を起こしながら、雪の方に手を伸ばす。

　プニュ。

　弾だん力りよく性せいのある塊に手が当たる。

（なんだこれっ。雪にこんなものあったっけ？）

「ちょ、ちょっと星ほし野のくん！」

　明らかに雪ではない女の子の声がした。

　寝ぼけていた頭の中が冴さえ渡り、瞼まぶたがパッチリと開いた。

　自分の右手を肘ひじから手へ目で追いかける。終着点は見覚えのある白地のセーラー服。クレマチス高校の女子の制服だ。

　オレの手は黄色いリボンの横の方に当たっていた。

「うわあっ」

　悲ひ鳴めいをあげて手を引っこめる。

　それからやっと顔を上げると、ほんの少し上気した女の子の顔があった。

　夢で見ていたのと同じ顔。

　神楽かぐら結ゆ衣いだった。制服姿の結衣がペタンと女の子座りで座っていた。

「もう。悲鳴をあげたいのはボクの方だよ」

　まだ頬ほお染そめたまま、結衣は唇くちびるを尖とがらせる。

「ど、ど、ど、どうして、結衣がここに？」

「どうしてって、一緒に学校に行こうと思って。この前も来たじゃない」

「いや、でも、前は部屋まで起こしにはこなかったのでは？」

「雪ちゃんが代わりにって」

「雪めっ」

「むう。そんなにボクに起こされるのはいやなのかなあ？」

　頬を膨ふくらませる。

　オレは慌あわてるように手を振った。

「い、いや、そんなことはないんだけど、事前連絡がないと心の準備ができてないから驚くというか……」

「だって驚かせるために代わったんだもの」

「やめてくれ。心しん臓ぞうに悪いから」

「でも明日からは大丈夫だよね」

「あ、明日から？」

「うん。明日から毎日ボクが星ほし野のくんを起こしにくるんだよ？」

　薄うす桃もも色の唇くちびるの下を人差指で押さえる。

「いや、そんな話、初めて聞いたよ。というか、なんでそんなことに？」

「幼おさな馴な染じみの女の子は毎日、起こしに行くのが常識だって……」

「誰がそんなことを」

「要よう垣が内うちくん」

「あいつかよ！　あいつの常識の大半は一般人にとって非常識なんだから。真に受けたらやばいって」

「別にいいじゃない。ボクが星野くんを起こしたくてやるんだから。それともやっぱりボクにはやってほしくない？」

「いや、そ、それは……」

「どっちなの？　毎朝来てほしいの、ほしくないの？」



    

  
    
      



    

  
    
      　結ゆ衣いはグイッと上体を傾かたむけて、怖こわい顔をオレに近づけた。

　シトラスの香りが鼻び腔こうをくすぐる。ブラウスの襟えりの隙すき間まから中が見えそうで、ドキドキした。

「いや、えっと、その……。来てほしい……です」

「じゃあ、決まりっ。明日からビシビシッと起こしてあげる」

　結衣は笑顔で力こぶをつくった。

「ハハ、アハハハハ」

　戸と棚だなのかんぴょうのように乾いた笑い声をオレは出していた。

　今日の結衣、なんかちょっと変だ。





「あのさあ……」

　いつもの通学コース。ショートカットの後ろ髪を左右に跳はねさせながら、力強い歩調で前を行く結衣の背中に向かってオレは声をかけた。

「なあに？」

　結衣は回れ右すると、こっちを向いたまま歩き続ける。よい子は真ま似ねしちゃいけない、ちょっと危険な歩き方だ。

「最近、なんかあった？」

「どうして？」

「いやだって、突然、起こしにきたりするし、それに妙に明るくね？」

「そんなことないよ。ボクは前からこんな感じだよ」

　結衣は両手を広げてみせた。

「それはそうなんだけど……。明るさの質が違ちがうというか。芸げい風ふうが変わった感じ？」

「なによ芸風って」

「巧うまく説明できないんだが、なんか変」

「むむう。意味分かんないし」

　頬ほおを膨ふくらませてみせる。

　オレはちょっと早歩きして結衣に追いつくと、一緒に並んで歩き始めた。

「やっぱり、あのことと関係ある？」

「あのことって？」

「いやだからさ。ほら、あそこで」

　前方に見える、あのこんもりと緑が茂った緑の社やしろへ視線を向ける。

「あ――」

　結衣がどっちともとれる、惚とぼけたような声を出した。

「あの時のオレの返事だけど……」

　結衣の告白へのオレの答え。

　夢の中と同じ、待ってほしいって。

　本当にあれでよかったのだろうか。

「やっぱり、もっと、きちん……」

　結ゆ衣いが急に立ち止まって、グッと接近してきた。言いかけたオレの唇くちびるを指で塞ふさぐ。

「今はその話はしちゃ駄だ目め。ちゃんと星ほし野のくんの答えが見つかってからにしよっ」

　大きめの目をさらに見開いてそう言った。

　そのダークブラウンの瞳ひとみに吸い寄せられそうになりながら、オレは「おう」って頷うなずいていた。いいのか、そんなんで。

「あと三日で文化祭だね」

　結衣は前を向いて、歩き出した。

「そうだね」

　クレマチス高校の文化祭は今週末の土日に行われる。金曜の授業は午前中で終わり、午後から準備だ。

「生徒会長選挙の方は大丈夫なの？」

「たぶん。早はや見み先せん輩ぱいが立候補をやめちゃったから、あんまりライバルがいなくて」

　記念で立候補したような人が何人かいるだけで。

「投とう票ひよう前に立候補者による最終演説があるんだよね。講堂で」

「……そうなんだよ」

「そっちは大丈夫なの？」

「うっ……。あんまし大丈夫じゃないかも」

「星野くん、昔からあんまりそういうの得意じゃないよね」

「あんまりというか、全然、得意じゃないよ。むしろ弱点？　急所？　ウイークポイント？」

　そもそも人前に立って、何か喋しやべるなんてガラじゃない。

「でも、まあ今回に限れば、ちとせ先輩が作ってくれた原げん稿こうを読むだけだから乗り越えられるかなと」

「やっぱり生徒会長頼みなんだ」

　結衣の眉み間けんに皺しわが寄る。

「もともとちとせ先輩が言い出したことだし、どうしてもちとせ先輩主導になってる感じはあるかも」

「ちょっとふまーん」

　結衣は唇をムウッて結んでみせた。

「なんで？」

「だって別に星野くんは生徒会長になりたいわけじゃないのに、生徒会長に指名されたから仕方がなくって感じだし」

「いや、でも、今はちゃんとオレも生徒会長をやってみたいと思ってるよ」

　手をパタパタと振った。

「どうして？」

「それは……。ちょっと秘密かな」

「なによそれ」

『外の人スーツ』を脱ぬいだちとせ先せん輩ぱいを学校のみんなから守るためだなんて、結ゆ衣いには言えない。

　結衣はますます険けわしい顔になった。

「その理由って、やっぱり生徒会長と関係あるの？」

「う、うん。関係あるかも」

「やっぱり。不満。ふま――ん」

　結衣は歩きながら腰に手を当て「不満」を連れん発ぱつする。

　そう言われてもなあ……。

「あっ、そうだ」

　結衣がパチンと手を打った。何かいいことでも思いついたかのような顔をしている。

　いやーな予感がする。

「ボクにちとせ先輩を紹介してよ」

「紹介？　って、結衣ってちとせ先輩のことよく知ってるよね？」

　今更紹介って言われても。

　チッチッチと結衣が指を動かした。

「ボクが紹介してほしいちとせ先輩はちとせ先輩でも、そっちじゃない方」

　ハッとする。

「結衣。も、もしかして、それって」

「そうだよ。ちとせ先輩の『中の人』に会ってみたいなあって、思った」

「あああ、やっぱりかあ」

　オレは頭を抱かかえてその場に座りこんだ。

　早はや見みの一件で、結衣はちとせ先輩の『外の人スーツ』の存在を知った。腰から開いたスーツに、ちとせ先輩の『中の人』が乗りこもうとしている決定的瞬しゆん間かんを写した写真を見ているはずだ。

「紹介してくれるよね？」

　しゃがんだオレを結衣が見下ろしている。口元に湛たたえた微び笑しようとは裏腹に、口く調ちようにはちょっぴり迫力があった。

「しょ、紹介ね。おう、オレはいいけど……」

　結衣には『外の人スーツ』のことで恩があるから、断りにくいんだよなあ。ただし、ちとせ先輩は嫌いやだって言うに決まってる。

「とにかく、ちとせ先輩に話してみるよ」

「うん、よろしく」

　結衣に腕うでを引いてもらいながら立ち上がる。

「でも、ちとせ先せん輩ぱいの『中の人』に会って、どうするつもりなの？」

　結ゆ衣いの表情をうかがう。

「――」

　薄うす桃もも色の唇くちびるが微かすかに動いた。

「えっ？」

「ううん、なんでもないよ。ちょっと興きよう味みがあるだけ」

　結衣は首を振ったけど、実は聞こえていた。

　結衣はこう言ったはずだ。

“〝リベンジ”〟って。



　　　☆



　トントントントン――。



　釘くぎを打ちつける音が一年Ｃ組の教室に響きわたる。テーブルクロスや花か瓶びんを持った生徒たちが、ひっきりなしに出入りしている。

　文化祭を翌日に控ひかえた金曜の午後。午前中で授業が終わると、クレマチス高校中で一斉に文化祭の準備が開始された。

「ハァ――」

　オレが脚きや立たつに登って壁に押しピンで暗あん幕まくを固定していると、下からため息いきが聞こえてきた。脚立を支えてくれている要よう垣が内うちだ。

「なに？　その物もの憂うげなため息は」

「星ほし野の殿。なんで……。なんで魔法使いなのかのお」

「なんだ、まだ諦あきらめきれてなかったのかよ」

「諦められるわけがないぞよ……」

「話し合いの結果決まったんだから仕方がないだろう」

「あれが公こう正せいといえるじゃろうか。拙せつは最後まで反対したのに、完全に無む視しされるし」

「お前しか賛成がいなかったから、仕方がないだろう。それが民主政治ってもんだ」

「少数意見の尊重こそが、今求められているのではないんじゃろうか」

「お前の場合、意見というか個人的な趣味って感じだからなあ……」

　なんの話かというと、文化祭に出展する喫茶店のことだ。

　我らが一年Ｃ組からは“〝魔法使い喫茶”〟なるものを出すことになったのだ。

　魔法使い喫茶というのは、簡単に説明すると給きゆう仕じがみんな魔法使いの格かつ好こうをしている喫茶店だ。一応、お茶やケーキを運んだ時、それっぽい芸を見せる趣向になっている。

　で、要垣内がぶーたれているのは、奴がメイド喫茶を主張していたからだ。

　奴に言わせるとメイド喫茶こそ王おう道どうで、魔法使いは邪じや道どうらしい。でも、その主張は一年Ｃ組の誰にも理解されず、公こう正せいな投とう票ひようの結果、一対三十四、棄き権けん三、の圧倒的多数決で魔法使い喫茶に決まったのだ。

　オレの見立てでは、メイド喫茶でも十分通る可能性があった。でも発案したのが要よう垣が内うちだったので、不必要に女子に警戒され、さらに同類と思われるのを嫌った男子の票まで逃げていった感がある。

　ちなみに棄権三票のうち一票がオレなのはここだけの秘密。

「っま、来年は頑がん張ばれ。オレも応援するから」

　脚きや立たつから降りて、オレは要垣内の肩に手を置いた。

「ところで肝心の魔法使いの衣装ってもうできているのかな？」

　手芸部に頼んで作ってもらうという話だった。ラフスケッチはチラッと見たけど。

「さあ。でも、どうせメイド服より可愛かわいい服なんてこの世にないんじゃよ」

　要垣内は興きよう味みなさそうに首を振る。

　そういう発言を日常的にしているから、総スカンをくらうんだ。

「ほしの――。お手すきなら暗あん幕まくをもう二枚ほど取ってきてくれ――」

　壁の飾りつけをしていた副クラス委員の結ゆう城き弘ひろむから指示が飛んできた。

「りょうかーい」

　押しピンの箱を要垣内に渡して、オレは走って教室を出ていく。

　一応、生徒会長選挙に立候補する身だ。有権者のお願いには迅速に応こたえるのがオレのマニフェスト。

　備び品ひん貸し出しをやっている職員室へ向かっていると、廊下の向こうから真まっ黒くろい衣装に包まれた女子がこっちに歩いてきていた。

　黒いローブに巨大なつばの三角帽子。百人見たら百人が“〝魔女”〟と答える、ベタベタなファッション。そして、そのローブの中には眉まゆの下まで伸びた前髪と、ボーッと低てい気き圧あつな顔が収まっている。

　クラスメイトの浦うら乃の霞かすみだった。

「結けつ構こう、似に合あっているぞ」

　オレは浦乃の前で立ち止まると、全身を眺めた。

　お世辞じゃなくて、本当に魔女ファッションが似合っていた。重めの前髪が黒いローブ姿と絶ぜつ妙みようなハーモニー。手に持っているチャチなステッキと、肩に乗せた黒ネコのぬいぐるみが、ちょっぴりとぼけた感じで可愛らしかった。

「ん」

　浦乃は照れるように頬ほおをうっすらと染めた。

「それ、魔法使い喫茶の制服だよね？　どうしたの？」

「モデル一号」

　さすが女子。よく分かっておる。

「でも、なんでその格かつ好こうで歩いているの？　宣伝？」

「内ない装そう準備係に見せてこいって」

「なるほど」

　教室で金かな槌づちを叩たたいている男子共にも、魔ま女じよっ娘こ浦うら乃のの可愛かわいさを見せてあげようという、女子の心遣いだろう。

　まあたしかに。この浦乃を見れば、さすがの要よう垣が内うちも魔法使い喫茶でよかったと心を入れ替えるかもしれない。それぐらい似に合あっている。

「うん、完かん璧ぺき。本当に魔法を使えそうに見えるぞ」

　ローブ姿を何度も見返していると、浦乃はさらに恥ずかしそうに下を向いてしまった。

「そういえば浦乃は文化祭、どうするの？　見てまわるの？」

「見てまわる？」

　浦乃が顔を上げて、キョトンと首を傾かしげた。

「うん。オレも一年目だからよく知らないんだけど、クレマチス高校うちの文化祭は毎年結けつ構こう、盛りあがるらしいよ」

「そう……」

　浦乃は腑ふに落ちないという表情をしている。

「あんまり興きよう味みなし？」

「ううん。ただ、何が始まるのかよく理解してない」

「文化祭がよく分からないってこと？」

　コクリと頷うなずく。

「そうか。文化祭、初めてなんだ」

　辞書を調べれば意味は書いてあるだろうけど、それだけじゃイメージできないことってあるよな。

「文化祭は、まあ、なんというか、言葉の通りお祭りだな」

「お祭り？」

「うん。ただ、お祭りといっても、学生が力を合わせて出店したり、日ひ頃ごろの成果を見せたりするから、普通のお祭りとはちょっと違ちがう」

「なんのために？　お金？」

「いや、なんつーか、若い文化力をみんなに見せるためのもの？」

「理解できない」

　だろうな。言ってるオレも、よく分かってないし。

「まあとにかくそんなもんなんだ。普通の祭りの屋台と同じように、文化祭もお店や教室を見てまわる」

「普通のお祭りに行ったことがない」

「……」

　ああ、説明しづらいなあ。

「とにかく、見てまわったらいいって。結構、楽しいかもしれないよ」

「ううっ」

　浦うら乃のは困ったように唸うなる。

「浦乃の給きゆう仕じ当番のローテーションって、いつ？」

「初しよ日にちの午前」

「あっ、オレと一緒か。当番の後の予定は？　二日目は？」

「すぐに帰宅して月曜日まで登校しないつもり」

「いや、それはもったいないよ。だってもしかしたら、浦乃にとっては……」

　最初で最後の文化祭になるかもしれないんだから。

　浦乃がクレマチス高校に来たのはあくまでちとせ先せん輩ぱいの調査のため。その調査結果の報告を遅らせることで、学生生活を続けている。

　でも、そんな状態をいつまでも続けられるわけがない。報告のタイムリミットはクリスマス。クリスマスが来たら、ちとせ先輩の調査の如何いかんによらず、浦乃は学校を去ることになる。学校に通うなんてことがない生活に戻るのだ。

「もし浦乃がよければなんだけど……」

　浦乃の顔を見つめた。

「オレが案内してもいいけど」

「？」

「一緒に文化祭を見てまわるってこと」

　浦乃は大きく開いた目をパチパチと瞬またたかせた。

「かくいうオレも、中学時代、文化祭は速攻で帰宅するタイプだったんだけどさ」

　オレは指でコメカミをかく。

　浦乃は小さく唇くちびるを綻ほころばした後、コクリと頷うなずいた。

「分かった。一緒に見てまわる」

「おっ。なら、明日の魔女喫茶のシフト後とかどうよ」

「ん」

　もう一度、頷く。

（今日のうちに文化祭のしおりをゲットしておくか）

　浦乃が好きそうな出展を選ぶんだ。できれば生まれて初めての文化祭にいい印象、持ってほしいし。

「じゃあ、オレ、職員室から暗あん幕まく取ってくるから。また、後で、教室でな」

　手を上げて立ち去ろうとする。

「待って」

「うん？」

　浦乃がいきなり手のステッキをオレに向けた。

「ちちんぷいぷい」

　……。

　空気が止まったかと思った。

「なに？　今の？」

「給きゆう仕じの時、することになった」

「ああ、なるほど」

　一応、魔法使い喫茶ということになっているのだから、それぐらいのパフォーマンスは欲しいところだ。

　でもな。

「浦うら乃の……。もうちょっと、感情をこめて唱となえた方がいいと思うぞ。あと、ステッキを振ったりしたら感じがでると思う」

　さっきの無ぶ愛あい想そうな呪じゆ文もんじゃ、出てくる魔法も引っこみそうだ。

　浦乃は困ったように眉まゆ根ねを寄せると、もう一度、ステッキをこっちに向けた。

「ちちん――ぷいぷい？」

「……」

　あんまし変わったようには聞こえなかったけどこれはこれでいい。無表情でクルクルとステッキをまわす浦乃の姿は、猛もう烈れつに可愛かわいかったから。





　魔法使い喫茶の飾りつけの準備がだいたい終わると、オレは抜けさせてもらって生徒会長執務室へ向かった。



    

  
    
      



    

  
    
      　ガランとした無人の生徒会会議室を横切って、執務室のドアをノックする。

「誰ですかぁ？」

　ソプラノの間ま延のびした声が返ってきた。

（ちょっ。今のって……）

「純すみ人とですけど」

「はい、今、行くですう」

　タタタと走る音がして、ゆっくりとドアが開かれた。

「遅かったですよお」

　頬ほおを膨ふくらませて立っていたのは、やっぱりちとせ先せん輩ぱいの『中の人』だった。

　でもただの『中の人』じゃない。

　チェックのプリーツスカートに、白のブラウス、黄色いリボン……。それはわが母校の女子の制服。

　ちとせ先輩の『中の人』がクレマチス高校の制服を着ているのだ。

　慌あわてて中に入ってドアを閉じた。

『中の人』の制服姿を見るのはもちろん初めて。持っていることも知らなかった。

「ど、ど、ど、どうしたんですか？　その格かつ好こう」

「へへへ」

　ちとせ先輩（中）はなんだかいたずら小こ僧ぞうのような顔を見せる。

「今日からちとせ、できるだけ『中の人』の格好でいようと思うんですよ。学校でも」

「え？　それって危ないじゃないですか？　この前あんなことがあったばかりだし」

　キョロキョロと執務室の中を見渡す。やっぱりありました『外の人スーツ』。机の横の方に上半身フルオープンで立たされていた。

「だからこそ制服を着てるわけですよお」

　ちとせ先輩は胸むねを張る。

「ああ。なるほど」

　もし誰かに『中の人』の姿を見られても、制服を着ていれば、なんとも思われないってことだ。全校生徒の顔を知る人間なんて、そうはいないだろうから。

「それってあれですよね。トレーニングの一いつ環かんですよね？」

「もちろん」

　オレは今、猛もう烈れつに感動している。ちとせ先輩が自みずから『外の人スーツ』から出られるように努力するなんて。

「ちとせ先輩、すごいです。偉えらいです。グッジョブ！」

「そうでありますか？　えへへへ」

　親指を立てると、ちとせ先輩は頬に手を当てて嬉うれしそうな顔をした。

　以前に比べると、『中の人』のコミュニケーション能力は格段に進歩している。少なくともオレの前だけでいえば、対たい人じん恐きよう怖ふ症しようっぽさは全然ない。

（これを誰の前でもできるようになれば……）

　その時、ちとせ先せん輩ぱいは『外の人スーツ』を完全に脱ぬぎ捨てることができるはずだ。

「ええっと、それでですねえ」

　ソファーに並んで座りながら、ちとせ先輩がティーテーブルの上に置かれていたＡ４の冊さつ子しを手に取った。

「演説の原げん稿こうです。完成したので、読んでみてください」

「あ、ありがとうございます」

　ざっと読む。

　冒頭からオレでは考えつかないような難しい言葉が飾られていた。ちとせ先輩がいつも講堂の壇だん上じようで喋しやべっている完かん璧ぺきな演説原稿のようだった。

「どうでありますか？」

「まだ詳くわしく読めてませんが、たぶん、いい感じだと思いますけど……」

「よかったです」

　ちとせ先輩は嬉うれしそうに手を打った。

「一つ疑問なんですが」

「なんでありますか？」

「こういうのって、いつもちとせ先輩が書いているのですか？」

「そうでありますけど？」

　キョトンと首を傾かしげた。

「いや、ちとせ先輩が『外の人スーツ』を着て書くのか、それとも『中の人』の姿で書くのか、そういう意味です」

「『外の人スーツ』を着てであります。スーツがないと、そんなに長い文は書けないかも」

「やっぱ、そうですかあ」

『外の人スーツ』には記憶用のメモリーやらＨＤＤが搭とう載さいされてあって、それを『中の人』の思考とリンクできたりする。ボキャブラリーとかも大幅に向上するらしい。

　もしかすると、『外の人スーツ』に乗ってしまえば、オレだってこんな原稿を書けるってことかな。

「なにか気になることがあるですか？」

　原稿をいつまでも見つめるオレに、ちとせ先輩が不安そうな声を出した。

「いや、書いてもらっといてあれなんですけど、ちょっとオレが喋るには内容が高こう尚しようすぎるんじゃないかって思えて」

「そんなこと、ないでありますよ」

「う――ん、そうかなあ。これって、壇上で読むだけでもいいんですよね？」

「いいと思うです。最初ですから。カンペなしで沢山の人の前で喋るのって、慣れるまでは難しいでありますよ」

「ううっ」

　沢山の人前で喋しやべる……。

　生徒会長になったら節ふし目め節ふし目めでそれをしないといけない。考えただけで胃が痛くなりそうだ。

「前にも言いましたけど、オレ、そういうの苦手なんです」

「大丈夫ですよ。純すみ人となら」

「またそういう根こん拠きよのないことを」

「そんなことないでありますよ。純人は勇気がある男の子だと思うです。ちとせが学校に来れなくなった時は助けにきてくれましたし、ちとせの写真のデータを奪い返そうって決断したり。純人に勇気があるから、ちとせは今、こうやって『中の人』の姿でいられるんだって思うです」

　ちとせ先せん輩ぱいは自分の胸むねの前で手を合わせる。

　その仕し草ぐさが可愛かわいくて、オレは吸いこまれるように見つめてしまった。

　見つめているうちに、ちとせ先輩の頬ほおが赤くなって大きな瞳ひとみがトロンとなる。

　ドキドキと高たか鳴なる心しん臓ぞう。

「ちとせ先輩……」

「純人」

　…………。



「おほんっ」

　咳せき払ばらいの音でオレは現実の世界に引き戻される。

　って、咳払い？　この部屋にはちとせ先輩とオレしかいないはずだが……。

「随ずい分ぶんと大だい胆たんですね。ちとせ先輩」

　ドアが開いてムスッと腕うでを組む体操服姿の女の子が立っていた。

「ぎゃあっ！」

　ちとせ先輩があまり上品でない悲ひ鳴めいをあげる。

「学校で『外の人スーツ』を脱ぬぐなんて驚きです。それとも執務室じゃいつも脱いでいたんですか？」

　女の子はドアをバタンと閉めると、スタスタと中に入ってくる。

「どどどど、どうしてここに？　――――結ゆ衣い？」

「どうしてって、この前、ボク、星ほし野のくんに言ったじゃない。ちとせ先輩を紹介してほしいって。いつまでも紹介してくれないから、自分から来たの」

　女の子、つまり神楽かぐら結衣はギロリとこっちを睨にらんだ。

「自分から来たって、おまっ」

　リベンジ――。

　結衣の言葉が頭の中で蘇よみがえった。

　やばいっ。ちとせ先せん輩ぱい。

　慌あわてて横を向くと、ちとせ先輩がいない。

「あれっ？　ち、ちとせ先輩は？」

　結ゆ衣いがムスッとした顔のまま、近くの床を指差す。

　床に四つんばいになり匍ほ匐ふく前進で『外の人スーツ』へ向かうちとせ先輩がいた。青あお縞しまのパンツを剥むきだしで。

　誰にも見られていないと思っているのか、『外の人スーツ』に辿たどりつくと振りかえりもせずに乗りこんだ。

　閉じられる上半身。シュ――――ってお馴染みの音と一緒に、ちとせ先輩（外）が起動する。

　いきなりちとせ先輩（外）は長い後ろ髪をフワリとかきあげた。

「ノックもなしに入ってくるなんて、少々無ぶ礼れいじゃないかしら。神楽かぐら結衣さん」

　腕うでをＬの字に組んで余裕の格かつ好こうを見せる。

「ふっ」

　結衣が鼻はなで笑った。ちとせ先輩（外）の前に腰に手を当てて立つと、ちとせ先輩の顔を見上げた。

（あ。なんか久しぶりに見るな、この構図）

　ライオンと猛もう犬けんのガチンコ。

　でも今回は、前と様子が違う。

　ちとせ先輩はコメカミに汗を滲にじませてどこか不安そうだし、結衣は逆に自信に満ち溢あふれている。パワーバランスに変化が？

「ふっ」

　結衣がもう一度笑う。

「な、なにかおかしいかしら？」

「ふふっ、ふふふふ」

　笑いながら、結衣はビシッっとちとせ先輩を指差した。

「生徒会長。あなたに負けてばっかりの時代は終わりました」

「なんですって？」

「だって、その体が作り物だって、ボク、知っちゃいましたから」

　ちとせ先輩の顔が引ひき攣つった。

「生徒会長。あなたのその美び貌ぼうも身長も高校生離れしたナイスバディも学年トップの成績も運動も、すべて作り物の体があってこそです。そんな人になにを言われようとも、全然、なんとも思いません」

「がび―――――――ん」

　キャラが変わるくらい、ちとせ先輩が動揺している。

　革命じゃ。

　革命がおきたのじゃ。

「ゆ、結ゆ衣い。なにもそこまで言わなくても……」

「星ほし野のくんは黙だまってて。これはボクと生徒会長の問題よ」

「は、はい」

　結衣の迫力に思わず頷うなずいてしまった。お陰でちとせ先せん輩ぱいにキッと睨にらまれる。

「そ、そうよ。この体は作り物よ。だからなに？　なんだっていうのよ」

　ウワア。ちとせ先輩が開きなおった。

　しかし結衣だって身じろぎもしない。

「別に。ただ、以前みたいにはいきませんよって、警けい告こくしているだけです」

「グッ」

「それと、ボクの前ではできるだけその被り物を脱ぬぐようにしてください」

「嫌いやよ。なんで、そんなことしないといけないのよ」

　返事の代わりに結衣はポケットから写真を取り出した。

　げっ。

　あれだ。真田さなださんが撮った、ちとせ先輩が『外の人スーツ』を着ている決定的証拠。

「ゆ、結衣。まだデータを持ってたの？　弱みを握にぎっておきたくないとか言ってたような」

「それはそれ、これはこれ」

　いかん。こっちはこっちで開きなおっているし。

「別にこれを学校のみんなに公表するつもりはありませんけど、今更隠しても仕方がないって言いたいんです。さっきだって、星野くんの前じゃ脱いでいたじゃないですか」

「キシ――ッ」

　ちとせ先輩は獣のような唸うなり声を出す。

「さあ早く」

「分かったわよ。脱げばいいんでしょ、脱げばっ！」

　やぶれかぶれな感じに叫ぶと、バンザイをした。

　プッシュ――。

　パカッ。

『外の人スーツ』の上半身が開いて、制服姿の『中の人』が現れる。ノロノロとスローなモーションで中から出てきた。やらされ感、抜ばつ群ぐんだ。

　出てくると、当然、下を向いてしまった。

「へえ」

　結衣はちとせ先輩（中）に近づくと、珍ちん獣じゆうでも見ているかのように上から下まで眺める。

　結衣とちとせ先輩（中）を同時に見るのは初めてだが、ちとせ先輩のちっこいのが際立っている。

　結衣はちとせ先輩を観察しながら一周する。

　後ろに周ると、いきなりちとせ先輩の胸むねの辺りに抱きついた。

「ギャ――――」

「すごいっ。ボクよりもペチャだ」

　結ゆ衣いは手を離して驚いたような声を出す。

「お、おまっ、なにやってるんだよ」

　白い目で睨にらまれた。

「な、なんだよ」

「……ロリコン」

「なんでそうなんだよ、なんでっ！」

「だってそうでしょう。こんなちっちゃい女の子といつも遊んでるなんて」

「遊んでないぞ。それに、ちっちゃいかもしれないが、ちとせ先せん輩ぱいは立派な高校三年生なんだぞ」

「そうかもしれないけど、これってどう見ても……。って、こらっ」

　結衣がこっちを向いているうちに、こっそり『外の人スーツ』に戻ろうとしていたちとせ先輩の肩をギュッと掴つかむ。

「わあああああ」

「駄だ目めです。勝手に戻っちゃ」

　結衣はちとせ先輩を後ろからだっこして、スーツから引き離した。もう結衣になされるがままだ。

「まだなにかあるんですかあ」

　ちとせ先輩の声が少し泣き声になっていた。

「別にないですけど、まだ入るのは禁止です」

「なんですかそれは」

「もうちょっと、生徒会長の本当の姿を知りたいんです」

「ちとせはちっとも知られたくないですよお」

「この際、生徒会長の意い思しは関係ないです。無む視しです」

「ぶううう」

「ほら、くさらない、くさらない」

　ちとせ先輩の頭をナデナデする。

「星ほし野のくーん。ミニちとせ、結けつ構こう、可愛かわいいかも」

「ミ、ミニ？　な、なんだって？」

「小さい姫ひめ宮みやちとせだから、ミニちとせ」

「仮にも上級生にその呼び方はないんじゃないか？」

　じゃあスーツに入った時のちとせ先輩はどうなるんだ。

「やっぱり大きいから……メガちとせ？」

「……」

（うわあ。これがリベンジか）

　結ゆ衣いの怖こわい一面を知ったような気がした。

「純すみ人と――」

　結衣になされるがままのちとせ先せん輩ぱいが半泣きでオレに助けを求めてきた。

「結衣。もうそれぐらいでいいんじゃないか？」

「まーだ。だって、生徒会長、顔を見せてくれないんだもん」

　言いながら上半身を倒して、ちとせ先輩の顔を無理やり覗のぞこうとする。ああ、なんだかデジャブだ。オレも昔、こういうのやってたよなあ。

「やめなさいって」

　オレは結衣の頭をパチンと軽くはたいた。

「うわっ。星ほし野のくんからツッコミもらったの初めてだ。結けつ構こう、新鮮だったかも」

　結衣は顔を上げて、目をパチクリとした。

「いや、ツッコミはいいんだけど、あんましちとせ先輩の顔を見ないでやってよ。初対面の人に見られるのがものすごく苦手なんだから」

「前に言ってた、対たい人じん恐きよう怖ふ症しよう？」

「うん」

　結衣が顔を上げていた、ちとせ先輩にチラっと目を向けた。

　条件反射的にまた下を向く。

「生徒会長……。本当に人に見られるのが怖いんだ」

「ぶう。放ほっといてくださいです。それに誰ですか？　ちとせの弱点を話したのは」

　ごめんなさい。オレです。

「不思議だなあ。被り物をつけたら、あんなに堂どう々どうとしているのに」

　それは散々、オレも思ったことだ。今でもまだ慣れないくらい。

「で、星野くんは生徒会長の対人恐怖症をなんとか治そうと努力しているのね」

「うん、そういうこと」

「なんで、そんなことまで知っているですかぁ」

　ちとせ先輩が不満そうに頬ほおを膨ふくらませていた。

「よしっ、分かった。そういうことなら、ボクも手伝う」

　唐とう突とつに結衣が手を打った。

「「へっ？」」

　ちとせ先輩とオレの声が重なる。

「だから。ボクもちとせちゃんの対人恐怖症を治すのを手伝うってこと」

「「え、ええ――――!?」」

「任せて。あがり症を抑えるドリンクなら作ったことあるんだから」

　えっへんと胸むねを張った。

「いや、待て。あがり症と対人恐怖症はなにか違ちがうんじゃないか？」

「大丈夫。ボクに任せて。それに練習するにしても、一人より二人の方がいいでしょう？」

「それはそうだけど……」

　一人でのトレーニングに限界を感じていたから、結ゆ衣いが手伝ってくれるのは大歓迎だけど……。

「ちとせ先せん輩ぱいはどう思いますか？」

「ぜ―――ったい、いやです」

　ほらやっぱり。

「ガ――ン。そんなにボク、嫌われてる？」

　結衣はわざとらしくショックを受けたように頭を抱かかえた。

「別に嫌いじゃないですけど、なんだか意い地じ悪わるされそうなのがいやです」

　鋭するどいヨミだ。

「大丈夫。意地悪なんてしないから」

「それに、ちとせは純すみ人とと二人だからトレーニングする気になったです。他ほかの人に入りこまれるなんて迷惑です。それに……神楽かぐらの作るドリンク不ま味ずいって……。飲みたくないですぅ」

「不味いぃ？」

　結衣がジロリとオレを睨にらんだ。

　喋しやべったのは星ほし野のくん!?　って目が言っている。

「不味くなんてないわよ。むしろちょっと美お味いしいぐらい。ほら、昔からいうよね？　良りよう薬やくは口に苦しって」

　やっぱり不味いんじゃないか。

「とにかく！　ちとせは純人一人だけに教えてもらいたいんです」

「認めません。若い男女が密室で二人っきりになって何かするなんて不謹慎です。だからあんなことになるんです」

「あんなことってなんですか？」

「だから……前に……演劇部で……」

　結衣は頬ほおを染めながらモゾモゾと唇くちびるを動かす。

　そろそろ忘れてくれないかな。あの事件のことは。

「ぶうう。結局、神楽はちとせが純人と仲良くするのが嫌いやなだけじゃないですかあ」

「違ちがいます。ボクはちとせちゃんの対たい人じん恐きよう怖ふ症しようを治したいと思ってる。これは本当だよ」

　結衣は真しん剣けんな目でちとせ先輩を見ていた。

「あと、本気で治したいんだったら、星野くん一人よりもいっぱい協力者がいた方がいいのも本当。だって人に慣れるのが一番の治療法でしょう？」

「むむむ……」

　ちとせ先輩がオレの方に顔を向けた。

「純人は……どう思うですか？」

「そこでオレにふりますか？　……オレはその。う―――ん」

　実は結ゆ衣いに協力を頼めないか考えたことは何度かある。

　ドリンクは望み薄だが、結衣の言うとおり一人より二人の方が近道なのは確かだ。ただ、ちとせ先せん輩ぱいの気持ちを無む視しするのもどうか。もともとオレならできるって指名してくれたのだから。

　でも――。

　だけれども――。

「オレは……結衣に手伝ってもらった方がいいと思います」

　ちとせ先輩の顔に衝撃が走るのが分かった。

　ごめんなさい、ちとせ先輩。

「オレ一人じゃ、ちとせ先輩、いつまでもスーツから出られないかもしれない。だったら。誰かに手伝ってもらいましょう」

　最優先事項は、ちとせ先輩がスーツを脱ぬぐことなんだから。

「分かりましたよお」

　ちとせ先輩は唇くちびるを結んだまま頷うなずいた。

「今度のトレーニング、神楽かぐらにもお願いするです」

　結衣へ顔を見ずに握手の手を差し出す。その手を結衣は優しく握にぎった。

「りょーかい。ボクは星ほし野のくんみたいに甘くないよ。ビシビシ鍛きたえるから」

「え―――」

　ちとせ先輩は不安そうだ。何しろ結衣はバリバリ体育会系だから。

「でも結衣さあ」

「なに？」

「どうして手伝ってくれる気になったの？　今日、ここに来る前から考えてたの？」

「うん。ちょっと、考えてた」

「どうして？」

　結衣はなんて答えるか考えるような顔をして、

「前に星野くん、言ってたじゃない。生徒会長が『外の人スーツ』から出るのを手伝いたいって。頑がん張ばりたいって」

「うん」

「たぶん、それが終わらないと、星野くんは次の選択できないんじゃないかって、思ったんだ」

「次の選択？　って。……あっ」

　ドキッとした。

　もちろんそれは結衣の告白への返事だ。

　ちとせ先輩の問題が解決しない限り、オレは結衣の気持ちに答えられないかもってこと。

　もしかしたら、それは、当たっているかもしれない。

　結衣はオレの表情を見て、ニッコリと微笑ほほえんだ。

「よおっし。じゃあ、そういうことだから。次のトレーニングの時は、ボクにも声をかけて。色々用意してくるからね」

　急にドアの方に向かって歩きだした。

「お、おい、どこに行くんだよ」

「実はまだ、陸上部から出店するクレープ屋の準備中なんだ」

「わざわざサボって来てたのかよ」

「そうだよ。生徒会選挙の前々日だし、たぶん二人ともここにいるかなと思って。じゃあね。ちとせちゃん。またね」

　手をフリフリと振って、結ゆ衣いは生徒会長執務室から出ていった。

「べ―――――――――――――――――だ」

　結衣が消えたドアに向かって、ちとせ先せん輩ぱいが舌を出した。

　それからムスッとした顔をオレに向けた。

「どうしてオッケーしたですか。ちとせはショックでありますよ」

　唇くちびるを結んで、プイッと横を向いてしまう。

「ごめんなさい。でも、ちとせ先輩の対たい人じん恐きよう怖ふ症しよう克服には、結衣の協力はあった方がいいですよ」

「純すみ人とは目的のためなら手段は選ばない男の子です」

　そこまで言いますか。

「でも引き受けたからには、仕方ないです。次回から神楽かぐらも一緒にトレーニングするです」

「そんなに嫌いやなら、結衣に言わずにこっそりトレーニングすればいいんじゃないですか？　時々、呼ぶだけで」

「駄だ目めですよ。もしばれたら、後で絶対、馬鹿にされます」

「はあ。そんなものですか」

「神楽は毎回必ず呼びます。ですから、純人っ！」

「は、はい」

「もし、神楽にちとせがいじめられそうになったら、絶対に助けてくださいですよ？」

　急に心細そうな表情をこっちに向けてきた。

　オレはプッと噴きだしそうになるのを堪こらえる。

「大丈夫ですって。結衣は絶対、そんなことしませんから」

「分かりませんよ。さっきだって、あんなにイジワルされましたし」

　言うほどイジワルでもなかった気がするが、言うとまた不ふ機き嫌げんになりそうだからウンウンと聞いていた。

「えっと、それより、なんの話でしたっけ？　明後日あさつて、オレがやる演説の打ち合わせをしていたと思うんですけど」

「ええっと……、なんでしたっけ？」

　ちとせ先輩に書いてもらった原げん稿こうを見せてもらって、それからなんだかいい雰ふん囲い気きになって……。

「じゃあ、また最初から始めますか」

「はいですう」



　　　☆



「そういえば……。純すみ人とは文化祭の間、何か予定はありますですか？」

　演説原げん稿こうの手直しの方針を決めていると、いきなりちとせ先せん輩ぱいがそんなことを言った。

　やべっ。

「い、いや。まだ決まってないですけど」

　本当のことを話したら、また不ふ機き嫌げんになるに決まってる。

「ちとせ先輩はどうなんですか？」

「ちとせは文化祭の間、ずっと生徒会長としてあっちこっちに呼ばれるせいで、全然空いてる時間がないんですよ」

「そうなんですか」

　学園の看板みたいな人だから、ひっぱりだこなんだろうな。

「でも二日目の午後、三十分だけ暇ができたですよ。だから……その時、一緒に見てまわりませんですか？」

　ちとせ先輩がチラリとこちらを見た。

　うわっ。もろにかぶった。

「ごめんなさい。二日めの午後、ちょっと予定が入っているんですよ」

「ええ――」

「ほんと、ごめんなさい」

　予定の内容を聞かれやしないかとドキドキする。

　実は二日目の午後は、結ゆ衣いと文化祭をまわる約束をさせられていた。でもそんなこと、ちとせ先輩の前じゃ口が裂けても言えない。

「それに生徒会長とオレが一緒に歩いていたら、また新聞部の連中を喜ばせることになりそうですし」

「だから、この姿でまわろうかなって」

「ええっ!?」

　一瞬、自分の耳を疑った。

「いや、でも、ちとせ先輩、大丈夫なんですか？　文化祭って結けつ構こう、人がいますよ」

「純人が横にいて、ずっと下を向いたままなら大丈夫ですよ。……たぶん」

「あっ、なるほど」

　ちとせ先輩は誰かに見られたり、話したりするのが苦手。それを意い識しきしなければ『外の人スーツ』なしでもそれなりにやっていける。

「要よう垣が内うちくんと一緒に歩いたりして、前よりはちょっぴり自信がついたでありますよ」

「なーるほど。じゃあ、その制服もそれを考えてのことですか？」

「そうであります」

　やっぱり、ちとせ先せん輩ぱいの対たい人じん恐きよう怖ふ症しようは以前に比べてずっとよくなった。自分から脱ぬごうとするなんて、以前じゃ考えられないことだったのに。

「でも、純すみ人とに予定があるなら仕方がないですね。諦あきらめるです」

「いや、ちょっと待ってください」

　せっかくちとせ先輩がやる気になっているんだ。

「文化祭は無理かもしれませんけど、だったら、これから見てまわりません？」

「えっ？」

「文化祭の準備を見るのも悪くないですよ。舞台裏が分かりますから」

　それにみんな準備に忙しくて、見知らぬ女の子とオレが歩いていても気にも留めないだろう。ただ、要垣内に見つかるとやっかいだが、その時は適当に誤ご魔ま化かせるだろう。

「演説原げん稿こうの直しの残りは、家でオレがやっておきます。今すぐ、行きましょう」

　善は急げと立ち上がった。

「でもう」

　ちとせ先輩はソファーに座ったままモジモジとしている。

「急にそんなこと言われても、ちとせ、心の準備が」

「ほらほら、四の五の言わずに立ってください」

「でもでもでもう」

　ちとせ先輩は下を向いてしまった。

　こんなんで本当に文化祭を見てまわれたのかちょっと疑問だけど。

「オレと二人が不安でしたら、また結ゆ衣いを呼んできましょうか？　一応、これもトレーニングの一いつ環かんといえるかも、ですし」

　ちとせ先輩のツインテールがピクピクッと動いた。

　無言で立ち上がると、恨うらみがましい目でオレを見た。

「イジワルです。純人も」

　オレはニコリと笑った。

「さあ、行きましょうか」



『外の人スーツ』を机の下に隠して、オレとちとせ先輩は執務室を出た。一応、ドアには鍵かぎをかけるが、念には念をいれてだ。

「なんだか、ちょっと不思議な感じですね」

　制服姿のちとせ先輩の『中の人』とオレが、クレマチス高校を歩いている。それがものすごく不思議なことに思えた。いつも部屋の中とか、人ひと気けのない場所とか、そんな場所でしか『中の人』を見たことがなかったから。

　階段を下りながら、オレはちとせ先せん輩ぱいに目をやる。

　ちとせ先輩はオレにピッタリ肩を寄せるようにして、下を向きながら歩いていた。ツインテールに結んだ赤のリボンがプルプル震ふるえている。

　う――ん、やっぱり緊きん張ちようしているみたいだ。

　とりあえず手近な三階を見て歩くことにした。

　タイムリミットが近いということもあって、三階の廊下は画用紙や飾りつけを持った生徒たちが忙しそうに行きかっていた。

「ちとせ先輩のクラスは文化祭で何かやるんですか？」

　ちとせ先輩は下を向いたまま首を横に振る。

「三年生は受験とか控ひかえていますから」

「そういえば、もう十月ですもんね」

　あと数ヶ月もすれば入試。さらにその後には卒業も待っている。

　卒業――。

　そうだ。ちとせ先輩だって、三月になったら卒業してしまうんだ。それが『外の人』としてなのか『中の人』としてなのかまだ分からないけど、卒業することだけは変わらない。

　そのことを考えると、なんだか寂しい気持ちになってくる。

「ちとせ先輩は来年、どうするって決めてるんですか？　進路とか」

「ちとせは……今のところ、受験するつもりですけどお」

「そうですか。そうですよね」

「でも、変わるかもしれないですよ？」

「たとえば？」

「お嫁さんに行くとか」

　ゲフッゲフッ。

　思いっきりむせた。

「あ、あてがあるんですか!?」

「冗じよう談だんですよぉ」

　ちとせ先輩が初めた上げた顔を綻ほころばせる。

　でも、直後にオレの後ろを三年生が通り過ぎるとまたうつむいてしまった。

「今の、ちとせのクラスの男子ですよお」

　震える声でオレに囁ささやいた。

「大丈夫です。絶対、ちとせ先輩だって分かりません」

　ちとせ先輩の肩をポンと叩たたいた。

「でも、受験するにしてもお嫁に行くにしても、来年になったらやっぱりちとせ先輩は学校からいなくなっちゃうんですね」

「ちとせ、三年生ですから」

「……」

「……」

　オレもちとせ先せん輩ぱいも無言になる。

　黙だまったまま廊下を歩いていく。

「オレ――」

　ボソッと呟つぶやいた。

「オレ、ちとせ先輩がみんなの前で『中の人スーツ』を脱ぬげるように頑がん張ばりますね」

「……」

　――――。

　いつの間にか、廊下の端まで来ていた。

　結局、ちとせ先輩は下を向きっぱなし。会話は湿っぽいし、なんだかちっとも文化祭（準備中だけど）を歩いている感じじゃないなあ。

「ちとせ先輩、もう少し顔を上げられません？」

「無理です」

「そう言わずに。みんな準備で忙しそうですから、オレたちのことなんか気にかけませんよ」

「でもお」

「一瞬でいいですから。顔を上げてみてください」

「む―――。じゃあ、ちょっとだけですよ？」

　ゆーっくりと、顔を上げる。

「どうですか？」

　ちとせ先輩は廊下の方向を向いて、目をパチクリとやっていた。

「ほら、誰も、ちとせ先輩なんか見てないでしょう？」

「なんかは余計ですけどぉ……、そ、そうですね。これならちゃんと見えるかもです」

「じゃあ今度は顔を上げたまま、この階の教室を見てまわります？」

「はいですっ♪」

　もう一度、並んで歩き出そうとした時だ。



「ブラボ――――、ですわっ！」

　後ろから妙にハイテンションな声が飛んできた。

「へっ？　ブラボー？」

　振り返る。

　市いち松まつ人にん形ぎようカットの女の子が目を輝かせて立っていた。

　ちとせ先輩は速攻でまた下を向いてしまう。

「た、高たか山やま――!?」

　女の子は一年Ｃ組のクラス委員、高山愛あいだった。あだ名は愛姉ねえ。

　高山はオレをがん無む視しして、切り揃そろえられた黒髪を左右に揺らしながらちとせ先輩に近づいてきた。

「あなたこそ、わたくしが捜し求めていた人材です」

　ガッチリと肩を掴つかむ。

　人材？

　こいつ、なに言ってんだ？

「あなたお名前は？　学年は？　どこのクラス？」

　ちとせ先せん輩ぱいの襟えりの学年章を確認しようとする。

　ちとせ先輩（外）のをつけてないでくれて助かった。

「この人は二年生の姫ひめ宮みやちひろちゃん」

　前に使ったのと同じ偽名を使ってしまった。

「姫宮？　もしかして姫宮先輩にご縁のある方ですか？」

「うん。遠とお縁えんにあたるって」

「やっぱり。わたくしの目に狂いはなかった、ということでしょうか」

　高たか山やまはお祈りするように両手を組んで、もう一度、目をキラキラと輝かせた。一方でちとせ先輩は、下を見っぱなしで高山に掴まれた肩を震ふるわせている。

「それでなんなんだよ、さっきから人材って」

「ちひろちゃんはわたくしが捜し求めていた逸いつ材ざいなんですわ」

「だから逸材ってなんの」

「ちひろちゃん。あなた、わたくしの劇げきに出てみる気はありませんか？」

　高山はちとせ先輩の手をとると、そんなことを言ったのだった。



    

  
    
      
２章　魔女とゾンビと神父さん





「これより、第五十回・クレマチス高校文化祭を開始いたします」

　校内放送と同時に、拍手と喚かん声せいが沸き起こった。

『は――い。ついに文化祭が始まりました。今年もクレマチス高校放送部は期間中、文化祭スペシャル放送をお送りいたします。お相手はわたし、ＤＪオツマこと大おお妻つま恵けい子こと部下Ａ、部下Ｂ。体力が続く限り音楽とトークで盛り上げていきますので、リクエストやメッセージ、ガンガンよろしくお願いしまーす。では早さつ速そく、一曲目のリクエストは――』

　女の子の元気な声に続いて、学校中が軽やかな音楽に包まれる。

　同時に我ら一年Ｃ組が主しゆ催さいする“〝魔法使い喫茶”〟もグランドオープン。開店後二十分には最初の客を迎えることになった。

「へい、らっしゃい」

“〝魔法使い”〟とも“〝喫茶店”〟ともミスマッチな掛け声と共に要よう垣が内うちが現れると、大学生風の男二人組の客は失望感を露あらわにした。

　たぶん、店前でプラカードを持って立っている浦うら乃ののような魔ま女じよっ娘こたちでいっぱいの店内を期待していたのだろう。可愛かわいい上に前世は魔女ですかと訊ききたくなるほど衣装がはまった浦乃と、オタクがネタでコスプレしているようにしか見えない要垣内では、確かにギャップが大きい。

　注文をとったオレがステッキを回転させて「ちちんぷいぷい」とやると、早く視界から消えてくれといわんばかりの顔をされて、逆にこっちがブルーになった。まあ店を出られなかっただけでも感謝すべきなのかもしれないけど。

　初しよ日にちの午前だというのに、その後も浦乃に惹ひかれたと思われるお客が次々と来店した。三十人ぐらいの男性客に現実の厳しさを売りつけたところで、午前の部終了。次の担当に衣装を渡してオレたちのシフトは終了した。

「じゃあ、拙せつは化学部の方に行くんで。前ぜん庭ていのテントでやってるから、星ほし野の殿も暇があったら来てくれい」

　多くの来店者を絶望の淵ふちに追いやった要垣内は、終わるとすぐに行ってしまった。

　化学部は実質要垣内一人しか部員がいない。文化祭への出展は弟や妹まで動員して準備したぐらいらしいから、人手が足りていないのだろう。しかし、もうそうなってくると化学部の出展というよりは、要垣内家のパフォーマンスといえなくもない。

「お待たせ」

　後ろから声がした。

　更衣室で魔女の格かつ好こうから制服に着替えた浦乃が立っていた。

「じゃあ、行こうか。浦乃、どこか行きたいとこある？」

　フリフリと首を振る。

　昨日の様子だと、推おして知るべしだよな。

「じゃあ、一つ一つ見ていこうか」

　オレは鞄かばんの中から文化祭の冊さつ子しを開いた。



「……」

　廊下を歩いていると、壁に貼はられた一枚のチラシの前で、浦うら乃のが急に無言で立ち止まった。音楽室を丸ごと使ってやってる幽霊屋敷。その名も「ゾンビガーデン」。クレマチス高校ホラー研究会の主しゆ催さいだ。

「こ、これ、行きたいの？」

　コクリと浦乃。

「こういうの好きなんだ」

　浦乃は無言でチラシの中に写っているゾンビを指差した。たぶんホラ研メンバーの仮装。

「これが好き」

「これって……ゾンビ？」

　浦乃は恥ずかしそうな顔でまた頷うなずいた。

　ゾンビ萌もえとは、またマニアックな。

「じゃあ、行ってみようか」

　あんまし怖こわいのは得意じゃないんだが、どうせ、学生がやっているお化け屋敷なんて怖くないだろうし、それに浦乃が行きたいっていうんだから。

　音楽室のある新校舎の二階へ行くと、近くの廊下から暗あん幕まくで囲って光を遮さえぎって、怖い雰ふん囲い気きを出していた。

　扉とびらの横に置かれた机で、見覚えのある一年の男子が窓口をやっていた。

「いらっしゃ～い」

　それっぽい声を出すと、手製のゾンビ人形を二つくれて入口の扉を開けた。

「じゃあ、行こうか」

「ん」

　二人同時に足を踏み入れる。

　中は本当に真っ暗だった。一メートル先も見えない。

　後ろで入口の扉がバタンと閉じられると、完全に漆しつ黒こくの空間に包まれた。

「全然、見えないね」

「暗視ゴーグル使う？」

「暗視ゴーグル!?　そんなの持ってるの？」

「ん」

　普段からそんなものを持ち歩いているなんて、どんな女子高生だ。

　とりあえずお化け屋敷製作者の意図を汲くみ、暗視ゴーグルなしで行くことにする。

　次第に暗くら闇やみに慣れてくる。

　どうやらパーテーションで区切られた通路を進んでいく形式みたいだ。

　パーテーションの感触を頼りに歩いていくと、ジェイソンのテーマがどこからか流れてきた。

　横を歩いていた、浦うら乃のがギュッて腕うでを掴つかんでくる。

　体が小刻みに震ふるえていた。

　ゾンビが好きだっていうから、こういうの全然平気だと思ったのに、そういうわけでもなさそうだ。

「や、やっぱ、暗視ゴーグルつける？」

　浦乃にそんなことを囁ささやいた時だった。

　前方がスポットライトで照らされた。

　そこは墓場。

　本物の土が下に敷き詰められた上に、煤すすけた十字架が並んでいる。

（あそこを歩くのかよ）

　嫌いやな予感がした。罠わなの匂においがプンプンとする。

　浦乃がオレの腕にしがみつく力も強くなる。オレだって浦乃にしがみつきたいぐらいだ。

　ゆっくりと墓場に足を踏み入れていく。

　二、三歩進んだ時。

　下の方で何かに上うわ履ばきを掴まれた。

　カクカクと下を見る。

　土から伸びた腐くさったような手が、足を掴んでいた。

「ぎゃあ―――――――――――――――――――――――――――!!」

　思わず絶叫した。

　足を乱暴に動かすと、掴んでいた手はあっさりと離される。

　しかし代わりに周りの土が動いて盛り上がり、ゆらりと立った。

　ゲームにでてきそうな腐った肉片が異様にリアルなゾンビがオレの目の前にいる。

　同時にそこら中の土から、同じようなゾンビが次々と立ち上がり、オレたちを取り囲もうと両手を前に伸ばして近づいてくる。

「……」

　横で浦乃が力が抜けたみたいに、ヘナヘナと座りこみそうになっていた。その手をオレは掴む。

「走れる？」

　浦乃が震える顔で頷うなずく。

　オレは浦乃の手を引き、ゾンビ包ほう囲い網もうを突破して走り出した。



　墓場を脱出するとすぐに出口だった。「ゾンビガーデン」の名の通り、ゾンビが出てくる墓場を通過する趣向のお化け屋敷だったらしい。

「ハァハァ。けっこう、ハァ、怖こわかったね」

　出口近くの階段の踊り場まで来て、浦うら乃のの手を離した。久々の全力疾しつ走そうでまだ息がきれる。

「ん」

　浦乃はいつものクール顔に戻っていた。入口でもらったゾンビ人形を大事そうに抱きしめている。

「浦乃って怖こわいの苦手なんだ」

　笑うと、浦乃は不満そうに唇くちびるの先をもごもごさせた後、小さく頷うなずいた。

「怖いの苦手なのに、ゾンビは好き？」

「ゾンビ、可愛かわいい」

　人形をいとおしげに触る。

「でも暗くら闇やみの中を動く任務だってあるんじゃないの？　困ることないの？」

「暗闇はオッケー。でも怖いのは駄だ目め」

「結けつ構こう、複ふく雑ざつだ」

「ん」

「でもやっぱ意外だなあ。浦乃なんて怖いものなしだと思ったのになあ」

　イジワルな目を向ける。

「怖いもの。沢山ある」

「あ、そうなんだ」



    

  
    
      



    

  
    
      「好きなものも。嫌いなものも」

　まあ、そうだよな。普段、感情をあまり表に出さないだけで、中身は生身の女の子だもんな。そう思うと、もうちょっと浦うら乃ののことを知りたくなってくる。

「さてと、じゃあ、次はどこに行こうか？」

「ん――」

「もう一度、『ゾンビガーデン』に行ってリベンジする？」

　怖こわい目で睨にらまれた。

「じゃあ、こういうのはどう？」

　オレは文化祭をしおりのあるページを開く。

　昨日、寝る前に浦乃が好きそうなのを調べておいたんだ。

「お御み堂どう……公開？」

「うん」

　もともとクレマチス高校はミッション系の学校として設立された。その後、売却されたため今はそういうのはないのだけど、昔の名な残ごりで校舎裏にお御堂があるのだ。

　お御堂は小さな教会みたいな感じの建物。昔は、本当に神父が一人いたらしいけど、宗教研究会（宗研）の部室として使われている。

　浦乃なら好きかもしれないと思って、チェックを入れてたんだ。

「どうかな？」

「……見てみたい」

　浦乃はウンウンと二回頷うなずいた。

「やっぱり、こういうのに興きよう味みある？」

「ずっと教会で育ってきたから」

「そうか。そうだよね」

　どういう場所で、どんな人と一緒に育ってきたのかオレは知らない。でも、浦乃にとっては自分の家みたいなものなんだろう。

「オッケー。じゃあ、前ぜん庭ていでお腹なかを膨ふくらませて、それから行こうか」

「――ん」



　　　＊



「お御堂なんて、四月のオリエンテーション以来だよ」

　白石が敷かれた校舎裏の小道を浦乃と並んでいく。この辺りは学校設立当時にあった庭がそのまま残されているので、散歩するだけでも楽しい。

　お御堂の公開はあまり盛せい況きようではないらしく、誰ともすれ違ちがわなかった。場所が悪くて、宣伝も地味なせいだろうか。学校側の喧けん騒そうが嘘うそみたいだ。

　皐月さつきの垣根の向こうに洒落しやれた洋風の建物が見えてくる。

　映画で見るような教会を小さくして、和の趣をつけ加えた感じ。小さなステンドグラスが赤や緑に煌きらめいていた。

　ピタリと浦うら乃のが立ち止まった。

「うん？」

　浦乃の顔が青ざめていた。瞳ひとみを大きく見開いたまま、金縛りにあったみたいに硬直している。

　さっきのお化け屋敷よりも、怖こわがっているように見えた。

「浦乃、どうしたの？」

　返事がないので、浦乃の視線の方向を辿たどった。

　お御み堂どうの前でカラー襟えりの神父服を着た男とシスターの格かつ好こうをした女が、宗研の生徒と話していた。二人ともどう見ても外国人。

（うわ、すげっ）

　男は洋画に出てきそうな美形だった。ほっそりとした長身に、短く刈られた透き通るような銀ぎん髪ぱつ。それが禁欲的な神父服に収まっているのがギャップになって、かえって男の美形を際立てている。

　シスターも男に負けず劣らずの美人。日本ではあまり見かけることのない彫りの深い顔のつくり。ヴェールから流れる金髪のみつあみが新鮮だった。

　日本人じゃないのではっきりと分からないが、二人とも二十代かそこらに見える。

　その二人を浦乃は魂を抜かれたような顔で見つめていた。

「逃げる」

　ふいに、浦乃がオレの手をとった。

　腰を小さくかがめて、来た道を走り出す。

「お、おい」

　浦乃に手を引かれるまま、オレも走り出した。

（なんだ？　なにがどうなっているんだ？）

　たぶんあの神父たちが理由だよな。

　浦乃についていきながら、後方を振りかえった。

　二人ともまだ宗研の生徒と話している。

「見てはだめ」

　前から浦乃の鋭するどい声が飛んでくる。

「お、おいっ。浦乃どうしたんだよ。あの外国人、どういう知り合いなんだ？」

「……」

「えっ？」

「ダウリング神父……」

「！」

　ダウリング神父ってあれか？

　浦うら乃のが育った教会の神父で、なんだか危ない仕事を引き受けて、浦乃たちにやらせるとかいう。いうなれば浦乃のボス。

「なんでここにいるんだよ」

「分からない。事前連絡は受けていない」

「まさか……ばれたのかな？」

　浦乃がサボっているのが。

「報告が遅いので査さ察さつに来たのかも」

「いや、でも、タイムリミットはクリスマスだったはずだろ」

　まだ二ヶ月以上あるんだ。ちょっと気が早すぎじゃないか？

「とにかく。場所を移動してそれから考える」

　それだけ言うと、あとはただ無言でオレの手を引いた。

　お化け屋敷の時と立場が逆になっていた。



　小体育館の裏まで来たところで、浦乃はようやく立ち止まった。

　立て続けに走ってもうヘトヘトのオレに対し、浦乃は汗一つかいていない。止まってからも、険けわしい視線を周囲に飛ばして警戒する。

「でもさあ、もし浦乃の仕事っぷりを調べにきていたのだとしても、逃げることはないんじゃない？　適当にまだ調査中です、って言っておけばいいじゃん」

「何を知られているか分からない。最悪、星ほし野のくんも危ない」

「オレ？」

「星野くんは私の正体を知っている」

「あっ」

　全然そういう意い識しきはなかったけど、オレは浦乃の秘密を知っているんだ。それは神父にとっては都つ合ごうの悪いことかもしれない。

「でも……、それがばれてるなんて、ありそうになくない？　もう一人、スパイが忍しのびこんでいるというなら別だけど」

「確かにそう。でも、星野くんと二人でいるところを見られるだけでも危険」

「どうして？」

「任務中は潜せん伏ぷく先の人間と親しくなってはいけないと厳しく言われてきた」

「頭の固い親みたいなことを言う奴だな」

「星野くんに調査が入るかもしれない」

「別にそれはいいけどさ。それでばれて、浦乃の立場が危なくなったりするのは嫌いやだな。……でもさっき、オレたち見られてないよな？」

「分からない。神父は普通じゃないから」

　普通じゃないって、目が背中についてるわけじゃあるまいし。

「それに強い」

　浦うら乃のの目がキラッと光った。

「浦乃よりも強いの？」

「強い。ちなつやスーツを着たちとせよりも強いと思う」

　そんなにか。

　まあ、ちとせ先せん輩ぱいと知り合って以来、人間離れした能力を持つ人たちを多く見てきたから、今更そんなに驚かないけど。

「それでこれからどうしようか」

「星ほし野のくんはちなつに事情を話して保護してもらうのがベスト。私は家に戻って神父を待つ。思い過ごしのようなら連絡する。もし……」

「もし？」

「もし連絡がなかったら、ちなつに相談して次の行動を決めて。その時は、もう私が星野くんの前には現れることはないと思うから」

「それって……」

　浦乃は教会に戻されるってことか？

「浦乃も一緒に、ちなつに相談に行くというのは？」

「かえって事態を悪くする可能性の方が高い」

「いや、だけど」

　浦乃をこのまま行かせたくない。

　もう二度と会えない気がするから。せっかくここまで一緒にいられたのに、これっきりっていうのは嫌いやだ。

「浦乃――」

　もっと他ほかの解決法はないのかな？

　オレがそう言いかけた時だった。

　一際鋭するどくなった浦乃の瞳ひとみが、オレの背はい後ごに向けられた。

「遅かった」

　浦乃が唇くちびるを噛かんだ。

　オレはゆっくりと振りかえる。

　生なま唾つばを飲みこんだ。

　小体育館の角にダウリングが立っていた。まるでずっと前からそこにいたかのように、落ち着いた様子で。一緒にいたシスター服の女性も後ろに控ひかえていた。

「ファーザー・ダウリング……。シスター・ステファニー……」

　浦乃がポツリと言う。

「逃げる時もっと気配を殺して逃げなさい。あれだと、どこからでも痕こん跡せきを辿たどって追いつけますよ」

　ダウリングはその端整な顔に無表情を貼はりつけたまま言った。

　その表情は誰かに似ていた。

　そうか。クレマチス高校に来たばかりの頃ころの浦うら乃のに似ているんだ。

　ダウリングが一歩、こちらに近づく。

　シャッ。

　枯れ落ち葉が踏まれる音。

　妙に大きく聞こえた。

　浦乃が腰をおとし、拳こぶしを前に出して戦う姿勢をとった。

　ダウリングがほんの少しだけ目を大きく開いた。

「ファーザーに失礼ですよ、カスミ・ウラノ」

　シスターの方がちょっと怖こわい顔をした。

「お、おいっ。浦乃」

「時間を稼ぐ。その間に星ほし野のくんは逃げて」

　浦乃が囁ささやく。

「なに言ってんだよ。そんなことできるわけないって」

　オレも囁き返す。

「二人とも捕まるよりベター」

「どっちも捕まらない方がもっとベターだろ」

　オレは浦乃の前に立つと、ダウリングたちに顔を向けた。

「あんたたち、誰ですか？」

　大きな声で叫んだ。

「私たちはカスミ・ウラノの保護者の立場にある人間です。逆に尋たずねます。あなたは何者ですか？」

　オレは浦乃にしか見えないように背中でＶの字をつくった。

　今ので少なくとも、向こうがオレのことを知らないことだけは分かった。

「オレは星野純すみ人と。ここの学校の生徒だ」

「カスミとの関係は？」

「クラスメイトで友達だよ。なんか問題あるか？」

「問題、大いにありますね」

　シスターが怖い顔を浦乃に向けた。

　アチャ――。友達とか言ったのがよくなかったか？

「カスミ。あなたにいくつか尋ねたいことがあります。これからあなたの家に行きますから、そこで話しましょう」

　有う無むを言わせない冷れい徹てつな口く調ちよう。

　後ろで浦乃の体がブルッっと震ふるえた。

「はい」

　浦乃がダウリングたちに向かって歩き出そうとする。

「おいっ、ちょっと待てって」

　オレは手を広げて立ち塞ふさがった。

「オレと浦うら乃のは今、文化祭を見てまわっているんだ。それが終わった後じゃ駄だ目めなのかよ」

「カスミがあなたといること自体が今、問題になっています」

「星ほし野のくん……そこをどいて」

「駄目だ。浦乃一人を行かせられるかっつーの」

　手を広げたまま叫んだ。

　行かせたら、もう二度とあっちの世界から帰ってこないような気がした。

「これは我々とカスミの問題です。部外者はこの場から消えなさい」

　ヴェールの奥の瞳ひとみが一際、険けわしくなった。

「消えないというなら、私が排除します」

　触れたら切れてしまいそうな鋭するどいオーラが濃のう紺こんのシスター服から発せられる。

　ちとせ先せん輩ぱいと対たい峙じした時の浦乃と同じ種類のもの。でも、その密度は浦乃よりずっと――。

　ひとりでに額ひたいから汗が噴きだした。

「部外者じゃないぞっ！」

　恐怖を吹き飛ばすように叫ぶ。

「部外者なわけがない。浦乃はオレの友達なんだからっ！」



　刹せつ那な――。



　ザッと。

　えもいえない強烈なプレッシャーに全身が襲われた。

　ダウリングだった。

　ファーザー・ダウリングがオレを睨にらみつけていた。

「君の言うとおり。友達というならまったくの部外者ではありませんね」

　シャッ。

　シャッ。

　ダウリングは糸のように細めた濃のう緑りよくの瞳でオレを見据えたまま、歩を進め始めた。透き通るような銀ぎん髪ぱつが、ホワイトウルフのたてがみのように見えた。

　浦乃やシスターの気配を覆い隠さんばかりの鋭い圧力。

　その源がオレに近づいてきている。

　浦乃が言っていた通りだ。

　この人は強い。いや、強いとか弱いとか、そういう次元を超越した何かを持っている。

　息が苦しくなった。

　浦乃を見ると、マラソン大会で完走しても汗一つかいてなかった額にも汗が浮かんでいた。

　どうすればいい？

　オレがこんなところで手を広げていたところで、どうにもなりそうにない。

　どっちにしたって、浦うら乃のは連れて行かれる。

　違ちがいはオレがひっぱたかれるか、そうでないかの違いかもな。

　でも、だったらひっぱたかれた方が、なにもしないよりはずっとましだな。たとえそれが自己満足だったとしてもだ。

　拳こぶしをグッと握にぎり締めた。

　ダウリングはオレの目の前まで来ていた。

　背、たけえ。

　オレの周囲で一番高い、ちなつよりもだ。さすが本場の人間は違う。

　ダウリングはその長身からオレを見下ろす。

　吸いこまれそうな深緑の瞳ひとみ。絶対零度の冷れい徹てつなマスク。

　敵意や悪意のない、悟さとったような表情だった。

「……」

「な、なんだよ」

　沈黙に耐えられず、強がった。

　ダウリングは横の浦乃へ視線を移した。

　浦乃が震ふるえる体で見返す。ダウリングに向けた拳はそのままに。

　――フッ。

　本当に、そんな音がしたような気がした。

　突然、ダウリングが口元を緩めたのだ。

　この人、こんな顔ができたんだ、と思ったぐらいの慈じ愛あいの表情。周囲に張り巡らされていた緊きん張ちようが途切れ、冷えきっていた温度が元に戻ったような気がした。

「いい友人を持ちましたね」

　ニッコリと笑う。

　男のオレですら思わず見とれたぐらい、綺き麗れいな微笑ほほえみだ。

　浦乃が、ヘナヘナと力が抜けるように拳を下ろす。

　なに？　どうなってんだ？

「カスミの元気そうな顔が見られてよかったです」

　ダウリングが小さくかがんで浦乃の顔を覗のぞきこむ。

　オレはそれをポカンと見ていた。

「実は近くの教会に出張があったついでに来ました。カスミの学生ライフを見たいと思ってね」

「事前に知らせてくれれば……」

「いきなり行って、驚かせた方がいいと思ったんですよ」

　ダウリングは茶ちや目めっ気けたっぷりにウインクした。

　浦乃の瞳にジンワリと光るものが浮かんでいた。

「てっきり私を叱しつ責せきに来られたのかと……」

「どうして？　何か叱責されるようなことをしたのですか？」

「いえ……それは」

　浦うら乃のは困ったような顔をした。

「彼のことですか？」

　ダウリングがチラッとオレを見る。

「たしかに。ボーイフレンドができたという話は聞いていませんでしたが」

「いえ、星ほし野のくんは」

「ボーイフレンドじゃないのですか？」

「それは……その……」

　浦乃は顔を真まっ赤かにしながら、

「……友達です」

　コクリと頷うなずいた。

「すみません。私は禁きん則そくを破りました」

「いやいや」

　ダウリングがパタパタと手を振りながら立ち上がった。

「こういう経験をしてもらいたいから、僕はカスミにここへ行ってもらったんですよ」

「え？」

「カスミも高校生だし。一度くらいは人並みに学校生活を経験した方がいいと思ってね」

　オレは浦乃と目をあわせた。

　……結けつ構こう、いい奴じゃん、ダウリング。

　ダウリングがオレに視線を向けた。

「君が何者で、どこまでカスミのことを知っているか分かりませんが……。友人として最後までカスミをかばおうとした勇気は認めます」

　ポンとオレの肩に手を乗せる。

　華きや奢しやだったが重みがある。

「はあ」

　なんだか見透かされているみたいで怖こわい。

「そういうわけだから、ボーイフレンドをつくるのは大いに結構ですよ。でも――」

　ダウリングの顔が少しだけ厳しくなった。

「期日までにやるべきことはきっちりとやってください」

「……はい」

「カスミならできると思います」

　それは

「じゃあ、僕は飛行機の時間があるから。偶ぐう然ぜんだけど、会えてよかったよ。カスミ」

「ファーザーありがとうございました」

「じゃあ、また。次はノエルの時だね」

「はい。シスターステファニーもまた」

「ええ」

　二人はゆっくりとその場を去っていった。

　完全に消えた瞬しゆん間かん。

　浦うら乃のの体はガックリと力が抜けて、倒れかけた。とっさに手を伸ばして支える。

「お、おい。大丈夫？」

「ん……」

　やっぱり上司を前にして緊きん張ちようしていたみたいだな。

「よかったじゃん。別に連れ戻されるわけでもなかったし」

「うん」

「オレが想像してたより、ファーザーって怖こわい人じゃあなかった」

「うん」

　まだ浦乃は意い識しきがしっかりしてないみたいな声を出す。よっぽど神経を使ってたんだな。

「まあ、とにかく、よかったよかった」

　とりあえずノエルまでの延命は間ま違ちがいなかった。でもやっぱり、その後になったら、戻るしかない。

　そりゃそうだよな。

　もともと浦乃はちとせ先せん輩ぱいの秘密を調べにきたんだから。

　やっと浦乃がしゃっきり立った。

　それからポツリと言う。

「……」

「えっ？」

「……ありがとう」

　小さな声だったけど、はっきりと、浦乃はそう言った。ほんの少し頬ほおを赤くして。

「ええっと、何が？」

「かばってくれた」

「いや、だって、最初に浦乃がオレを逃がそうとしたからさあ」

「でも、かばってくれた」

　浦乃は嬉うれしそうに言った。

　別にオレはかばったつもりはなかったけど、浦乃がめちゃくちゃ可愛かわいく見えた。オレはちょっと気恥ずかしくなって、鼻はなの先をかいた。

「それはともかく、よかったな。これでとりあえず、すぐに教会へ戻されることはないことが分かったし」

「うん」

「さてと、じゃあ、当初の予定通り、お御み堂どうに行く？」

「うん」

　オレは歩き出すと、浦うら乃のが肩をよせてきた。オレの手に手を伸ばしてくる。

　まあなんというか、成り行きな感じで、オレはその手を握にぎり締めた。汗で少ししっとりとした手は、ほのかに温かかった。



　　　☆



　浦乃とは夕刻に別れた。

　結局、あれからほとんどの時間をお御み堂どうで過ごしてしまった。宗研の学生たちによる下へ手たな賛さん美び歌かやらありがたい聖書の話を聞いて。

　オレは欠伸あくびをかみ殺すのに本当に苦労したが、浦乃は熱心に耳を傾かたむけていた。やっぱり育った環境が違ちがうんだな。

「文化祭、楽しい」

　別れ際、浦乃はそんなことを言っていた。

　ちゃんと見てまわったのはお化け屋敷とお御堂だけだ。文化祭を正しく理解してもらえたかちょっと心配だけど、いい印象を持ってくれたのはたしかみたいだ。それだけで浦乃を誘った甲か斐いがあったかな。

「さてと」

　浦乃を校門まで見送っていたオレは、帰り客の流れに逆らって校舎の方向に戻る。

　帰る前に行っておかないといけないところがあった。

　普段、剣道部と空手部が使っている小講堂の前まで来た。

　ここで今、オレのクラスメイトが主しゆ催さいする演劇サークルが、文化祭最終日に公演する劇げきのリハーサルを行っているはずだった。

　小講堂の扉とびらを開くと中は薄うす暗くら闇やみに包まれ、前方の小さなステージの上だけが照明に照らされていた。

『さあ行こう、ウエンディ!!』

　サーチライトに照らされた、緑色の服に包まれた女の子が叫ぶ。

　朗々としたよく通る声。本物の舞台俳優みたいだ。

　扉のすぐ近くにパイプ椅い子すが舞台の方向を向いて置かれている。椅子には足を組んだ高たか山やまが座っていた。

　ジロリと怖こわい目で振りかえる。

　オレは慌あわてて小体育館の中に入って扉を閉めた。

　パイプ椅子の横にしゃがむ。

　高山はメガホンでトントンと膝ひざを叩たたきながら舞台をジッと見ていた。その姿は日本人形のような外見とちょっとミスマッチだった。

「遅いですわ」

　高たか山やまは舞台を見ながら囁ささやいた。

「ごめん。ちょっと野暮用があって……。でどう？」

「どうもこうもありませんわ！」

　高山の声が少しだけ大きくなった。

「どうしたの？　なにか問題発生？」

「次の場面になれば分かりますわ」

「はあ」

　オレは舞台に目を戻す。

　演じられているのはピーターパン。

　でも普通のピーターパンとはちょっと違ちがう。

　ウエンディがピーターパンにネバーランドに拉ら致ちされるところまでは同じ。しかしウエンディはネバーランドでの生活に疑問を覚え、子どもたちと一緒にピーターパンに反逆。フック船長の力を借りてピーターパンと黒幕ティンカーベルを打倒するという、ちょっとシュールなピーターパンだ。

　脚本は高山のオリジナル。

　高山は高校入学当時から舞台演出の活動を志望していたらしいが、「クレマチス高校演劇部」は既に廃部していた。それでも舞台演出の夢を諦あきらめきれず、演劇サークルを自みずから主しゆ催さいし、文化祭最終日の大講堂上演にこぎつけたというわけだ。

　高山はこの上演をきっかけに、演劇部の復活を狙ねらっているらしい。

　……で。先日のあの「ブラボーですわ」に繋つながるのだ。要するにちとせ先せん輩ぱい（中）は高山から劇げきへの出演を依頼された。

　役はウエンディと一緒にピーターパンに反逆するネバーランドの住人『少女Ｃ』。出演予定だった一年生の女子がインフルエンザで倒れたらしい。

　もともと少ない人数でまわしていたので代役なんて立てられず、困り果てていた高山の前にちとせ先輩（中）が現れた、というわけだ。

　人前で顔を上げることもできないのに舞台に上がるなんて……。

　普通に考えたら無む謀ぼう。

　でも、高山によると『少女Ｃ』の出番はほとんどなく台詞せりふも三つのみ。

　それぐらいならできるんじゃないか？

　もしできたら――。ちとせ先輩の対たい人じん恐きよう怖ふ症しようはずっとよくなるかもしれない……。

　だから、断ろうとしていたのを高山と一緒に出演するように説得して、ちとせ先輩も渋しぶ渋しぶ了承してくれた。

　ちなみに高山にはちとせ先輩は一年生のちひろちゃんで通している。高山も時間がないので、わざわざ調べようとしていないはずだ。

　そして、ちとせ先輩はこのリハーサルで初めて、他ほかの出演者と一緒に舞台に上がることになっている。出番が短いのでぶっつけリハでいってみるらしい。



　舞台のシーンが切り替わる。

　脚本を高たか山やまからもらっていたので大体、分かる。

　ウエンディに扇動されたネバーランドの子どもたちが、ピーターパンに反抗するシーン。見所はちとせ先せん輩ぱい演じる『少女Ｃ』がピーターパンに大人になりたい旨むねの台詞せりふを吐き、彼を突き放すところだ。





〈シーン10〉

　広場に来たピーターパンがキョロキョロと首を動かしている。

　いるはずの子どもたちがいないからだ。

「どうして誰もいない？」

　そこに『少年Ａ』、『少女Ｂ』、『少女Ｃ』が現れる――。





　幕まくの陰からドタドタと子ども役の三人が走り出る。

　ガクッ。

　オレは激しくずっこけた。

　一人だけどう見てもミスキャストが交じっていたから。

「ち、ちとせ先輩……」

　いや、ちとせ先輩はちとせ先輩なのだが、問題はそれが「外」だってこと。

　少年Ａと少女Ｂは比較的小柄な生徒をセレクトしているので、ちとせ先輩一人が思いっきり浮いていた。あの高校生離れしたナイスバディでネバーランドはない。入国審査でひっかかって、強制退去を命じられそうだ。

「な、なんでちとせ先輩が？」

　高山も額ひたいを指で押さえて首を振っていた。



「わたしも大人になりたいの、ピーターパン！」



　舞台でちとせ先輩（外）演じる少女Ｃが叫んでいる。

　堂どう々どうとした凛り々りしい声。

　ピーターパン役の生徒もちょっとやり難にくそうだった。



「わたしたちもネバーランドを出ていくわ」

「そんなことはさせない」

　去ろうとする少女Ｃの手を掴つかもうとするピーターパン。少女Ｃはそれを突き放すのだが。



　ちとせ先せん輩ぱいがピーターパンの肩をグイッと押した。

　ボンッ、っていい音がして、ピーターパンの体が吹っ飛んだ。

　壇だん上じようの床に激突すると、幕まくの陰まで転がっていく。ドンガラガッシャンと派手な音だけが飛んできた。

　ちとせ先輩がしまったという感じに口を押さえて、ピーターパンが飛んでいった方へ走っていく。

　ちとせ先輩、力加減間ま違ちがったな……。

「カッ――――ト！」

　高たか山やまがメガホンに向かって叫ぶ。

「十五分休憩！　休憩後、同じシーンからまた始めます」

　舞台の方からザワザワという喧けん騒そうが聞こえてきて、照明が点つけられた。

「おい、どうなってるんだ？」

　どうして、ちとせ先輩（中）じゃなくて、ちとせ先輩（外）が「少女Ｃ」役を？

「それはこちらが聞きたいんですのよ」

　高山は疲れた表情を舞台へ向けていた。

　舞台では緑の服が薄汚れてしまったピーターパンにちとせ先輩が謝っていた。

　よかった。怪け我がとかしてなくて。

「なぜかリハーサルに来たのはちひろさんではなく、生徒会長だったんですの」

「あちゃ」

　土ど壇たん場ばでちとせ先輩、ひよったなあ。

「ちひろさんが明日出られないかもしれないから、生徒会長が代わりに出てくださるって」

「それで高山はオッケーしたの？　素人のオレでもあの『少女Ｃ』は変だぞ。素人目にもネバーランドにちとせ先輩は似に合あわないような……」

「そんなこと、わたくしも分かっておりますわ。でも、生徒会長に言えるわけないじゃありませんか。本人はすごくやりたがっておられるのに」

　高山は困ったような表情を見せる。監かん督とくとしては舞台の完成度を上げたいが、生徒会長の大ファンという個人的事情がある。

「じゃあ、オレからちとせ先輩に言うけど、高山的にはいい？」

　高山は短い間逡しゆん巡じゆんした後、「お願いしますわ」と頷うなずいた。



「ちとせ先輩」

　舞台から降りて、ペットボトルのお茶に口をつけていたちとせ先輩に、後ろから話しかけた。

「うわっ」

　ちとせ先輩がちょっとお下品にも、お茶を噴きだしそうになった口を押さえながら振りかえった。

「す、純すみ人とじゃない。どど、どうしたの？」

　あからさまに狼ろう狽ばいした声。目線が泳いでいるし。

「どうしたのじゃないですよ。これはどういうことですか？」

「これはって？」

「誤ご魔ま化かしちゃ駄だ目めですよ。ちょっと外で話し合いましょう」

「それは……いいけど」

　ちとせ先せん輩ぱいと一緒に小体育館から外へ出る。

「ちとせ先輩。なんで『中の人』じゃないんですか？」

　ちとせ先輩はばつが悪そうに唇くちびるをモゴモゴさせた。

「そ、それは。そう。気が変わったの」

「気が変わったって……。『外の人スーツ』を着て劇げきに出ても、仕方がないじゃないですか。それに思いっきりミスキャストだし。ちとせ先輩の体型でネバーランドはないですよ」

「そのミスマッチなところが新しいんじゃない」

「いや新しすぎて違和感ありまくりですよ。浮いてますって」

「つまりなに？　体が大きくて心が汚れたメガちとせにネバーランドは似に合あわない。純人はそう言いたいのね。酷ひどいわ、シクシク」

　ちとせ先輩はわざとらしく両手で顔を覆った。

「言ってませんよ。なに強ごう引いんに論点をすりかえた上、嘘うそ泣きしているんですか！」

「アハッ。バレた？」

「いや、アハッ、じゃないですよ。バレバレですよ。いいですか？　オレがちとせ先輩に演劇デビューを勧すすめたのはトレーニングの一いつ環かんです。ちとせ先輩が『外の人スーツ』依存症から脱だつ却きやくするための練習じゃないですか。劇でみんなの前に顔を見せることができたら、ちとせ先輩は『中の人』に自信が持てるでしょう？　自信が持てたら、ちとせ先輩はきっと『外の人スーツ』から外に出られる。そういう作戦じゃないですかあ」

「それは分かってるけどぉ」

「じゃあ、これから執務室に戻って、スーツ脱ぬいで、リハーサルに参加しましょうよ。オレも一緒についていきますから」

「ぶう」

　まるで『中の人』がするように頬ほおを膨ふくらませた。

「なんだか気がのらないなあ」

「どうしてですか？」

「最近、純人って私が『外の人スーツ』を脱ぐのを急がせようとしてる気がする」

「そうかもしれませんけど……、それって駄目なことなんですか？」

「別に駄目ってことはないけど……」

「ないけど、なんなんです？」

「……」

「ちとせ先せん輩ぱいは『外の人スーツ』を脱ぬぎたいんですよね？　『中の人』の姿で残りの学校生活を送りたいって言っていましたよね？　その気持ちに違ちがいはないですよね？」

「違わないけど、どんなやり方をしても、いいってわけでも、ない、かも」

　ちとせ先輩は頬ほおを膨ふくらませたまま、ブツブツと言う。

「例えば、昨日だって神楽かぐらさんがトレーニングを手伝ってくれるの、純すみ人と、簡単にオッケーしちゃったし」

「いやあれは、結ゆ衣いが加わった方がトレーニングが巧うまくいくと思ったからであって……」

「だから、それを急がせようとしてるって言ってるの」

「ちょっ、待ってくださいよ。結衣のことはちとせ先輩だって了承したじゃないですか！」

「あの状況で断れるわけないでしょう!?」

　オレもちとせ先輩も、いつの間にか声が大きくなってきていた。

　ちとせ先輩がどうしてそんなことを言うのか。さっぱり理解できない。女心は複ふく雑ざつだっていうけど、複雑すぎるだろ。

「じゃあ一つ訊きくけど、昨日、神楽さんが言ってた、あれなに？」

「あれ？」

「……神楽さんが私のトレーニングを手伝う理由」

　ギクギクリ。

「神楽さん、私が『外の人スーツ』を脱ぐまで、星ほし野のくんは次の選択できない。だから手伝うって。選択ってなに？」

「ええっと、それは」

「なんの選択？　そして、それは神楽さんとどういう関係があるの？」

　ちとせ先輩はジーッとオレを見る。

　いかん。目が据わってる。

「そ、それはですね……。べ、べつに大したことじゃ」

「大したことじゃないなら、話せるわよね」

　ちとせ先輩がオレの肩に手を置いた。話さないのなら、力ずくでもって感じだ。

「分かりましたよ。話します」

「嘘うそついたら駄だ目めよ。後で分かったらヒドイんだから」

「嘘なんてつきませんって」

　実はなんか上手い嘘はないか、考えていた。

　オレは小さく深呼吸をした。

「背景から話すと長くなるんですけど……。オレ、結衣から告白されたんですよ」

　ピクピクッ。

　ちとせ先輩の睫まつげの端が動いた。

「いつ？」

「早はや見みの家に忍しのびこんだ日の次の日っていうか、その日」

「ふ――ん。それでなんて答えたの？」

「いや、それは、その……」

「な・ん・て・こ・た・え・た・の？」

　区切って言葉の一文字ずつに、どすが利いている。

「いや、なんていうか……、突然だったし、オレ、結ゆ衣いのことをそういう風に見たことなかったから」

「じゃあ、断ったんだ」

「ええ、いや、ええ――っと、ふふ―――ん？」

「ふふ―――んってなによ、ふふ―――んって。はっきり言いなさい。なんて答えたの？」

「……今は答えられないから、待ってほしいって」

　ピクピクピクッ。

　睫まつげが今度は三回ほど動いた。

「なによそれ。よくそんな玉たま虫むし色いろの返事を神楽かぐらさんは許したわね」

「……」

「私だったら、絶対、許さないな。なんだかキープみたいだし」

「それ、言われた」

「へ――え。それでもいいんだ。それだけ純すみ人とのこと好きなんだ、神楽さん」

　ちとせ先せん輩ぱいは目を糸のように細めた。

「純人が待ってほしいって答えたということは、つまり、神楽さんのことを好きかもしれないってことだよね？」

「いや、それは……。ええっと、そういうことになるかもしれませんね」

「ふ――ん、だからなんだ。だから、私の対たい人じん恐きよう怖ふ症しようを早く治させたいんだ。治って、もう私とは会わなくてすむようになったら神楽さんと付き合う。そういうわけね」

「ちょっと待ってください！　どうしてそういうことになるんですか」

　そんなこと考えたこともない。結衣に言われて、選択できるようになるかもとは思ったけど、それだけだ。

「でも、そういうことじゃない。『外の人スーツ』を脱ぬいだ私と早く別れて、神楽さんと一緒に楽しい高校ライフを送るつもりなんでしょう？」

「違ちがいますって！」

「違わないわ」

「ちょっと、聞いてくださいよっ！」

　怒鳴ってしまった。

「オレはちとせ先輩に早く治ってもらいたいと思っています。それは本当です。でも、それと結衣から告白を受けたことは関係ないですよっ！」

「じゃあ、なんでよ」

　ちとせ先せん輩ぱいは唇くちびるの先を尖とがらせた。

「それはちとせ先輩に早く『外の人スーツ』を脱ぬいで、『中の人』の姿で学校生活を送ってほしいって、マジで思っているからですよ。これも本当ですよ」

「ふ――ん」

「でもそのやり方が強ごう引いんで、ちとせ先輩のことを考えてないっていうなら、謝りますよ。ごめんなさい」

　オレはペコリと頭を下げた。

「……分かればいいのよ」

「でも！　劇げきには出てください。『中の人』で」

「どうしてそうなるのよ。今、強引なやり方はやめるって言ったばかりじゃない」

「結ゆ衣いをトレーニングに加えることは考えなおします。でも、劇の方は駄だ目め」

「なんでよ」

「ちとせ先輩がスーツを脱ぐためには、絶対、やっておかないといけないことだからです」

　真しん剣けんな目でちとせ先輩を見る。

「もし、一度、『中の人』の姿を学校のみんなに見せることができたら、ちとせ先輩、きっと自信になりますって。それは、いつか、みんなの前で『外の人スーツ』を脱ぐことに繋つながると、オレは思うんですよ」

「……」

　ちとせ先輩がプイッと横を向いた。

「ちとせ先輩、出ましょうよ。舞台に上がって、みんなと話したりするわけじゃないんですから。衣装を着て一方的に台詞せりふを言うだけなんですから。それもほんの数分――」

「いやよ」

「どうして？」

「いやなものはいやなのよっ！」

　首を横に振る。

　ちょっぴり頭にきた。

　こっちは本気でちとせ先輩のことを考えているのに。

「ちとせ先輩、ズルイですね……」

「ズルイ？　私のどこがズルイっていうのよ」

「だって、ズルイじゃないですか。やり方が強引だとか、結衣のことだとか色んな理由を言ってましたけど、本当のところは、劇に出る勇気がなくて、逃げようとしているだけじゃないですか！」

「ち、違ちがうわよ！」

　ちとせ先輩がこっちを向いた。ほんの少し頬ほおが赤く染まっていた。

「いいえ、ちとせ先輩は逃げてますよ。もし、そうじゃないっていうのなら、これからスーツを脱いで練習に出ましょうよ」

「それはいや」

「ほら、やっぱり」

　オレはため息いきをついた。

　ちとせ先せん輩ぱいがうつむいた。

「純すみ人とは知っているでしょう？　私が『中の人』の姿でいるのがどんなに怖こわいか……」

「でも、以前に比べたらずっとよくなってるじゃないですか」

「今でも怖いものは怖いの！」

「それも知ってますけど……」

「それなのに、私に劇げきに出させるつもりなの？」

「だからこそですよ。ここをなんとか乗り越えないと、一生、出られませんって」

「純人にとっては結局、他人ごとだから、私の気持ちなんて分かんないのよ」

　ムッとした。

　今まで頑がん張ばってきたのに、他人ごとはないんじゃないか。

「オレだって、少しはちとせ先輩の気持ちは分かりますよ。オレだって、人前で話したりするのは苦手ですから。でも、だけど明日、オレは人の前に立って演説しますよ。勇気を出して」

「あんなの私の原げん稿こうを読むだけじゃない。私なんか毎週やってるわ」

「『外の人スーツ』に入ってでしょう？　オレだってそんな被り物をかぶっていたら、毎日だってできますよ。ちとせ先せん輩ぱいはいいですよね。そういう逃げこめるところがあって。オレにも……」

　

　パッチ――ン。

　

　乾いた音。耳がキ――ンとした。

　ちとせ先輩が平手を上げていた。

「純すみ人となんて大嫌いっ！」

　目に浮かんだ涙を散らしながら反転すると、そのまま走っていってしまった。

「なんでそうなるんだよ！」

　オレは小さくなっていくちとせ先輩の背中に向かって叫んだ。

　呆ぼう然ぜんと頬ほおを押さえると、カッと熱を帯びていた。
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　文化祭二日目の午前――。

　オレは重い瞼まぶたを擦こすりながら、いつもの通学路を歩いていた。

　昨日、あんまり寝ていない。

　ちとせ先輩のことと、今日の演説のことで頭がいっぱいで、寝るどころじゃなかった。家を出る時、『お兄ちゃん。そんな顔で人前に立つの？』って妹の雪ゆきに言われたし。

「やっぱ、電話して謝った方がよかったよなあ」

　携帯電話のアドレス帳でちとせ先輩の名前を選ぶまでは何度もいったのに、コールできなかった。

　なんで悪くないオレが謝らないといけないのか？　と思ったし、それに待っていればちとせ先輩の方からきっと電話があると思ってた。

　でも、結局、電話はなく、待っているうちに遅い時間になって、かけられなくなってしまう、というありがちなパターン。

　文化祭の飾りつけのついた校門をくぐる。

　天気がよい日曜日ということもあって、初しよ日にちより人の入りが多いみたいだ。昼食の時間にはまだ時間があるのに、前ぜん庭ていの飲食物を提供するテントの前にはどこも長蛇の列ができている。

　そのテントの一つを目指した。

『クレープアスリート』という文字と巨大なクレープの絵が描かれた看板が掲げられたテントの近くまで行く。陸上部が出しているクレープ屋だ。

　ここも盛せい況きようのようで、十人待ちくらいの列ができている。

　列には参加せずに、テントの陰からお店の中を覗のぞいてみた。

（うおっ）

　すぐに顔を引っこめる。

　メイド服の女の子と体操服を着たイケメンが店番をしていた。

　早はや見みと真田さなださん。

　二人ともルックスがいいから、お店全体が華やかに見えた。並んでいる人の一部は、あの二人が目当てかもしれない。

（結ゆ衣いは、いないみたいだな）

　クレープ屋の前で待ち合わせ、ってことになっていた。

　約束の十一時にはまだほんの少し時間がある。それまでちょっとその辺で時間をつぶそうと回れ右していると、

「無む視しなんて、寂しいじゃないかな？　星ほし野のくん」

　背はい後ごから早見の声が飛んできた。

「うわ、見つかった」

　渋しぶ々しぶ振りかえる。ニコニコ笑った早見がテントの中から手招きしていた。

　無視してもいいんだけど、大人しく付き合うことにした。一応、幼おさな馴な染じみが所属している部活の先せん輩ぱいだし、生徒会長選挙で争っていたかもしれない相手なわけだし。

　端の方からテントの中に入る。

「久しぶりだね、星野くん」

　店番を他ほかの部員に任せると、エプロンを取りながら爽さわやかに髪をかきあげた。勧すすめられるまま、向かい合ってパイプ椅い子すに座る。

「それほど久しぶりですっけ？」

「実際の時間的にはそうだけど、僕にはものすごく時間が経たったような気がするよ」

　早見はフッと遠くを見るような目をした。

　なんだかちょっぴりふけたように見えるのは気のせいか？

「あれ？　それどうしたんですか？」

　早見の顎あごの下にバンドエイドがついているのに気がついた。

「ああ、これ？　……ちょっと強いのをもらっちゃってね」

　複ふく雑ざつな表情をする早見。真田さんかなあ。

「文化祭が終わったら、いよいよ星野くんが生徒会長だね」

「まだ選挙が終わるまではどうなるか分からないし」

「生徒会長公こう認にんの星野くんが、僕以外の誰に負けるっていうんだい？」

　自信家なのは相変わらずみたいだな。

「でも、そうだねえ。投とう票ひよう前にいきなり生徒会長と喧けん嘩かしたりして、公こう認にん取り消しなんてことになったら分からないけどね」

　ゴホゴホッ。

　思いっきりむせた。

　早はや見みがパチクリと瞬またたきする。

「もしかして、本当に喧嘩したとか？」

「い、いや、まさかあ。そんなわけないですよ」

　コメカミから冷や汗が垂れる。

　早見に言われるまで気がつかなかった。ちとせ先せん輩ぱいがオレを公認するのをやめるなんて。そうか、その可能性もあったか。

　もし、演説の前にちとせ先輩からその旨むねが伝えられたら、オレの演説はブーイングの嵐に包まれそうだ。

「先輩として一つ忠告させてもらうなら、もし女の子と喧嘩をしたのなら、どっちに非があろうが、早めに自分から謝った方がいい。向こうから謝るなんてことはほとんどないんだから。相手が生徒会長となるとなおさらだ」

　早見は結けつ構こう、まじめな顔で言った。

　プレイボーイのように見えて、結構、苦労しているのかな。

「星ほし野のさん」

「わっ」

　耳の傍そばから声がして、椅い子すごと後ろにひっくり返りそうになった。

　メイド服の真田さなださんが横に立っていた。いつからいたのかまったく気がつかなかったよ。

　真田さんは手にクレープを持っていた。

　グイッとそのクレープをオレの目の前に突き出す。

「あげます」

「え？　いいんですか？」

「はい」

　小さな口を花弁のように綻ほころばせる。

　その微笑ほほえみにほだされるようにオレはクレープを受け取って、そのまま口に持っていこうとする。

「しめしめ」

　真田さんが横を向いて何か呟つぶやいた。

「やっぱりいりません」

「冗じよう談だんです」

　今度はニコリともせずに言う。

　この人の場合、冗談か本気なのか全然分からないからなあ。

「頂いてください。なんなら私が半分食べて、毒どく見みいたしましょうか？」

　真田さなださんが桃色の口をクレープに近づけようとした。

「わっわっ、いいです。いいですって」

　オレはクレープと一緒に逃げると、端の方をかじってみた。

　生クリームにバナナにチョコチップ。

　卵の香りがするクレープ生地が美お味いしい。そのまま全部食べてしまう。

　真田さんは食べてる間、ずっとオレの顔を観察していた。

「ご、ごちそうさまです」

「お味の方はどうでしたか？」

「美味しかったですけど」

「そうですか」

　真田さんはそれだけ言うと、なんだか残念そうに首を傾かしげながらお店の方へ戻っていく。

　……きっとあれも、冗じよう談だんの一いつ環かんだよな？

「そうだ。結ゆ衣いは知りません？　午前中にここの当番をやっていたと思うんですけど」

「ああ、彼女なら着替えに行ったと思うよ。なんだ待ち合わせなのかい？」

「ええ、まあ、そうです」

「もしかして、喧けん嘩かの原因ってそれ？」

「あ、あんたには関係ないだろう」

　面白そうな顔をする早はや見みから視線を逸そらす。

「顔に似に合あわずなかなかやるね、星ほし野のくん」

「変な言い方するなって」

「で、本命は生徒会長と結衣くんのどっちなんだい？　生徒会長もいいけど、結衣くんだっていい子だと――」

「おまたせ――」

　元気のいい声が飛んできたので、早見は台詞せりふを途中で止めた。

　制服姿の結衣がテントの後ろの方から入ってこようとしてきた。

「来た来た。じゃあ、星野くん。グッドラック！」

　早見は片目を閉じると、エプロンをつけて店番に戻っていった。

「ごめん。待った？　なんだか更衣室がものすごく混こんでて」

「いや、そうでもないよ。オレもちょっと前に来たし」

「あっ、駄だ目めだよ。あれだけ待ち合わせまでに何も食べたらいけないって言ったのに」

　結衣はオレが持っていたクレープの包そうに気がついて頬ほおを膨ふくらませる。

「ゴメン。真田先せん輩ぱいに無理やり渡されて……」

「えっ？　真田先輩？」

　ちょっと心配そうな顔をしながら、売り子をしている真田先輩の方をチラチラ見ながら囁ささやいた。

「大丈夫？　お腹なかがいたくなったりしてない？」

「ええっと、なんで？」

「実はね。ボク、あの事件の後、一度だけ早はや見み先せん輩ぱいの屋敷に行ったの……。あの写真を入れ替えたのはボクだって告白しに」

「えっ？　話したの？　勇気あるなあ」

「うん。だって黙だまってるのフェアじゃないから」

「さすが……。でも、部活とかで顔合わせづらくなってない？」

「ううん、そんなことないよ。理由をちゃんと話したら、二人とも分かってくれた」

「へえ」

　まあ、早見はええかっこしい、だからな。

「それでね。その行った時ね、真田さなださん、星ほし野のくんそっくりの巨大人形をボコボコ殴ってたんだ」

「オレそっくりの人形？」

「うん、メイドのみんなで作ったんだって」

　うわっ。メイド隊の女の子全員の恨うらみがこもった人形か。

「オレ……真田さんにものすごく恨まれてるかな？」

「ものすごく、ってことはないと思うよお。たぶん、早見先輩が生徒会長選挙に出られなかったことを根には持っているかも」

「ひぇえ」

　それを知ると、やっぱりさっきのクレープに何か入っていたんじゃないかって気がしてくる。そういえば、なんとなくお腹が重いような。

「大丈夫大丈夫。いくらなんでもそんなことまでしないって」

「そうだといいけど……」

「だって、ボクの方が恨まれそうだけど、早見先輩も真田先輩も全然、そんな素振り見せないよ」

「なるほど」

　写真を入れ替えた張本人だもんな。

「理由を喋しやべったら納得してくれたってって言ってたけど、なんて説明したの？」

「えっ？」

　結ゆ衣いはちょっと目を丸くして、頬ほおを染めると。

「それは、内ない緒しよかな」

「なんだよ。それ」

「いいから、いいから。それよりも早くお昼ご飯を食べに行こうよ。ボク、朝から立ちっぱなしだからお腹ペコペコだよ」

「あ、うん。そうだね」

「どこで食べる？」

「ちょっとうるさいけど、裏うら庭にわはどう？」

　運動会で使う巨大テントを並べて、横長机とパイプ椅い子すを置いただけの休憩コーナーがあるはずだ。

「じゃあそこにしよー」



「ジャジャ―――ン」

　運良く二人用の席を確保すると、結ゆ衣いが持っていたトートバッグの中から大きな籐とうのバスケット二つに魔ま法ほう瓶びんを取り出した。

「シェフ、本日のメニューはなんでありますか？」

「健けん康こうサンドイッチに健康サラダです」

「なんだか健康になりそうな組みたてでありますね」

「うん、健康になります」

　結衣はニッコリ笑いながらバスケットの蓋ふたを開ける。どちらも野菜がたっぷりだ。というか、パン以外、ほとんど薄緑色のマテリアルしか見えない。

「これ、どの辺が健康なの？」

「アボカドが入っているところ」

「アボカドって健康にいいのか？」

「ボク、アボカド大好きなんだ。アボカド教、信者No.１番」

「そうなんだ。でも、健康にいいのと、結衣の嗜し好こうはあんまし関係ないと思うんだ」

「マグロのお刺身とも合うんだよ」

「ちょっとはオレの言うことを聞いてください」

　アボカドは嫌いじゃないんだが、こう沢山あるとちょっとひく。

「シェフ、動物性たんぱく質はないのでありますか？」

「サラダに大豆が入っています」

「それ動物性違ちがうであります。畑の肉であります」

「ぶつぶつ言ってないで、早くお食べ」

「……はい。いただきます」

　これ以上、食べないでいると怒りだしそうだった。

　健康サンドイッチに手を伸ばす。

　うん？

　結けつ構こう、美う味まいかも。

　本当に野菜以外何も入ってなくて、かかってるドレッシングも控ひかえめだけど、美お味いしい。

「アボカドって美味しいんだな」

「でしょう？」

「オレも入るよ。アボカド教」

「うん。じゃあ信者No.２番を進しん呈ていするよ」

　サラダの方にも手を出す。

　こっちも美お味いしい。クルミのペーストがアボカドによくからんでいて、肉がなくても全然物足りないってことはない。

「さあ、本日の料理の星はいくつでしょうか？」

　結ゆ衣いがちょっぴり不安そうにオレの顔をうかがった。

「星三つでお願いいたします」

「星三ついただきました。わ―――」

　嬉うれしそうに手を叩たたくと、自分もサンドイッチを食べ始めた。

「いや、でも本当に美味しいよ。結けつ構こう、意外かな」

　二つ目のサンドイッチを摘つまむ。

「意外って、それはちょっとヒドくないかな？」

　結衣が頬ほおを膨ふくらませる。

「いや、だって、いつも変なドリンク作っているから、料理の方もどうかなあと思っていたんだけど」

「ドリンクは効能が一番大事じゃない。味は二の次なのよ。前にも言ったじゃない。良りよう薬やくは口に苦し」

「あっ、美味しくないの、自覚してたんだ」

「うるさいっ」

　ポカッと殴られた。

「とにかく、美味しく作ろうと思えば作れるのよ。ドリンク作りに比べれば、料理なんて簡単。レーサーが一般道を車で走るようなものよ」

「例えは分かりづらいけど、なんとなく分かった」

「でも、そっか。星ほし野のくん、ボクの手料理、あんまり食べたことないんだね」

「たぶん。だって、結衣も小学生の時はまともな料理は作ってなかっただろ？　ミキサーばかり回して」

「包丁を握にぎるよりミキサーの方が好きな年とし頃ごろだったのよ、たぶん」

「それ、歳は関係ないと思う」

　結衣は唇くちびるに指を当てて考えるような仕し草ぐさをした後、オレの顔を覗のぞきこんだ。

「じゃあ、今度また、ボクがお料理作ったら食べてくれる？」

「う、うん。それは大歓迎だけど、なんか悪くない？」

「こんなんでよかったら、全然。楽勝だよ」

「できれば、健けん康こうシリーズはやめて、アボカドも控ひかえめの方がいいかな」

「分かった。じゃあ、次は超健康シリーズで、アボカドは三十パーセント増量ね」

「だからちょっとでいいからオレの言うことを聞いてよ」

　そんなお馬鹿な会話をしているうちに、バスケットは二つとも空になってしまった。

「ふと気になったけど……」

　オレの視線は目の前の魔ま法ほう瓶びんに向けられていた。

「その中身はなに？」

「なんだと思う？」

　健けん康こうサンドイッチに健康サラダときたら次は……。

「アボカド入り健康ジュース？」

「大当たりー」

「うわあ、やっぱりかあ」

　オレは両手で顔を覆った。

「やっぱりこれも飲まないといけないの？」

「もちろん。星ほし野のくんのために作った特別ドリンクだもん」

「オレのためって、効用は？」

「滋じ養よう強きよう壮そうと、ここぞって時に勇気が出るおまじない入り」

「なんだよ、それ。なんだか怪あやしいぞ」

「だって、今日、星野くん、夕方に演説でしょう？」

　うわあ。せっかく忘れかけていたのに。

「あのなあ、結ゆ衣い」

「なに？」

「オレのアボカドと結衣の料理に対するイメージは、健康サンドと健康サラダのお陰で若干いい方に傾かたむいている」

「それはよかった」

「でもこのドリンクは、そのグッドなイメージを一撃で壊す可能性があると思うんだ」

「そんなことないよ。アボカドへの愛が倍増するよ」

「本当かよ」

「自主的に飲まないのなら強制執行だよ？」

　強制執行って鼻はなをつまむやつか？

　あれだけは勘弁。トラウマが蘇よみがえるから。

「分かったよ。飲むから飲むから」

　オレは紙コップを握にぎった。

　ドキドキしながら魔法瓶の注ぎ口を見守る。

　今回は何色だろう？　アボカド入りなら蛍けい光こうグリーン色か？

　ドボドボ――。

　ん――？

　注つがれたのは意外にも黒っぽい茶色の液体だった。

　湯ゆ気げと一緒にいい香りが昇のぼってくる。

「ただのカフェオレだよ」

　結衣がアハハッと笑っていた。

「でも勇気の出るおまじない入りなのは本当」

　片目を瞑つむってみせる。

「結ゆ衣い……。やっぱり最近、性格変わったよな？」

「そう？　ボクは昔からこうだったよ」

「じゃあ昔から、性格悪かったんだ」

　また殴られた。

　フーフー、冷ましながらカフェオレを飲んだ。

　勇気が出るおまじないの効果はさっぱりだったが、ポカポカとしてきてちょっと体に力がみなぎった気がした。



　　　☆



「じゃあ、そろそろ見てまわろうか」

「そうだね」

　結衣がバスケットと魔ま法ほう瓶びんをトートバッグに収めて、代わりに文化祭のしおりをテーブルに置いた。

「星ほし野のくんは……、もう文化祭、見てまわっていたりするのかな？」

　結衣が上うわ目め遣づかいでオレを見た。



    

  
    
      



    

  
    
      「いや、見てまわってはないけど、まったく見てないこともない」

「生徒会長……と？」

「いや、それは違ちがう」

「ほんとうに？」

「ほんとうだよ。実は昨日、魔女喫茶の後、浦うら乃のと一緒にちょっとだけ歩いた」

「あ、霞かすみちゃんとなんだ」

「つっても、見たのはお化け屋敷とお御み堂どうだけど」

　結ゆ衣いがモジモジと体を動かした。

「えっと……こんなこと聞いてもいいか分かんないんだけど……。誘ってきたのは霞ちゃん？」

「いや、実は……オレ」

「星ほし野のくんが？」

「いや、ええっと、その、ちょっと違うんだ。なんというか、ほら、あれだ。浦乃って色色事情があってさ、文化祭を経験するの初めてだって言うからさ。ちょ、ちょっと、どういうものか分かってもらえたらいいなって思って……。だからつまり、誘ったといっても、ちょっと感じが違うわけで……」

　パタパタと手を振りながら説明する。

「うん、なんとなく分かった。でもどうして、そんなに焦ってるの？」

「うん、ホントだ。なんでオレ、こんなにテンパッてるのかな」

　ハハハと笑いあう。

「とにかく、本格的にまわるのは初めてってことだ」

「じゃあ、とにかく一つずつ見ていこうか」

「おう」





「あんまし関かかわりたくないけど、無む視しするのもあれだし」

「なに言ってるのよ。ボクたちが行ってあげないと、誰も行かないかもしれないんだよ」

　校舎裏の休憩コーナーから少し行ったところにあるスペース。その中に突如と現れた、モンゴル遊牧民の住んでいるゲルみたいになったテントの前に来ていた。普通のテントの周りをシーツで囲っただけのものなんだけど。

「クレマチス高校化学部」の看板が、ちょっと傾かたむいてかかっている。看板の下には小さなホワイトボードがぶら下がっていて、『発射予定時間十四時』と、赤い文字が躍っている。

「発射って、あいつ、なに発射するつもりなんだ？」

　文化祭のしおりには、『クレマチス高校化学部の華か麗れいなる技術力アピール』としか書かれていない。

「やっぱりスルーしようか」

「ダメダメ」

　結ゆ衣いは入口のシーツをめくって中に入っていく。仕方なくオレも後を追う。

　不思議な外観と裏腹に、テントの中は意外に普通だった。

　下に青シートを広げて長机を並べている。シートの上は土足厳禁らしく、入口の近くに靴が並んでいた。

　長机の上に置かれた、マントルヒータにかけられたフラスコを白衣姿にゴーグルをかけた要よう垣が内うちがやぶ睨にらみしている。それを横から見守る中学生ぐらいの男女。さらにその後ろでは小学校低学年くらいの男女がプロレスをしていた。

　要垣内はこちらに気がつくと、ゴーグルを取って嬉うれしそうな顔をした。

「来てくださったか、星ほし野の殿に結衣殿」

「発射って、何をやろうとしているの？」

　結衣と靴を脱ぬぎながら、青シートの上にあがる。

「発射といえばロケットですぞ」

　要垣内がなにやら机の上に置かれていた、細長そうなものにかけてある布をとった。

　中からプラスチックか何かでできていそうな、ペンシルロケットが出てきた。ギザギザの模様の描かれた機体には、クレマチス高校化学部の文字が書かれている。

「わりとすごそうだな。これが飛ぶのか？」

「もちろん」

　要垣内が眼鏡めがねをかけなおす。

「時間が来たらテントをフルオープンにする。裏うら庭にわに突如生まれた発射台、真っ白に煌きらめくロケット。これでみんなを驚かせる」

　ゲルみたいなテントはそのためか。

「お兄ちゃん。フラスコの中が沸騰してるけど」

「わわっ、やばい」

　慌あわてたように、要垣内はフラスコの前に戻る。

「ねえ、要垣内くんと一緒に準備してるのは誰？　お客さん？」

　結衣が不思議そうに耳元で囁ささやいた。

「要垣内のシスターズアンドブラザー」

「なーるほど。でもどうして、他ほかの化学部の人はいないの？」

「それは禁句」

　元々少なかったところを、要垣内が来たら辞めていったなんて言えない。

「フ――。危ない、危ない。もうちょっとで小ぼ火やになるところでした」

　要垣内が額ひたいの汗をぬぐいながら戻ってくる。

「これって本当に飛ぶの？　どのくらいまで？」

「五百メートルくらいまで飛ぶ計画でござる」

「すごいね。でもそれだけ上がったら、落ちてくるんだよね？　ちょっと危なくない？」

「大丈夫大丈夫。ものすごく軽いから、当たってもゴツン程度」

「ホントかよ」

　発射の時はできるだけ屋内にいることにしよう。

「それよりもさ。なんで化学部なのにロケット打ち上げなんだ？　化学部というより、物理の分野だろう？」

「よくぞ聞いてくれた」

　待っていましたという顔になる。

「このロケットの推進力に使うガスは、我がクレマチス高校の実験室で生成したんだ」

　端の方に置かれてあったガスタンクを指差す。

「自分で作った気体で空を飛ばせる。夢があるだろう」

　ものはいいようだな。でも、まあありか。

「星ほし野のさんはデート？」

　要よう垣が内うちの妹がチラチラと結ゆ衣いの方を見ていた。何度か家に行ったことがあるので顔見知り。芳よし美みちゃんだったかな。

「そういう無粋なことを訊きくものではないですぞ」

　要垣内が慌あわてる。

「別にいいじゃん、ね――」

　オレに同意を求められても。

「で、実際のところどうなんですか？」

「いや、デートっていうかなんというか……」

「デートです」

　満まん面めんの微笑ほほえみを浮かべた結衣がオレの腕うでに腕をからませてきた。

「わ――」

　芳美ちゃんが歓声をあげる。

「お兄ちゃんも頑がん張ばらないと」

　どこの妹も言うことは似たようなもんだなあ。

「拙せつはＨＳＲ３があればそれでいいんじゃよ」

　要垣内が自作のロケットに頬ほおずりをし始める。

　要垣内……。ヤツがつい最近、失恋した事実を知ってるのは、この中でオレしかいないんだよな。

「とにかく、まだまわり始めたばっかりなんだ。タイミングが合ったら発射の時、戻ってくるよ」

「ほーい」

　要垣内ブラザーズやシスターズに手を振って、化学部のテントを後にした。



　その後は校舎の中に入って、一階から見ていった。

　一年Ｃ組の魔法使い喫茶の前は軽くスルーする。

「あんまし、お客さんいなさそうだったね」

「オレの時はひっきりなしだったのに」

「やっぱり、霞かすみちゃん効果？　あのカッコウ、はまってたもんね」

「結ゆ衣いのシフトはいつだっけ？」

「三時からだよ。ボクの魔女っぷりを見にきてくれる？」

「ゴ、ゴメン。オレ、最後の選挙活動する予定なんだ。演説の準備もあるし」

「そっか。大講堂だよね。ボクも終わったら応援に行くよ」

「う、うん。ありがとう」

（ゴメン、結衣）

　オレは頭の中で手を合わせていた。

　実は選挙活動の予定なんて全然なくて、高たか山やまの劇げきの様子を見に行くつもりなんだ。

　きっと、ちとせ先せん輩ぱいが来ていると思うから。昨日のことを謝って仲直りしたい。可能なら、もう一度、『中の人』の姿で舞台に上がるように説得できないかなって。そんなことを考えていたのだ。

「星ほし野のくん」

　急に結衣が立ち止まった。

「入ってみない？」

　ピンク色のリボンや造花で派手に飾りつけられた扉とびらを指差す。『ラブラブ度チェック！　二人の相性測定します』と書かれた看板。元は視聴覚室だった場所だ。

　名前の通り、カップルが参加するイベント型の出し物らしい。

「あんまし、こういうの好きじゃないんだが」

「いいからいいから」

　結局、結衣に引きずられるように中に入ってしまう。

　結けつ構こう、人が入っていた。放射状の形の傾斜になった教室の椅い子すは全部埋まっていて、立ち見が出ているくらいだ。

　一番前の黒板の前に私服の男女と、進行役の二年生の男子が立っていた。

　イベントの内容はこうだ。進行役が男の方に相手に関する質問を出していく。その間、女の子の方はヘッドフォンとアイマスクをつけられて、質問の内容と男がなんて答えたか分からない。最後にヘッドフォンとアイマスクを外した女の子に直接、質問して答え合わせ。正答率で相性をはかるというものだ。

　しおりに書かれた『測定結果によって二人の間に何らかの問題が発生しても、当サークルは一切、責任をとりません』の煽あおり文字が物々しい。ちなみに正答率百パーセントのカップルは豪華賞品がもらえるらしい。

　オレたちが入った時、丁ちよう度ど、一組のカップルのラブラブ度チェックが終わっていた。

（なんだ、この空気）

　部屋内に微妙な空気が渦巻いていた。

　横に置かれた電光掲示板には、ラブラブ度二パーセントの文字が華々しく躍っていた。

　黒板の前では、バツの悪そうな顔をした、クレマチス高校の制服姿の男の子が女の子になにか言い訳をしているようだった。

　気の強そうな顔の女の子はプイッと顔を背けると、そのまま腕うでを組んで教室から出ていってしまった。それを男の方が慌あわてて追いかける。

　二人とも出ていくと、司会役の男子が首を振る。

「悲しいけど、これ、ラブラブ度チェックなのよね」

　爆笑に包まれる教室。

　なんかやだな、このイベント。

「さあ、次の計測希望の方はいませんか？　男同士、女同士でも結けつ構こうです。全問正解カップルには洩もれなく豪華賞品がもらえますよ」

　司会が教室を見渡す。

　なんだかヤバイ予感がした。

「なあ、結ゆ衣い。やっぱり、オレこういうの好きじゃないから行かない……」

　って言おうとした矢先だった。

「ハイッ！」

　結衣が手を上げていた。

「おっと、新たなチャレンジャーが現れましたぁ！」

　司会の声と一緒に、ギャラリーたちの注目が一斉に集まった。

「ゆ、結衣！」

　オレは手を下ろさせようとする。

「出るの？　本気？」

「だって豪華賞品だよ。出るっきゃないよ」

「満点なんて、絶対無理だって！」

「大丈夫だよ。ボクたちなら」

「いや、でも、しかしだなあ」

　結衣はオレの腕をガッチリ掴つかむと、引きずられるように黒板の前まで連れていかれた。

「さあ、またしてもクレマチス高校の生徒による挑戦です。さっきのような悲劇が起こらなければいいのですが……」

　司会が楽しげに煽あおる横で、オレは頭を抱かかえていた。

「お名前は？」

「一年Ｃ組の神楽かぐら結衣です」

「……星ほし野の純すみ人とです」

「交際暦は？」

「半年くらいです」

　結ゆ衣いがシャーシャーと答える。

「なりそめは？」

「実は幼おさな馴な染じみなんです」

　ウオオ――という声が教室内に響いた。お前らそんなに幼馴染みが珍しいか？

「幼馴染み……。ということは、交際暦は短いけど一緒にいた時間は長いってことでしょうか？」

「はいそうです」

　結衣がニッコリと笑う。

　オレはその横で下を向いてハハハと笑っていた。

「じゃあ、早さつ速そく、始めましょうね。ラブラブ度チェック！　運命の計測スタート！」

　結衣が座らされて、ヘッドフォンを装着させられた。

「一問目。彼女の誕生日は知っていますか？」

「三月五日」

「好きな食べ物は？」

「アボカド」

「趣味は？」

「健けん康こうドリンク作り」

「好きな色は？」

「青」

「お風呂に入ったらどこから洗う？」

「背中？」

　以下、結衣に関するプロフィールの質問が延えん々えんと続く。

（オレって、意外に結衣のこと知ってんだな）

　質問に答えながら、そんなことを思った。家が近くて親同士の付き合いもあるから、結衣自身との会話には出てこなくても、知っていることがある。それでも、パンツは綿とシルクどっちが好きかと聞かれた時はさすがに困ったが。

「じゃあ最後の質問。彼女はあなたのどこが一番好きだと思いますか？」

　かなりエグイのが飛んできた。

「ええっと、それは……」

　どこなんだろう。

　どうして結衣はオレなんかに告白したのか。

　思い当たることがある。でも、ちょっと口にするのは恥ずかしい。

「たぶん、正義の味方なところ……」

　下を向いて、小声で答えた。

「正義の味方なところ！　なるほど、彼女はあなたのヒロイズムに憧あこがれているのですね！　あくまであなたの予想ですが」

　どっと会場が沸く。くそお、この野郎。

「はい、お疲れさま。では答え合わせに移りましょう」

　質問が終わると、結ゆ衣いからヘッドフォンとアイマスクが外されて、一問ずつ答え合わせがされていく。

　結衣の答えとオレの答えが一致する毎ごとに、液晶掲示板の棒グラフと点数が上がっていく。

　キワドイ質問にもハキハキと答えていく、結衣。すごいことに中盤の全然知らずに適当に答えたところも見み事ごとに一致する。

　九割ぐらいまで正解で来ると、ギャラリーもざわめき始めた。

　オレ自身、ちょっと驚いていた。

　こう適当に答えたのがどれもこれも合うと、ラブラブ度というよりはオレの超能力度を測っているような気がしてくる。

「では次で最後の質問です。今のところすべて正解。既に現時点で、昨日、今日、合わせての最高得点です」

　液晶パネルの数字はラブ度九十八パーセントを示していた。

「みなさんの中には、質問の内容が事前に洩もれていたことを疑っている方もおられるかもしれませんが、違ちがいます。僕自身、驚いているのです」

　司会は緊きん張ちようの面持ちで会場を見渡している。その真しん剣けんさに、ギャラリーも静かになってしまった。

「では最後の質問です。あなたは彼のどこが好きで付き合っていますか？」

　結衣が唇くちびるの下に人差し指を当てるいつもの仕し草ぐさをする。

「う――んと、正義の味方なところ……かな」

　その瞬しゆん間かん、掲示板にラブ度百パーセントの文字が映し出され、カランカランとベルの音が鳴り響いた。

「お見事！　豪華賞品、全部持ってけ！」

　司会がやけくそ気味に叫んだ。

　拍手と大歓声がギャラリーからあがる。

　やった、って顔で、結衣が駆けてくる。

　パチンとハイタッチした。

「本当に、すごい。全問正解は、十年前に『ラブラブ度チェック！　二人の相性測定します』が始まって以来の快挙！　なにもボクが部長をやってる時に全問正解しなくてもいいのにぃ」

　豪華賞品は部員たちのポケットマネーだそうだ。

「じゃあ、最後にラブ度百パーセントのお二人にお祝いのキスをしてもらいましょう」

　うおお――。とギャラリーから拍はく手しゆ喝かつ采さいとキスコールが起きる。

「「ええっ？」」

　オレと結衣は顔を向き合わせた。

　キスだと？

「そ、それはダメ！」

　結ゆ衣いが赤くした顔をブンブンと横に振った。

「そう堅いこと言わずに。頬ほおとかおでことか手とかとか、なんなら足でもいいですから」

　司会がめちゃくちゃ言い始めた。

「絶対ダメ。キスしないといけないんだったら、豪華賞品なんていらないんだから」

　結衣は携帯オーディオ機器の箱を押し返そうとする。

　ギャラリーから小さなブーイングが起きた。

「彼女の方は意外にシャイのようです。仕方がありません。じゃあ、代わりに彼と私がキスをするということで」

「絶対にお断りだ！」

「ラブラブカップルの星ほし野のさんと神楽かぐらさんでした。二人とも末永くお幸せに。みなさん、拍手――――♪」

　司会が巧うまく落としたところで、またカランカランと鐘が鳴らされた。

　拍はく手しゆ喝かつ采さいの中をオレと結衣は下を向きながら会場を出ていった。通路脇わきのギャラリーたちに、「お幸せにー」と言われるのがとにかく恥ずかった。





　会場を出たオレたちは、異様に上がったテンションと火ほ照てった頬をクールダウンするために屋上に来た。

　屋上への出展は禁止されているので人っ子一人いない。近くの校内放送用の拡声器から、『クレマチス放送局』の放送が大ボリュームで流れていた。

　フェンスから見下ろすと、前ぜん庭ていを覆い隠さんばかりの人。さっきよりも行列が伸びていた。クレープ屋アスリートもかきいれ時のようだ。

「やった。ラブ度百パーセントだって」

　結衣が笑顔でこっちを振り向いた。

　見ているオレまで嬉うれしくなりそうな強烈な笑顔だ。

「正直、全問正解なんて、絶対に無理だと思ってた」

「そう？　ボクはできると思ってたよ」

　たしかに結衣は最初から自信ありげだったよな。

「でも、よくお風呂でボクが背中から洗うって知ってたね？」

　ゴホゴホッ。ちょっとむせた。

「いや、だって、それはその……。幼稚園の時、時々一緒にお風呂に入ってたし……」

「やらしいなあ。ボクが体洗うのジッと観察してたんだ。おませだね、星野くんは」

「いや、観察なんてしてないよ。たまたま目に入ってたのを覚えていただけで」

　慌あわてて弁明すると結衣はクスクスと笑って遠くに目を向ける。

「でも入ってたね。お風呂」

「うん。遊んだ後にな」

　なんだか昔を思い出して、懐なつかしい気持ちになった。

「風呂のことはともかくさ、オレ、途中、かなり適当に答えた質問、沢山あってさ。それが全部合うとは思わなかった」

　すると、結ゆ衣いがちょっと企たくらむような顔をした。

「それ、偶ぐう然ぜんだと思う？」

「ええっ？　もしかして何かズルしてたの？」

「ズルなんてしてないよ」

　心外だ、と唇くちびるを尖とがらせる。

「じゃあどうやったの？」

「それはねえ」

　フッフッフと笑う。

「星ほし野のくんが知らなさそうな質問は、本当のことじゃなくて、星野くんがなんて答えるか予想して答えたの」

「えっ？　どういうこと？」

「例えば……パンツ」

「はっ？」

「ボクが綿とシルクどっちが好きかって質問、星野くん、綿パンって答えたでしょ」

「おう」

「でも本当は、ボク、その、シルクの方が好きだったりして」

　結衣は頬ほおをほんの少し赤くして、オレから目を逸そらした。

「でも、星野くんはそのことを知らないと思ったから、星野くんが答えそうな綿って答えたの」

「そ、そういうことか」

「うん。だからもし、星野くんが真実を知っていたらハズレてたんだよ。むしろ知ってたら、どうやって知ったのか小こ一いち時じ間かん問い詰めるところだけど」

「いや、知らないよ。うん。知るわけがない」

　間ま違ちがって知っていたら、どうしようかと思ってしまう。家、近いから洗濯物とかよく見える時あるし……。

　でも、なるほどだ。

　理解した。オレが結衣のことを知ってただけじゃなくて、結衣もオレのことをよく知ってたんだ。

「うわあ。なんか急に元気がでてきた」

　そう言うや、結衣はいきなりストレッチを始めた。

「な、なんでいきなり？」

「いや、なんか星ほし野のくんとラブ度百パーセントだって分かったら、体の中の内ない燃ねん機き関かんに火が入ったというか」

「よく分からんが、とにかく元気なのは分かった」

「星野くん、あそこ」

　突然、給水タンクが置かれている、出入り口のある四角い建物の屋根を指差した。

「小さい時ってよくああいう高いところ、一緒に昇のぼったよね？」

「昇った。というか、いつも結ゆ衣いが計画してオレは付き合わされただけなのに、怒られるのはオレだったな」

「それじゃあまるでボクが悪いみたいじゃない」

「いや、そう言っているんだけど」

「じゃあ、昇ろうか」

「えっ？　なんで今の流れでそうなるの？」

「なぜかと理由を聞かれればこう答えるしかない。そこに梯子はしごがあるからだと」

　わざとらしい低い声を出しながら、結衣は出入り口の横にかかっている金属製の梯子に向かってテクテクと歩きだす。

　仕方なくオレも追いかけた。

「じゃあ、行くぞ――」

　梯子の下で結衣は拳こぶしを振り上げた。

「本気で昇るのかよ」

「だって昔を思い出すんでしょう？」

「しょう？　って同意を求められても……。そんなことオレ、一言も言ってないし」

「じゃあいい。ボク、一人で昇るから。勇気のないものは下界で縛られていればいいのよ」

「分かった分かった。じゃあ、オレが先にあがるよ」

「レディファーストだよ？」

「それはいいけどパンツが見えるぞ。シルキーなやつが」

「もう、やだなあ。今でもおませだね、星野くん」

「いや、こういうのはおませとはちょっと違ちがう」

　結局、オレが最初に昇った。

　屋上の上に立って、四方を見渡す。

「おお――」

　ものすごく視野が広がったように見えた。ちょっと高くなっただけなのに。屋上を囲っているフェンスよりも上に来たからだって気がついた。

「すごいね」

　後から昇ってきた結衣が額ひたいに手をかざしていた。

「でも、文化祭委員に見つかったら絶対怒られるな」

「大丈夫大丈夫。委員は下界を巡回中だよ」

　屋根の端っこに結ゆ衣いと並んで座る。

　空中に伸ばした足をブラブラさせていると、結衣がポツリと呟つぶやいた。

「ねえ、星ほし野のくん」

「うん？」

「なんでボクたちってラブラブカップルじゃないのかな？」

「なんだそりゃ」

「だってさっきラブ度百パーセントのカップルの称号をもらったじゃない」

「称号はもらってないけどな」

「ラブ度百パーセントなのに、カップルじゃないっておかしくない？」

「ラブ度の計測法に問題があったんだよ」

「おかしい。どう考えても、おかしいよ。どうしてカップルじゃないんだろう」

「なあ。時々、オレたちの会話って一方通行になってない？」

「ボクが思うに、チャンスはあったと思うんだ」

　オレの疑問を完全に無む視しして結衣は続ける。

　仕方がないのでオレの方が結衣に合わせることにした。

「チャンスって、ラブラブカップルになるチャンス？」

「うん。そう、それ」

「う―――――ん」

「そう思わない？　だって幼おさな馴な染じみだし。家も近いし」

「まあ、そうかもしれない」

「やっぱりあれかな。入学式の日から、ボクが星野くんを起こしに行ってたらよかったのかな。幼馴染みとして」

「いや、それはどうだろう」

「そうだよね。それはちょっと、ガッツキすぎな感じだよね」

　結衣のヤツ、何が言いたいんだろう。

　しげしげと結衣の横顔を見る。

　ふと、冷静になって考えてみて、思い出す。

　オレってば結衣に告白されている身なんだよな。

　結衣はオレのことが好き。好意を寄せてくれている。

　普通に話しているとすぐ忘れてしまいそうになってしまうけれど、それは事実なんだ。

　急に緊きん張ちようしてきた。

　もし、オレがここで好きだって一言告げれば、オレは結衣と文字通り本当のラブラブカップルになれるかもしれない。

　そう思うと、心しん臓ぞうがドキドキする。

　結衣がこっちを向いた。慌あわててあった目を背けた。

「星野くん」

「おう」

「最後の質問で、ボクが星ほし野のくんを好きな理由、訊きかれたじゃない」

「うん」

「あれは星野くんがなんて答えたかなんて、考えずに答えたんだよ。星野くんは正義の味方だから好きなんだよ」

「正義の味方のつもり、ないけどなあ」

「ヒーローはそういうものだよ」

　ふいに結ゆ衣いが前を向いた。

「さっき……」

　またポツリと言う。

「もし、ボクが嫌いやがらなかったら…………、その、キスしてた？」

「へっ？」

「だから、キスコールがあった時――」

「ええっと、どうだろうなあ」

「別に嫌だったわけじゃないんだよ。だけど、ああいう雰ふん囲い気きのところでするのはちょっと嫌だっただけ」

「それはオレも分かる。ああいう場でするのはちょっとひく」

　結衣がふいにこっちを向いた。

「だったら……。今、こ、ここでするのは、どう、かな？」

　真まっ赤かな顔でそう言った。

　声がちょっと震ふるえていた。

「い、いや。でも。いいの？」

「ほ、星野くんなら、い、いいよ」

　病気みたいに真っ赤な顔になっていた。

　結衣のピンク色の唇くちびる。それが薄皮が見えるくらいにすぐ近くにある。

　ゴクリと生なま唾つばを飲みこんだ。

　オレと結衣の顔が、引力にひかれるみたいにゆっくりと近づいていく。

　頭の中が真っ白になって、このまま突き進んでいいのか考えることもできない。

　ファーストコンタクトまであと十センチ、五センチ、あと二センチ――。

　その時――。

　真っ白な頭の中に何かが浮かんだ。

「ス、ストッ――プ！」

　ほんとギリギリ。

　あと一センチぐらいの距離。オレは結衣の肩を掴つかんで、接近を止めた。

「こういうのってダメだと思う。だって、オレはまだ、結衣の気持ちに応こたえてないから」

「……」

　驚いたみたいに結ゆ衣いは目をパチパチしていた。

「なんかいいムードだったのに……ゴメン」

「そ、それ、当事者の台詞せりふとしてはちょっとヘンだよね」

「たしかに」

「でも、やっぱり星ほし野のくんって正義の味方なんだよね。そういうところが好きなんだよ」

　結衣がニッコリと笑う。

　やばっ。今、まずいほど可愛かわいく見えた。

　ずっと幼おさな馴な染じみとして見てきたから、親しみはあったけれど、そういう気持ちで結衣を見たことがなかった。でも、今、一瞬だけ、結衣から幼馴染みの分類が消えて、一人の女の子に見えた。

　うわっ。やっぱしておけばよかったかも。キス。

　めちゃくちゃ今さらだけど、そう思う。

　でも、できなかった。

　あと数センチのところで頭に浮かんでしまった。

（あれ、ちとせ先せん輩ぱいだったよな……）

『外の人』だったか『中の人』だったか、いまいちハッキリしない。でもあの時真っ白の頭に浮かんだのはちとせ先輩の顔――。

　どうしてかな。昨日あれだけ喧けん嘩かしたのに。

「よし、リセット！」

　突然、結衣が拳こぶしを突き上げた。

「へっ？　リセット？」

「今までのこと、なかったことにする」

「ええっ!?　今までっていつからどこまで？」

「健けん康こうサンドを一緒に食べた直後のセーブポイントまで戻ります」

「なんだそこか」

　なんとなくホッとした。

「どこまでだったら、イヤだった？」

　結衣はちょっとイジワルな目をした。

「それはその…………告白してくれた前まで」

「わあっ。一応、気にしてはくれてたんだ」

「そりゃそうだって」

「――ちょっと、うれしいかな」

　結衣はテレテレしながら頬ほおを押さえる。

　ぐあああああああ。

　オレ、なんで今、結衣のことが好きじゃないんだ？

「よおっし。リセットかけたし、元気になったし、また見てまわろうか」

「そうだね」

　顔を見合わせたまま、立ち上がろうとする。

　その時だった。



　ご、よん、さん、に、いち―――。



　校舎裏の方からなにやら元気のいいカウントダウンの声が、風にのって聞こえてきた気がした。そして――。



　シュルシュルシュル――。



　なんだか空気を裂くような不思議な音。

　その音は急速にオレに接近しているようだった。

「星ほし野のくん！　うしろ、うしろ――！」

　結ゆ衣いが目をまん丸に開いて、オレの背はい後ごを指差す。

　振りかえって確認する時間はなかった。



　シュルシュルシュル――――――。ガツッ、ボコッ。



　音の発生源がオレの後頭部に当たった。

『クレマチス高校化学部』と書かれたロケットがコロコロと転がっているのを見ながら、作用・反作用の法則で、オレの体は前のめりに倒れていく。

　目をパチパチさせる結衣の顔が近づいてくる。

　手をつくよりも、結衣とオレの顔が当たる方が先だった。

　チュ―――ウ。

　そんな音が本当に聞こえた気がした。

　マシュマロみたいな柔らかな感触。

　それが結衣の唇くちびるだって気がつくのに、ほんの一瞬、タイムラグがあった。

　そのまま結衣の上に覆い重なるように倒れる。



　はじめてのチュ○♪

　キミとチ○ウ♪



　真っ白な頭の中で、ピッチチェンジャーで声を変えたような甲高い歌がリフレインして――。

　ハッと我に返り、慌あわてて上体を起こす。

「あわわわわわわわわ――――。ゴ、ゴメン」

　結ゆ衣いは顔をザクロみたいな色にさせていた。焦点の定まらない目には、ちょっぴり涙が。頭を打ったからなのか。

「だ、だ、大丈夫？　結衣？」

「いま……。チュ――……って。ほ、星ほし野のくんのく、く、唇くちびるとボクの――」

　結衣がうわ言みたいな声を出していた。あまり大丈夫そうでない。

　結衣の肩を抱いて起き上がらせようとする。

　その時だった――。

　ピ―――――って。

　ホイッスルの音が聞こえた。

　レッドカードが掲げられた気がした。

（最悪だ……）

　以前にも二度ほど同じようなシチュエーションはあった。

　でも今度のは今までと比にならないくらい最悪の状況なのは明らかだった。

　オレの視線は結衣ではなく、校舎の屋上へ注がれていた。

　ちとせ先せん輩ぱい（外）が立っていた。

　ものすごく怖こわい顔。

　目を鋭角に上げてこっちを睨にらみつけていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「純すみ人と――――――！」

「は、はい」

　急いで結ゆ衣いから離れた。

「これはどういうことかしら？」

　ちとせ先せん輩ぱいが腕うでを組んだまま、指を上げたり下げたりしていた。

「いや、ええっと。今のは単なる事故なんです。これが飛んできて、頭に当たって、その……。ねえ、結衣？」

　ロケットの方を振り振り、結衣に同意を求めた。

　でも、結衣はボ――っと心ここにあらずな顔で倒れたままだ。ちょっぴり口からヨダレが垂れているし。

「そんなことは聞いてないのよ！」

「へっ？」

「どうして純人が神楽かぐらさんと一緒にいるのよ。『中の人』の姿でまわりたいって言ったら、二日目は用事があるから会えないって。そう言ってたじゃない！」

「あっ」

　しまった……。

「ええっと、それは、その……」

「早く治したいとか、『中の人』で劇げきに出てほしいとか言ってるけど、本当は私のことなんか全然考えてくれてないじゃない」

「ううっ。それは……」

「うそつき」

　うつむきながらちとせ先輩が言った。

「えっと、その」

「うそつき、うそつき！」

「……」

　ちとせ先輩が転がっていた要よう垣が内うちのロケットを拾い上げる。

「純人のうそつき―――――――――――!!」

　ロケットを思いっきりオレに向かって投げつけた。

　空気を切り裂く音と一緒にロケットは飛んでくると、避よける間もなくオレの眉み間けんに命中した。

　グシャッって軽量プラスチックのボディが粉々に砕け散り、オレはゆっくりと後ろに倒れていった。

　倒れながら、ちとせ先輩が小走りに駆けていくのが視界に映っていた。

　頭を打ったせいかもしれなかったけど、長い髪と一緒にキラキラと輝くものが尾を引いているのが見えた。

　

　ああ、最悪だ―――。

　

　そんなことを思いながら、オレは後ろに倒れていく。

　透き通った青い空が目の前に広がったかと思った直後、オレはガツンと、後頭部をコンクリートに打ちつけていた。



    

  
    
      
４章　ＤＪ星ほし野の？





「どうなっているのですの？」

　オレは高たか山やまに睨にらまれていた。

　結ゆ衣いと別れたオレは大講堂に来ていた。

　屋上であんなことがあった後も、結衣とは文化祭を見てまわった。でも、結衣はたぶんキスのショックでずっと魂が抜けたような顔をしていたし、オレはオレでちとせ先せん輩ぱいに嘘うそがバレタことが気になっていたから、二人ともボーっとして、同じところをグルグル行ったり来たりしてたような気がするけど。

　ちょっと心配なのは、結衣はあの状態で魔法使い喫茶のウエイトレスをしっかりこなせているのかってこと。まわっている間もずっとブツブツと何か言っていたからなあ。

　それはともかく……。

「ちとせ先輩、来てないかあ……」

　やっぱりという気持ちと、残念って気持ちが一緒になっていた。

　ここならちとせ先輩がいる。ちとせ先輩に謝れる、と思っていたのに。

「そうですわ。ちひろさんも生徒会長も」

　文化祭の最後を彩いろどる『クレマチス高校演劇サークル』主しゆ催さいの演劇、『ピーターパン』。その上演まで二時間を切っている。出演者の集合時間はとっくに過ぎていた。

「星ほし野のさんは、お二ふた方かたが来られない事情をご存知なのですか？」

　大急ぎで準備が進められている舞台へ目をやりながら、高たか山やまはメガホンを持つ腕うでを組む。

「知っているというか、なんというか……ゴメン」

「ゴメンって……。原因は星野さんですの!?」

　高山がキッと睨にらんできた。

「原因のうち半分は……たぶん」

　ちとせ先せん輩ぱいが『外の人』姿ですら現れないのは、オレが怒らせちゃったからだ。

「事情は聞きませんわ。でも、もし本当に最後までちひろさんも生徒会長も来られないようなら、星野さんに責任をとってもらいます」

「せ、責任!?」

「星野さんに劇げきに出ていただきます」

「えっ？　ええ―――――――――――。いや、でもオレ、男だぜ？」

「こうなったら、少女Ｃが少年Ｃになってもかまいませんわ」

「そんなんでいいのかよっ！」

「台詞せりふは覚えておられますね？」

「いや、覚えてはいるけど……。それぐらいなら高山が少女Ｃ役で出演した方がいいんじゃないか？」

「それはダメです。舞台監かん督とくは舞台を見守る義ぎ務むがあるんですのよ」

「はあ、なるほど」

　なんとなくそういうもののような気がしなくもないが。

「でも、よし、分かったよ。最悪の場合オレが出る。でも最後まで待ってくれないか。なんとか二人を見つけて、出るように説得するからさっ」

「分かりました。でも、開始三十分前までには帰ってきてくださいね」

「了解！」

　オレは走って大講堂を飛び出していく。

（ちとせ先輩を見つけないと――）

　代わりに舞台に上がるのはぜんぜん構わない。それよりも、早くちとせ先輩に謝りたかった。

　講堂の外でちとせ先輩の携帯電話にコールをいれる。

『おかけになった電話番号は現在電源が入っていないか、電波の届かないところにいるため、かかりません』

　結ゆ衣いと別れた後、何度もかけたのだけど、ずっとこのメッセージだった。

「まさか怒って帰っちゃったとか……」

　ありえるかも。

　それぐらい怒ってた、と思う。

　でもだからって仕事をほったらかして帰るなんてことあるのかな？　文化祭の最後に行われる生徒会長選挙には、絶対に出ないといけないし。だけど、実際、現実に高たか山やまの劇げきはドタキャンしそうな感じなわけで……。

「え―――い、考えても仕方がない。とにかく捜すんだ」

　オレはもう一度、走り始めた。



　　　☆



「どこにもいねえし」

　オレは肩を落としてトボトボと廊下を歩いていた。

　学校のありとあらゆる場所を駆け抜けた。

　生徒会長執務室から始まって、校舎の中の全教室、裏うら庭にわ、お御み堂どう、毛虫だらけの桜林。可能性があるところはどこにでも行った。

　でも、ちとせ先せん輩ぱいの姿はどこにもない。

「本当に、帰っちゃったのかな……」

　オレのせいなのか？

　いや、オレのせいだよなあ……。

　ちとせ先輩に誘われた時、結ゆ衣いのことをちゃんと説明していればよかったんだ。なんでオレ、用事があるなんてダメダメな嘘うそをついちゃったのだろう。

「今日の選挙、どうなっちゃうのかなあ」

　現生徒会長不在でも行われるだろうか。

　いや、選挙のことなんてどうでもいい。それよりも、ちとせ先輩と関係修復できるのか、そっちが心配だった。

『純すみ人とのうそつき――――』

　屋上でのちとせ先輩の顔が浮かぶ。

　ちとせ先輩、あの時、泣いてたよなあ。

　たぶん、結衣と一緒にいたことよりも、オレに嘘をつかれたことに怒っていた。

　そうだよな。

　もし逆の立場だったら、オレだって怒ってる。

「もうちとせ先輩、オレと口きいてくれないかも……」

　そうなれば、『中の人』の対たい人じん恐きよう怖ふ症しよう克服トレーニングの話は自然に消滅。生徒会長になってしまったオレはちとせ先輩のサポートも受けられず孤こ立りつ無む援えん。リコールされてしまうだろう。

　まあ、ちとせ先輩のことがなくなったら、オレが生徒会長をやる意味もないから、別にそれはいいんだけどさ。

　でもそんなことになったら、浦うら乃のはどうなってしまう？　十二月までにちとせ先輩は『外の人スーツ』を脱ぬぐって、約束したのに……。

　そんなことをあれやこれや考えながら歩いていると、

　ボムッ。

　弾だん力りよく性せいの高い二つのメロンみたいなものに顔が埋もれた。

　すぐにそのメロンが女性の胸むねだと気がついて、オレは慌あわてて後ろに飛びのいた。

「わわっ。ごめんなさい」

　頭を下げた視線の先に、白衣の裾すそが見えた。

　むむっ、白衣？

「若い男が、なに昼間っからモンモンとしている？」

　聞き覚えのある女の声が聞こえた。

　顔を上げる。

　長い黒髪に赤いセルフレームの眼鏡めがねの美人が、自信に満ち溢あふれた笑みを浮かべて立っていた。

『外の人スーツ』を開発した人物にして、ちとせ先せん輩ぱいの姉。今はなぜかクレマチス高校物理教師をしているマッドサイエンティスト――。

「姫ひめ宮みやちなつ…………先生」

　かろうじて先生をつけることができた。

「あんた、海外に行ってたんじゃなかったのかよ」

　そんなことをちとせ先輩から聞いたような気がするんだが。

「いつの話をしているんだ？」

　フッと鼻はなで笑われた。

「うん？」

　改めてちなつの白衣に包まれた体を見て、オレは眉まゆをひそめた。

「なあ……なんつーか、海外に行っているうちに……その……」

「どうした？」

「成長、いや、その、……体つきに磨きがかかっていないか？」

　例えば胸とか。夕ゆう張ばりメロンぐらいだったのが、マスクメロンぐらいになっているような気がするのだが。

　ちなつは少し驚いたように眼鏡の向こうの目を丸くした。

「普段からボーっとしているくせに、そういうところだけは見ているんだな。少年も一応、健全な男子高校生だったというわけか」

「一応は余計だけどな」

「まあ、誰しも日本から外に出れば一回りも二回りも成長する。そういうことだ」

「いや、今時、海外行ったぐらいでそんなには成長しないだろ」

「そんなことよりもだ！」

　ちなつは急に大きな声を出して、怖こわい顔になった。

「自律型『外の人スーツ』によると、私の留守中に色々あったみたいだが」

　ワッ。ヤベッ。

「悪いがオレ、ちょっと急いでるんだ。その話はまた後日ということで……」

　回れ右して去ろうとしたところ、ちなつに肩をガシッと掴つかまれた。

「グオッ！」

　女性の腕力というか人間の力じゃない。万まん力りきで挟まれたみたいだった。

「痛いって。もうちょっと手加減してくれないと骨が砕けるって」

「少年。さっき泣いた顔のちとせを見かけたのだが、心当たりはないだろうな？」

　ちなつはオレの訴えを無む視しして肩を掴んだまま、ひくーい声を出した。

　言葉上は疑問形だったが、ドヨーンと据わった目はあからさまに「お前が悪い！」と断言していた。

「こ、心当たり？　いや、ええ――っと、そのお」

　しどろもどろに答えるオレは、罪を告白しているのとほとんど同じだ。

「続きは署の方で聞かせてもらおうか」

　万力に引きずられるようにして、オレはちなつに連れて行かれてしまった。



　物理実験室の奥にある物理教官室。そこにオレは遅刻した生徒のように立たされていた。

　椅い子すに座ったちなつは黒いストッキングに包まれた長い足を組み、ジャックナイフのような鋭するどい視線をオレに飛ばしている。少しでも変なことを言うものなら、切り裂かれそうだ。

「つまり……」

　オレの説明が終わると、ちなつは目を獰どう猛もうな獣のように細めた。

「少年は二ふた股またかけていた上に、私のカワイイちとせを捨てたと……」

「ちょっと待て！　なんで今の話からそういう結論になるんだ？」

「ほう。他ほかにどういう解かい釈しやくができるのか、聞かせてもらいたいものだな」

　ちなつはポキポキと指を鳴らした。

「どう解釈してもそういう結論にはなりようがないって。オレがやったのはちとせ先せん輩ぱいに誘われたけど、先約があったから断っただけだろう？」

「ものは言いようだな、少年。もしそうなら、どうして断る理由をきちんとちとせに説明しなかった？」

「うっ。それは……」

「後ろめたいところがまったくなかった、とでもいうつもりか？」

「いや、それはない……かも」

　ちなつはフウとため息いきをつくと、額ひたいに指を当てて首を振った。

「少年がちとせを研究所から連れ帰った時――」

「おう」

「少年は言ったな。必ず幸せにしてみせます。だから、ちとせをオレにください、と！」

　そんなこと言ったっけ？　と思ったが口を挟むと殴られそうなので黙だまって聞いていた。

「それなのに、このざまかっ」

　ちなつが立ち上がる。

　オレの喉のどに向かって手を伸ばしてくる。

「少年を切り刻んで東京湾の魚の餌えさにして、ちとせを連れて帰る」

「ちょっ。待った。話せば分か……ゲハッ」

　そのままものすごい力で絞められた。

「ギブ、ギブ。ギブだから」

　首を絞められたまま、後ろの壁をバンバンと叩たたいた。

　ちなつは手の力をちっとも弱めようとしない。それどころかどんどん絞める力を強めていく。

　このままじゃ窒息死の前に、首の骨が折れる。

（もう駄だ目めだぁ――）

　朦もう朧ろうとしてきた意い識しきが途切れる寸前になって、ようやくちなつは手を離した。

「ゼーゼー、ハーハー。死ぬ。マジで死ぬから」

　息を整えるオレを、ちなつが白い目で見下ろしていた。

「で、少年はこの責任をどうとるつもりなんだ？」

「いや、責任をとるとか、そういうんじゃなくて……」



    

  
    
      



    

  
    
      　一度深呼吸をして、それから改めてちなつを見た。

「謝りたい。ちとせ先せん輩ぱいに」

　ちなつは驚いたように目を丸くした。

「謝って、すむのか？」

「たぶん」

「ふん」

　ちなつは腕うでを組んで何やら考えこんだ後、また椅い子すに腰掛けた。

「二ふた股またの方はどうなる？　謝ったぐらいじゃ解決しないぞ」

「二股じゃないって」

「じゃああの前髪娘も入れて三みつ股またか？」

「いやだから、なんで話をそっちに持っていこうとするわけ？」

　結ゆ衣いに告白された話とかしていないのに。

「私が問題の本質を見抜いているから」

「ぐうっ」

　そう断言されると、そうかもって思ってしまう。

　たしかに最近のオレ、色んな気持ちの間で揺れている。今回のことだって、理由の一つがその揺れにあったことは間ま違ちがいない。

　でも――。

「……今はまだどうなるか分からないけど――」

　オレはまっすぐちなつの顔を見た。

「でも、すぐにきちんと結論を出せると思う」

　それは二股とか三つ股とか、そういうことを解決するだけじゃなくて、もっと広い意味で、結論を出すってこと。

「あと、それでどういう結論になったとしても、ちとせ先輩を悲しませるようなことには絶対にしない。これは誓える」

「ほーお」

　ちなつは唇くちびるを窄すぼめた。

　しばし、沈黙。

　睨にらみあったまま、時間が流れた。

「分かった。今回だけは見逃す。早くちとせを見つけて、謝ってくることだ」

　ちなつは椅子を回転させて、壁の方を向いてしまった。

「ただし、もし、今の誓いが嘘うそで、私のカワイイちとせを悲しませるようなことがあったら……」

「切り刻んで金魚の餌えさにしてくれてもいい」

　ちなつが顔だけこっちに向けて、人の台詞せりふを取るなって顔をしていた。

「ほら、行けっ。早くしないと、文化祭が終わるぞ」

「言われなくても行くって」

　ドアノブに手をかけた時、ふと、前からちなつに聞いておきたかったことを思い出して、振り返った。

「一つ、教えてほしいことがあるんだが」

「なんだ？」

　ちなつは振り向きもせずに答える。

「栗くり林ばやしちとせって知ってるよな？」

　その瞬しゆん間かん――。

　三畳ぐらいの物理教官室の気温が氷点下まで下がったような気がした。

　ガタッ。

　ちなつが立ち上がった。

「なぜその名前をお前が知っている」

　さっき、オレの首を絞めていた時よりもずっと怖こわい顔をした姫ひめ宮みやちなつが、オレを睨にらみつけていた。

　本ほん能のう的な恐怖心で心しん臓ぞうがバクつく。

「い、いや、あんたが海外の研究所かなにかで受けた賞の名前のリストに載のっていただけだが」

「ああ……」

　ちなつの顔から急速に怒ど気きが引き、部屋の温度も元に戻る。ちなつは再び、向こうを向いてしまった。

（なんなんだ、今の？）

　どうして名前を出しただけで、あんなにも過剰に反応を？　栗林ちとせって人と、過去に何かあったのか？　ちとせ先せん輩ぱいとなんか関係、あるのか？

　オレは口を開けて立ち尽くす。

「栗林ちとせは……」

　ややあって、ポツリと。白衣の背中が言った。

「栗林ちとせは、私の……。私の親友だ」



　　　☆



「くそっ、ホント、どこに行ったんだ？　ちとせ先輩」

　オレはまだ、校舎の中をグルグル走りまわっていた。

　知人に会えば、生徒会長を見なかったか訊きいた。でも、ここしばらく、ちとせ先輩の目撃情報はない。

　早く発見して、まず嘘うそをついていたことを謝りたい。それからもう一度、舞台に上がるよう説得したい。それもできれば『中の人』の姿で。

　もしかしたら、昨日の二の舞になって、また喧けん嘩か状態に戻るかもしれないけど、それでもいい。それが、ちなつと話していて気がついたオレの結論の一つかもしれないから。

　でもとにかく、まず、ちとせ先せん輩ぱいを見つけないことには始まらないんだ。

「もう一度、最初からまわってみるか」

　一番最初に行った生徒会長執務室へ足を向けた。

　執務室に隣接する生徒会会議室に入る。

「あっ」

　執務室のドアが開いていた。

　走っていって、ノックもせずにドアを開ける。

「ちとせ先輩！」

　いた。

　ソファーの横に、ちとせ先輩が立っていた。

「ごめんなさい」

　ドアを閉めると、すぐに頭を下げた。

「ちとせ先輩に文化祭に誘われた時、オレ、用事がある、なんて嘘うそをつきました。ごめんなさい。本当はあの時、文化祭二日目は結ゆ衣いとまわることが決まってました。でも、ちとせ先輩に言ったら怒ると思って、言いませんでした。ごめんなさい」

　下を向いたままごめんなさいを連れん発ぱつした。

　……。

　返事がない。

「あの、ちとせ先輩？」

　顔を上げた。

　ちとせ先輩はつったったままピクリとも動かない。

「うん？」

　どうも変。体が動かないだけじゃなくて、なんとなく顔に生気がないような気が……。

　オレはちとせ先輩にゆるゆると近づいていく。

「あの、ちとせ先輩？」

　やっぱり返事がない。目の前で手を動かしても瞬またたきしない。

「う――ん、これって」

　オレは横のソファーの上に立った。

「ちょっと失礼」

　ブラウスの一番上のボタンを外すと、背中に手を突っこんだ。

　ブラジャーのホックの裏辺りにある小さな突起を、思いっきり押しこんだ。

　プシュ――――――――――。

　勝手知ったる『外の人スーツ』。いつもの音と一緒に、上半身がパカッと開いた。

　中はもぬけの殻。『中の人』が入っていない。

「どこに行ったんだろう？」

　クンカクンカ、スーツの中に首をつっこんで鼻はなを動かす。

　オレ、今なんか変へん態たいっぽかったかも、とか思う。

　ちとせ先せん輩ぱい（中）の匂においがハッキリと残っている。まだスーツから出て、それほど時間は経たっていないみたいだ。

「もしかして、気が変わって劇げきに出る気になったのかな？」

　すぐに高たか山やまの携帯電話に電話してみた。

　ちひろさんもちとせ先輩も来ていないって返事。かなり焦った声で、オレでいいから早く帰ってこい、って言われる。

　もうちょっと待って、と頼んで電話を切った。

「じゃあ、どこに行ったんだ？　ちとせ先輩……」

『外の人スーツ』を脱ぬいで、文化祭の中を歩くなんてことがあるだろうか？

「とにかく、ここで待っていたらそのうち、帰ってくるだろう」

　こうなったら持久戦だ。

　オレはソファーの背もたれの上に座って、パックリ開いた『外の人スーツ』の中へ目を向ける。

　そういえば、最初にこれを見たのもここだったんだよなあ。

　もう半年近くも前のことだ。オレはちとせ先輩が落としたハンカチを持って、ここに来て、ちとせ先輩の体の上半身がパックリと開くのを見た。

　あの時は、憧あこがれていたちとせ先輩から知らない女の子が出てきてただパニクっていた。あの時に比べると、慣れたもんだ。

『外の人スーツ』だってマジマジと見ることができるし、『外の人スーツ』をちとせ先輩には思えない。

　クレマチス高校の生徒会長である姫ひめ宮みやちとせ（外）は、姫宮ちとせがこのスーツに入った時の仮の姿であって、あくまで本体は『中の人』なんだって。そう自然に思えるまでになっている。

　よく考えてみると、ものすごく異常事態。なのに、いつの間にか思考が慣れてしまっている自分がすごい。

「ちとせ先輩、早く帰ってこないかな」

　壁の時計をチラチラッと見る。



　シャラランランランー――♪　チェキラッ、チェキラッ♪



　静かな生徒会長執務室の中に、クレマチス放送部文化祭スペシャル放送が流す陽気なＰＯＰが鳴り響いている。

　そのギャップの中で、オレはソファーに座ったまま貧びん乏ぼう揺ゆすりをしていた。それほど嫌いでもなかったその曲が、嫌いになってしまいそうだ。



　シャラランランランー――♪　チェキラッ、チェキラッ♪



「ああ、もう！」

　足を床に踏みつける。

　その時だった。

　ＰＯＰの曲が急に止まった。

「歌の途中だけど、迷子のお知らせが入ってきました――」

　ＤＪオツマこと、放送部の大おお妻つま恵けい子こさんの声。

「○△市から来てくれた、久ひさ川かわ浩こう太たくん。この放送を聞いていたら、校舎正面の受付にダッシュだ。ママが待っているぞ。久川浩太くん、キミだ、キミのことだ。校舎正面の受付に今すぐダッシュ！」

　迷子のお知らせまで妙なハイテンション。

　って

「これだっ!!」

　ソファーから飛び降りた。

　この放送を利用できないか？

　オレは駆けだしそうになる。

「い、いやちょっと待て！」

　ドアを飛び出るよりまえに、急ブレーキをかけて立ち止まった。

　どうやってメッセージを送るんだ？　迷子のお知らせを出しても、たぶん、というか絶対ちとせ先せん輩ぱいは出てこない。

　それに、いきなりクレマチス高校放送部に行って喋しやべらせてくれって頼んでも変だし、そもそもそれはやっちゃいけないんだ。生徒会長選挙の立候補者は、公こう正せいを期すために校内放送の利用は制限されているから。

「じゃあどうする？」

　上半身がパカッと開いた『外の人スーツ』に目がいく。

　――やるか？

　もう一度、壁の時計を見た。

　時間がない。こうなったらやるしかない。

　オレはまた靴を脱ぬぐとソファーの上に立って、『外の人スーツ』の中を見下ろした。

　ゴクリと生なま唾つばを飲む。

　猫でも動いたんだ。

　だったらオレだって……。

「はっ！」

　目を瞑つむって飛びこむ。

　プニュ――って、弾だん力りよく性せいのあるものを足の裏が踏みつけていた。

「よし。やるぞ」

　深呼吸すると、上半身を手で閉めた。

　暗くら闇やみに包まれると同時に、体中を弾力性のあるものが包みこむように圧あつ迫ぱくし始める。

　プツッ。

　一瞬、意い識しきが途切れたような感覚がして、その直後、目の前の映った真まっ黒くろなスクリーンに文字が浮き上がった。

『Esos:External Suit Operation system』

　浮き上がった文字が点滅しながら消えた瞬しゆん間かん、真っ暗だった視界がパッと開かれた。

（す、すごいっ！）

　モニターに映し出されたカメラの映像を見ている感じじゃない。本当に自分の目で何かを見ているような感覚だ。

　視覚だけじゃない。

　手を動かそうと思うと、自分の体のようになんの違和感も、時間差もなく動く。

「こ、こいつ動くぞ！」

　目の前で手を結んで開いてしながら叫んだ。もちろんちとせ先せん輩ぱいの声で。

　奥の鏡の前に立つ。

　そこにはクレマチス高校生徒会長・姫ひめ宮みやちとせが立っていた。

　自分がさっき外したブラウスのボタンを留めて格かつ好こうを整える。

「私が生徒会長の姫宮ちとせです」

　長い髪をハラリとやって、ちとせスマイルを浮かべた。

　美しい……、かっこいい……。

　完かん璧ぺき。鏡の中の自分に見とれてしまうくらいだ。

「これならいけるぞ」

　いや――。

「これならいけるわ！」

　もう一度ちとせスマイルを浮かべると、長い髪を棚引かせながら駆け出した。





「せ、生徒会長!?」

　クレマチス高校放送部の部室兼放送局の扉とびらを開けると、部員たちが驚きの表情を浮かべた。

「生徒会長、今日は、出演の予定なかったですよね？」

「ちょっと放送を使わせてもらえないかしら」

　オレはズンズンと放送室の方へ向かっていく。

「ちょっと待ってください。今、放送中ですよ」

「分かってるわ」

　放送室の扉とびらに立ちはだかる一年生の男子部員の顔を見る。

「でも、本当に大切なことなの」

　肩に手を乗せる。

　男子部員の顔がみるみるうちに赤くなるのが分かる。

「分かりました。でも、ちょっとだけですよ」

「ありがとう」

　最後にちとせスマイルを決めると、男子部員はもうノックアウト状態で、どうぞどうぞと放送室の扉への道を開けてくれた。

　中でＤＪをやっている二年生に、マイクで何か言ってくれた。

「驚いたことに、ここにクレマチス高校生徒会長、姫ひめ宮みやちとせさんが来てくれたぞ―――。なんでも緊急メッセージがあるみたいだ――」

　ＤＪと入れ替わる形で放送席につく。

「あ――あ――」

　口の前のマイクに向かって喋しやべった。

　喋って、喋ってってＤＪに合図された。

「ええっと――、こんにちは。姫宮ちとせです」

　スピーカーから流れてくるちとせ先せん輩ぱいの声に変わった自分の声に緊きん張ちようする。

「ええっと、そのう……」

　やばい。言いたいことが口から出てこない。

「えっと、そのですね――」

「どうしちゃったのかな、生徒会長。いつもと違ちがって緊張してるんじゃない？」

（えっ？）

　放送席の方を向いた。

　ガラスの向こうでヘッドマイクをつけたＤＪが片目を閉じて親指を立てていた。

　フォローしてくれているんだ。

「いや、こんな緊張した生徒会長を見るのは初めて。もしや緊急メッセージがそれぐらい重要なのかな？」

「そう。そうなのよ」

「誰に対してのメッセージなのかなあ？」

「ええっと、それは――――。私のとって大切な人です」

「大切な人、いただきました。わあ―――――」

　ＤＪの拍手と一緒に、ピコピコピコ――って鳴り物のＳＥが鳴り響く。

「しつも――ん。生徒会長のその大切な人って、男性ですか？　それとも女性？」

「ええっと……女性です」

「な――んだ。ちょっとガッカリ。でも……実は、本当は、男性ってことは？」

「違ちがいます」

　いつの間にかＱ＆Ａになっていた。

「最近、クレマチス高校の新聞・放送各部で話題になっている、一年生の男の子はどうなんですか？」

　ブ―――ブ――――ってＳＥが入る。

　なんでオレだけブ――ブ――なんだよ、なんで。

「ええっと……」

　なんて答えればいい？

　代打のオレが勝手にできるわけがないし。

　こんな時、ちとせ先せん輩ぱいはなんて言ってるっけ？

　あっ。そうだ。

「ご想像にお任せいたしますわ」

　前髪をかきあげてみた。

「前髪ハラリ、いただきました――。わ―――」

　ペコペコペコ――。

「生徒会長の大切な人……。それはあなたかもしれませんね。じゃあ、生徒会長の緊きん張ちようが和らいだところで、そろそろメッセージをいただきたいと思います」

　ではっ、とＤＪが合図する。

　オレはありがとうって、ＤＪに向かって親指を立てた。

　もう一度、目の前のマイクを見る。

　お陰でだいぶリラックスできたけれど、やっぱ緊張はする。

　大きく息を吸いこむと、マイクに唇くちびるを近づけた。



『たぶん――』



　いきなり言って後悔する。

　こんな始めかたでいいのかって。



『たぶん、あなたは今、学校のどこかでこの放送を聞いていると思います。あなたはどうして、この声が聞こえてくるのか不思議に感じているかと思います。

　今この言葉を話しているのは、あなたが想像している通りの人です』



　知らない人には意味が分からない。

　でもちとせ先輩になら届くと思う。



『本当はあなたの目の前で言いたくて、捜したのだけど会うことができませんでした。だからこの場を借りて言わせてください。



　嘘うそをついてごめんなさい。

　言い訳はしません。きちんと説明するべきだったと思います。



　もしかすると、あなたは許してくれないかもしれません。

　でもそれでもかまわないの、もう一度、あなたの前で言わせてください。

　ごめんなさい、と』



　こんなことを学校中に放送しちゃっていいのかな、と思ってしまう。普通の人には意味が分からないし、もしかしたらちとせ先せん輩ぱいだって聞いちゃいないかもしれないのに。

　でも、言えたお陰で、胸むねがすっきりとした。他人の姿を借りて話したというのに、胸の中に溜たまっていたモヤモヤが減った気がする。

　ようし。このまま全部、話しちゃおう。



    

  
    
      



    

  
    
      『もう一つ言いたいことがあります。



　勇気のこと。

　たぶん、何をする時でも、ちょっとした勇気がいることってあります。

　私だってそうです。

　いまこうやって、この姿でここでマイクに向かって話しているのも、相当の勇気をふりしぼってやっています。

　理由はあなたに言葉を伝えたいから』



『勇気を出してなにかをするのは大変です。

　いろいろと疲れちゃいます。

　でももし勇気を出してなにかできたら、きっとなにかを掴つかむことができます。



　もしかしたらそれはなにかの結果に直接は結びつかないかもしれません。

　でも、たぶん。

　勇気を出してそこまでやった自分に自信が持てると。

　だから、勇気を出して頑がん張ばってください。

　それがあなたにとって、一番大事なことだと。

　私はそう思います』



　オレだってちとせ先輩の体を借りずにこんなことを言えるほど、勇気があるわけじゃない。今日この後ある演説だって本当は出たくなんかない。

　なのにこんなことを言ってるのは、ちとせ先せん輩ぱいに『中の人』の姿に自信を持って、出てきてほしいから。今、オレが着ているこの被り物を脱ぬぎ捨てて。

　ちとせ先輩――。

　ちとせ先輩、聞こえていますか？



『最後に。

　放送中に個人的なメッセージを送る機会をくれた放送部のみなさんと最後までこのメッセージ聞いてくださったすべてのみなさんに感謝を』



　放送室側に顔を向けるとＤＪの女の子が親指を立てていた。他ほかのみんなも手を叩たたいてくれているし。

　フウ――。

　肩からどっしりと重みが落ちた気がした。

　ヘッドフォンを取って立ち上がると、ガラス張りの向こうに頭を下げた。





　生徒会執務室に戻った時、時間は既に三十分を過ぎていた。

　高たか山やまのヤツ、焦ってるだろうな。

　執務室のドアを開ける。

　薄暗い部屋の中は静かで、出てきた時のままだ。

「やっぱ駄だ目めか」

　あの放送を聞いてくれたらきっと出てきてくれると思っていたのに……。

　ゴソゴソ――。

　物音がした。

　前ぜん庭ていに面した窓まど脇わきにある生徒会長の机の近くからだ。

　駆け寄る。

　机の下に四つんばいの女の子がいた。

　女の子が顔を上げる。

　目があう。

　充血した大きな瞳ひとみ。

「ち、ちとせ先せん輩ぱい！」

　そう。それはちとせ先輩だった。以前、見た、クレマチス高校の制服の格かつ好こうで。

「って、なんでこんなところに？」

　ちとせ先輩は恨うらみがましい顔でこっちを見ながら、ウッショウッショと机の下から出てくる。

　立ち上がると、こっちを指差した。

「その前に、それを脱ぬいでくださいです。話しづらいです」

　そうか。オレ、まだ『外の人スーツ』を着たままだ。

「あ、でも、これどうやって脱ぐのかしら？」

「その喋しやべり方もやめてくださいです」

　背中に手を入れようとしていると、ちとせ先輩はぶうと唇くちびるを結んだ。

「下の歯はの一番奥に小さなスイッチがありますから。それを噛かんでください」

「なんだか加速しそうですね」

　言われた通り歯のスイッチを押すと、プチノイズと一緒に視界が真っ暗になり、いつものプシューと同時に上半身が開いた。

「狭せまく、なかったですか？」

　懸けん垂すいをするような格好をしながらスーツから飛びおりると、ちとせ先輩が『外の人スーツ』の中を心配そうに覗のぞきこむ。

「いえ、ピッタリでしたよ。オレだって小柄な方ですし」

「後で姉ピョンに言って、殺菌してもらうです」

　ひどい言われようだ。

「それで……どうしてこんなところから出てきたんですか？」

「ずっとここにいたですよ！」

　ちとせ先せん輩ぱいは小さな腕うでを組んでこっちを向いた。

「ずっと？　っていつから？　なんで？」

「ここで泣いていたですよ。ちとせは、泣く時はスーツを脱ぬぐようにしてるです」

「って、じゃあ、さっきオレがここに来た時……？」

「ここにいたですよ。純すみ人とが来たから、机の下に隠れたです」

「ど、どうして出てきてくれなかったんですかぁ。オレ、学校中を探したんですよ」

「ウソツキの純人の顔なんて、見たくなかったですから」

「ううっ……」

　ちとせ先輩はまだ口を河ふ豚ぐみたいにして、こっちを見ている。

「それで……。ちとせに嘘うそをついて、神楽かぐらちゃんとデートして、おまけに屋上で、その……あ――んなことをしていた言い訳を聞かせてほしいです」

「いや、あれはですね。その、つまり、事故なんです」

「嘘をついたのが事故ですかあ？」

「いやそっちは事故じゃないです。あれは単に、結ゆ衣いと先に約束があって、それを言ったらちとせ先輩が怒りだしそうだから、言わなかったんですよ」

「ちとせはそんなことで怒ったりしないです。本当のことを話してくれなかった方がよっぽど怒るでありますよ？」

「はい……。ごめんなさい。考えが足りませんでした」

「それで……」

　ちとせ先輩がチラリと横目でオレを見る。

「屋上の方は？　あれは何が、どういう事故ですか？」

「悪いのは要よう垣が内うちです」

「またそうやって人のせいにするう」

「いや、本当ですって。本当に要垣内のせいなんですよ。ヤツがロケットをオレの頭に向かって発射して、そのせいで……。いや、そもそも元は、ラブラブ度チェックに出たのがよくなかったかも？」

　オレは手を動かしながらまごまごする。

　クスッ――。

　ちとせ先輩が口に手を当てて笑っていた。

「もういいですよ」

「え？」

「純人の気持ちは、分かっているつもりです」

　胸むねに手を当てた。

「純人が『外の人スーツ』を着てどこかに行ったことに気がついた時は、どうしようかと思ったです。あの格かつ好こうで変なことされたら、どうしようって」

「そんなこと、しませんって」

「でも、放送で私の、『外の人スーツ』からのメッセージが聞こえてきた時は、嬉うれしかったです」

「…………」

「声は違ちがいましたけど、純すみ人との言葉、ちとせに届いていましたよ」

　ちとせ先せん輩ぱいは胸むねに手を当ててオレを見た。

　その仕し草ぐさが可愛かわいくて、思わず顔を仰のけ反ぞらせてしまう。

「そう……オレ、一つ勘違いしていました」

「へっ？」

「前にちとせ先輩に、『外の人スーツ』に入ったら、オレだって怖こわくないって言ったじゃないですか。でもそんなことなかったです。『外の人スーツ』に入っていても、マイクの前に座れば緊きん張ちようするし、喋しやべる前はドキドキしました」

　きっとちとせ先輩だって『外の人スーツ』に入っただけで、緊張がぜんぜんなくなるなんてことはないんだと思う。

「そうですよ。『外の人スーツ』に乗るだけでちとせが完かん璧ぺきになれるなんてこと、ないんです。スーツはちょっとだけ、ちとせに勇気をくれるだけです」

「オレも、そうなんだなって、思いました」

　それが分かっただけでも、『外の人スーツ』に乗ることができてよかったと思う。

「純人……」

　ちとせ先輩が大きな瞳ひとみをなにかに期待するみたいに光らせて、オレを見る。

「メッセージの中で純人が言っていた大切な人って、ちとせのことですよね？」

「そりゃ、もちろん」

「ちとせに勇気を出せって。そう言ってたんですよね？」

「ええ。オレだってこの後ある演説に、まだビビッてて、ちとせ先輩に言える立場じゃないんですけど……」

「そんなことないですよ。立派な演説でしたです」

「そうですか？　でも、ちとせ先輩の格かつ好こうをしていましたし」

「それでもいいんです」

　ちとせ先輩はぶんぶんと首を振る。

「純人があんな風に頑がん張ばるんだったら、…………ちとせも頑張ろうかなって」

「ちとせ先輩？」

　ちとせ先輩の顔をまじまじと見る。

「純人の言ってた通り、勇気を出さなきゃいけない時って、あるのかなって。もしかしたら、それが今なのかなって」

　うんうんと頷うなずいた。

「それに、劇げきに出るだけなら誰かと面と向かって話すのに比べて怖くないと思いますですし……」

「そうですよ」

「観客席に座っているのが、みんな犬だって思えば平気かも」

「みんな犬……ですか？」

「そう。みんなジーグだって。純すみ人とだって思えば怖こわくない」

　ちとせ先せん輩ぱいが拳こぶしをつくってみせる。

「ちとせ先輩……本当に出るんですか？」

「はいっ。勇気を出して、出てみようと思います」

　オレは下を向いていた。体が小さく震ふるえる。

「純人……どうしたですか？」

　ちとせ先輩が心配そうな声を出して顔を覗のぞきこもうとする。

「ちとせ先輩！」

　肩をギュッと抱きしめてしまった。

　一瞬、間があって――。

「ちょ、ちょっと。純人」

　ちとせ先輩に背中をポカポカと叩たたかれる。

　我に返って離す。

「す、すみません」

　自分の顔が急速に赤くなっているのが分かる。

「なんかちとせ先輩からあんな台詞せりふが出てきたら急に胸むねがいっぱいになっちゃって。なんだか嬉うれしくなっちゃって」

　ちとせ先輩も真まっ赤かな顔で目をしばたかせている。

「だ、だからって、衝動にかられて、あんなことしちゃ駄だ目めです。ジ、ジーグだって待てっていったら待つですから」

「すみません」

「……べ、べつにイヤじゃなかったですけど……」

「えっ？」

「そ、それよりも。劇げきってまだ間に合うですか？」

「ああっ!!」

　壁の時計を見る。

「やばいっす。もうかなりの遅刻ですよ！　急ぎましょう!!」

「はいです」

「あああ、でも、その前にスーツをなんとかしないと！」

　机の下に隠して部屋に施錠するぐらいしか時間がない。

「なんとなく、純人の匂においがするです」

『外の人スーツ』を移動させていると、中に頭を入れたちとせ先輩がクンカクンカ鼻はなを動かした。

「それ、ちょっと危ない人みたいですよ」

「えへへへ」

　つられて笑った。

　乗った時、オレも同じことをしたとは、あまりに恥ずいので言えなかったわけで。





　大講堂に到着したのは開幕十分前だった。

　楽屋にオレとちとせ先せん輩ぱいが入ると、ピリピリとした雰ふん囲い気きに包まれた。他ほかの出演者の人は既に着替えを終えて、出番を待っている。

　高たか山やまに怒られるのを覚悟していたが、意外にそんなことはなかった。というか、そんな時間的余裕がなかったのだ。

　ちとせ先輩は衣装を持った高山に連れられて更衣室に行くと、ほとんどすぐに出てきた。

　明るい色のシンプルな子ども用のワンピースドレス。

　ネバーランドに住んでいる女の子の一人、という設定だからそんなに目立ってもいけないし。

「リボン、一度とりますわよ」

　高山はちとせ先輩の後ろに回って、リボンを外すと、意外にも器用な手つきでみつあみを編み始める。

「台詞せりふは覚えておられますわね」

「はい。『わたしも大人になりたいの、ピーターパン！』と『わたしたちも島を出ていくわ』ですう。その後、ピーターパンを殴り倒すです」

　いや、殴っちゃ駄だ目めだろ。ピーターパン役の女の子がビビッテルよ。

「オッケーですわ。出るシーンはあそこと最後だけですから、それほど緊きん張ちようすることはありませんわ」

「はいです」

「一つ。舞台の上では、絶対に顔を上げて台詞を言わないと駄目ですわ。今、みたいに下を見て話しては駄目。分かりますわね」

「はい……です」

　自信なさげにちとせ先輩は頷うなずいた。

「さあ、みなさん。今日、劇げきに出ていただきます少女Ｃの完成ですわ」

　高山が手鏡をちとせ先輩に渡す。

　耳の周りに輪を作ったみつあみに、リボンを結んだヘアスタイル。

　ちとせ先輩はちょっと戸惑いながら、高山に頭を下げる。

「ありがとです。カワイイです」

「ピーターパンに騙だまされそうな、純朴な田舎っ娘こをイメージしましたのよ」

　ドッと笑いが起きた。ピリピリした雰ふん囲い気きが少し和む。ちとせ先せん輩ぱいはむくれていたけど。

「じゃあ、頑がん張ばってですわ」

　ちとせ先輩の背中をパンと叩たたくと、高たか山やまはメガホンを取った。

「そろそろ時間ですわ。照明を消して、幕まくを開けるのよ！　さあわたくしたちの劇げきを始めましょう」

　出演者たちが一斉に立ち上がった。高山について舞台へと向かっていく。

　急に部屋がガランとする。

「どうです、可愛かわいいですか？」

　ちとせ先輩はオレの前までやってきて、両手を挙げて、クルリと回転してみせた。

「みつあみ、可愛いですよ」

「ぶう――。みつあみだけですか？」

「いや、ちとせ先輩もメチャカワですよ。…………メチャカワの田舎っ娘こです」

　ポカポカと叩かれた。

「じゃあ、オレは観客席の方に行きますから」

「ええ――。ここにいてくれないですか？」

　不安そうな表情を浮かべた。

「高山の劇を見てみたいですし、ちとせ先輩の顔を席の方から見たいですから」

「でも、ちとせ、舞台の上で顔を上げられるかどうか不安です」

「大丈夫ですよ。ちとせ先輩も言ってた通り、みんなジーグだと思っちゃえば。そのどこかに本物の二代目のジーグがいるから探してみてください」

「う――ん」

　それでもちとせ先輩の顔は完全には晴れない。

「……じゃあ、ナデナデしてください？」

「ナデナデ？　ああっ。いいですよ」

　ちとせ先輩の頭に手を載のせて動かした。

　なんだかこの感触、久しぶりだな。

「えへへへ――」

　ちとせ先輩が両手を押さえる。

　不安は消えていってくれたのかな。

「オホン。アツアツのところを悪いんですけど、そろそろこちらに来ていただけませんか？　そろそろ幕をあげますわよ」

　舞台に上がる階段の上から、ほんの少し頬ほおを紅潮させた高山がこちらを覗のぞいていた。

　オレはパッと手を引っこめた。

「じゃあ、また後で。この劇が終わったら、今度はオレの番ですから」

「はいです。じゃあ」

　ハイタッチすると、舞台の方へ上がっていくちとせ先輩を見送って、オレは楽屋を出た。

　出たところで後ろを振り返る。

　ふと、不安になった。

「ああは言っても、大丈夫かな。……ちとせ先せん輩ぱい」

　たしかに舞台の上にコミュニケーションはない。だからって、『中の人』の姿をみんなの前で曝さらけ出だすことが本当にできるのか。ぶっつけ本番で。

　実際、ちとせ先輩、最初は劇げきに出るのを躊躇とまどっていたわけだし……。

「よしっ」

　オレは小さく頷うなずくと、そのまま講堂には向かわず校舎へダッシュした。

　もしかしたらアレが、役に立つかもしれない。



　　　☆



　息を切らせながら講堂に戻ってくると、観客席は満員御礼だった。クレマチス高校の生徒だけでなく幅広く集まったみたいで、大体、半々ぐらいか。

　高たか山やまから押さえてもらっていた前の方の席に座るのと同時に、照明が落とされた。

　観客席のざわめきが急速に静まる。

　幕まくが上がった。



　ウエンディの寝室のセット。

　そこへピーターパンとティンカーベルが一緒に幕の陰から走って現れる。



「ここなら上玉の子どもたちがいそうだわ」



　ティンカーベルらしからぬ台詞せりふで、いきなり場内はクスクスという笑いに包まれる。

　みんなものすごく練習してきたんだろうなって、すぐに分かるくらいの迫真の演技。高山もサークルのみんなも、演劇部の復活がかかっているから、気合の入りようが違ちがう。



　オレは少しずつ物語に入りこんでいく――



　ネバーランドへ到着したウエンディ。

　子どもしかいない島に初めは感激していたが、次第に疑問を持ち始めていく。

　歓迎の祭りの夜。フック船長と出会ったウエンディは島を出ていく決意をする。



「ネバーランドは時間が止まった島。だから夢の島なんかじゃないわ。だって私の夢は未来の私にあるもの」



　観客席に向かって両手を広げたウエンディの声が講堂中に響き渡る。

　その演技の迫力に、思わず目の奥がグッと熱くなった。前の席で女の子がハンカチを目に当てていた。その刹せつ那な、観客全員の心が一つになっているような、そんな気がした。

（すげえな）

　まだ劇げきは半ば。だけど、なんとなく分かる。

　きっとこの公演は伝説になるって。

　だからこそ、ある不安が脳裏を過よぎる。

　ちとせ先せん輩ぱい……。もし舞台の上で失敗したりしたら。

　たった一つの歯車のズレが、それまで完かん璧ぺきだったものを破壊してしまうことがある。その原因にちとせ先輩がなったりしたら……。

　オレは校舎から取ってきた紙袋の中身をそっと握にぎり締めた。



　ちとせ先輩の登場するシーン10が近づいてくる。



　ウエンディたちに扇動されたネバーランドの子どもたちがピーターパンたちに初めて反旗を翻ひるがえしていくシーン。

　いつの間にか幕まくの陰に少年Ａ、少女Ｂ、そして少女Ｃ役のちとせ先輩がたたずんでいた。

　ちとせ先輩、うつむいて体をブルブルと震ふるわせている。少女Ｂ役の女の子が励ましているみたいに見えた。

（やばい……）

　ちとせ先輩（中）が下を向いているのはテンパっている時なんだ。



　そして……、シーン10。



　幕から飛び出してくる少年Ａと少女Ｂ。

　少女Ｃは？

　ちとせ先輩、幕の陰で未いまだにうつむいたままだ。震えたまま出てきそうにない。

（まずっ！）

　オレは紙袋の中身を取り出すと、迷わず装着した。

　そして、心の中で叫ぶ。

（こっちを見て、ちとせ先輩！）



　まるでその声が届いたかのように、ちとせ先輩がゆっくりを顔を上げた。

　しかし、沢山の観客の視線に怯ひるんで、またすぐにうつむこうとする。

　その時――。

　ピタッ。下ろしかけたちとせ先輩の顔が止まった。

　オレと目と目があう。

　ポカンとした表情の後、笑みがちとせ先せん輩ぱいの顔いっぱいに広がる。

　コクリと一度頷うなずくと、先に出ていった二人を追って幕まくの陰から飛び出した。

（よおっし！）

　取ってきてよかった。

　犬の被り物。

　ちとせ先輩のトレーニングに使っていたアレだ。これを被ることでオレはジーグになれる。ジーグを見ればきっとちとせ先輩は勇気が出るって、そう思ったから。

　周りにどんな目で見られているかなんて、そんなことは考えないことにした。



　ちとせ先輩は舞台の中心まで走りでると、少年Ａ、少女Ｂと一緒に、ピーターパンを取り囲んだ。

　さあ、そして、ちとせ先輩の台詞せりふの番。



『わたしも大人になりたいの、ピーターパン！』



　ビシッ！　と、ピーターパンを指差す。

　見てる。いや、睨にらんでる。



    

  
    
      



    

  
    
      　ちとせ先せん輩ぱいはしっかりとピーターパンを見据えていた。

（ちとせ先輩!!）

　声もよく通ってて、少年Ａや少女Ｂに負けてない。見み事ごとな演技。アドリブの指差しも、決まってる。



『わたしたちもこの島を出ていくわ』



　ちとせ先輩が両手を広げながら、観客席の方を向いた。

　しっかりと顔を上げて見渡す。

（あっ）

　また、ちとせ先輩と目があった。

　すぐに通りすぎたのに、ドキドキする。

（これって……）

　いつか覚えた感動。入学式の時、壇だん上じようから見渡した『外の人スーツ』を着たちとせ先輩と、目があった時の。あの時の気持ちだ。



『そんなことはさせない！』

『やめて！　そんな緑の手で触らないで!!』

　ちとせ先輩がピーターパンを突き飛ばす。

『緑なのは生まれつきなんだから仕方がないだろう！』

　ちとせ先輩のアドリブの台詞せりふにピーターパンもアドリブで返す。

　クスクスッて笑いが起きた。



　少年Ａ、少女Ｂ、少女Ｃが幕まくから消えて、シーン10は終わる。

　ちとせ先輩の出番はこれだけだ。

「今の女の子、可愛かわいかったね。どこの学年の子だ？」

「うん。あんまり見たことない気もするけど」

　周囲の囁ささやき声が耳に入ってくる。

　短いシーンだったけど、見てる人になかなか大きなインパクトを与えたみたいだ。ちとせ先輩の正体を探る話になったら、大変なことになるかもしれないけど。

（すごいや、ちとせ先輩……）

　ほんの少し、目頭が熱くなった。

　ちとせ先輩は顔を上げて、観客席を見渡していた。

　たぶん『中の人』の姿でやったのは初めて。

　これで少しは改善したらいいな……対たい人じん恐きよう怖ふ症しよう。



　舞台は再びウエンディたちを中心に進む。

　ウエンディはピーターパンと黒幕ティンカーベルの猛もう追ついをふりきろうとする。

　途中、ちょっとウエンディといい雰ふん囲い気きになったフック船長が犠牲になるシーン、周りの女の子たちが涙ぐんでいた。

　死闘の末、ティンカーベルがワニに食べられ、ウエンディたちが遠くにロンドンの灯を見つけたところでフィナーレ。

　拍手。

　われんばかりの喝かつ采さいが大講堂に鳴り響いた。

　カーテンコールで劇げき団員全員が並び、一人一人頭を下げていく。

　ちとせ先せん輩ぱいも一番端の方で、やっぱり下を向いて立っていた。

　頭を下げた時、ほんの少しだけ拍手が大きくなった気がした。

　ちとせ先輩は見ていた一部の観客の心を掴つかんだみたいだ。





　幕まくが下り、大講堂から少しずつ人が減っていく。

　舞台の上の大道具が速やかに取り除かれて、通常の公演台のようなものが戻された。

　オレは未いまだに椅い子すに座ったまま、舞台の方を見ている。

　横の席に誰かが座った。

「どうして楽屋に迎えにきてくれなかったのよ。抜け出すの大変だったのに」

　ちとせ先輩だった。『外の人スーツ』の中に入った。もう生徒会執務室に戻って、『外の人スーツ』を回収してきたらしい。

「ちとせ先輩の演技に感動して、ちょっと立ち上がることができなくて」

「よく言うわ」

「いや……。でも半分は本当ですよ」

　ちとせ先輩をの方を見る。

「すごいじゃないですか。ちとせ先輩、ちゃんと、顔を上げることできましたね」

「当然でしょ」

　ちとせ先輩はえっへんと胸むねを張った。

「それもあんなアドリブまできかせちゃって……。もしかして、ちとせ先輩、演劇の才能があるんじゃないですか？」

「そうなのかな……。実は高たか山やまさんに誘われちゃった」

「へえ」

「でも、ちひろなんて女の子は『クレマチス高校』にはいないから、無理ね」

「今のところはそうですね」

「うん、今のところはね」

　ちとせ先輩が桃色の唇くちびるを綻ほころばせた。

「でも、『中の人』の姿であれだけの沢山の人の顔を見ることができたのはすごいです。大成長じゃないですか」

「純すみ人とのお陰。観客がジーグに見えれば、とは言っていたけど、まさか本当に犬の格かつ好こうをしているなんて思わなかったわ」

「これを見たら、ちとせ先せん輩ぱい、トレーニングの時のことを思い出せるかなって」

　紙袋に戻した犬の被り物をちとせ先輩に見せる。

「うん、思い出せたわ。それで勇気が出た。ありがとね、純人」

「いえいえ、どういたしまして」

　二人でにっこりと微笑ほほえみあう。

「それで……。どうですか？　これで『外の人スーツ』は脱ぬげそうですか？」

「うん、それ無理」

　ちとせ先輩はあっさり首を振った。

「純人も言ってたけど、演劇って一方的な関係だもの。コミュニケーションじゃあない」

「まあそうですよね」

「でも……、最後にみんなの喝かつ采さいを受けたお陰で、ちょっとだけ自信がついたかも。『中の人』の姿に」

「そうですか！　やった」

　オレが期待したのはそれだったんだ。

「たぶんあともうちょっと。もうちょっとで、私、『外の人スーツ』をみんなの前で脱げると思うわ」

「じゃあオレはそれまで頑がん張ばりますよ」

「期待してる」

　ニッコリ笑いあって、ハイタッチした。

　その日はたぶん近い。

　初めて会った時、ちとせ先輩は『外の人スーツ』から出ることすらできなかった。でも、すぐに『中の人』の姿でオレと話せるようになったし、今では条件つきではあるけど他ほかの人の顔だって見られるようになった。ものすごい速さで進歩してる。

　もうちょっと。

　本当にもう少しでちとせ先輩は『外の人スーツ』を脱いで、今まで学校のみんながちとせ先輩だと思ってきたモノの正体を明かしてしまう。

　その時、みんなはどんな反応を示すか。

　それだけが怖こわい。

　脱げば終わりってことには絶対にならない。きっと沢山の不満が出て、ちとせ先輩はその矢面に立つことになる。

　その時、オレはちとせ先輩を守らないといけない。ちとせ先輩のスーツを脱がしただけじゃなくて、その後の責任もきちんととらないと。

　だからオレは生徒会長になるって、決めたんだ。

　劇げきの終了後、誰もいなくなった大講堂に再び人が集まり始めた。

　対立候補の人たち。投とう票ひよう権のない先生や文化祭に訪れた一般の人たちの姿もある。新生徒会長候補による演説を聞きにきた人たちだ。

「候補者のみなさんは壇だん上じようへお集まりください」

　選挙対策委員会のアナウンスが聞こえた。

　いつの間にか壇上の舞台装置が撤去されて、演説台が置かれている。

「次はアンタの番よ」

　ちとせ先せん輩ぱいが挑発するような目をした。

「大丈夫？　前はものすごく緊きん張ちようしているようなことを言っていたけど」

「ええ、たぶん」

　立ち上がるとポケットから折りたたんだ紙を取りだした。ちとせ先輩に渡されたカンペだ。

　ちとせ先輩に渡す。

「使わないの？　それとも暗記したの？」

「実はこんなの書いちゃったんです」

　もう一枚出した。

　昨日の夜、眠れずにずっと机に向かって書いていた。

　ちとせ先輩が目をキッと三角形に尖とがらせた。

「要するに私のは要いらないってことねっ！　せっかく作ってあげたのに」

「い、いや、決してそういうわけじゃないんです。ただちとせ先輩のやつをベースに、ちょっと自分の意見とかそういうのを入れてみただけで……」

　慌あわてて言い訳した。

　ちとせ先輩がウフッて笑う。

「文法の間ま違ちがった日本語とか使ってたら、演説中に思いっきりブーイングしてあげるから」

「それだけは勘弁してください」

　もう一度笑いあってハイタッチ。

「じゃあ、頑がん張ばってきて」

「はいっ」

　次々と集まってくるクレマチス高校の生徒たち。たぶんみんなのお目当てはオレ。ちとせ先輩に指名された一年生の男子が何を喋しやべるのか、みんな興きよう味みを持っている。

　壇上へ目を向ける。

　ライトアップされた演説台。あそこでこれからオレは喋るんだ。

「よおっし」

　オレはパチンと頬ほおを叩たたき、舞台に向かって歩き出す。

　ちとせ先輩だって勇気を見せた。

　言い出しっぺのオレがやらないわけにはいかないもんな。





　壇だん上じようから見渡す。

　講堂を埋め尽くす観かん衆しゆう。その誰もがオレに視線を向けている。現生徒会長にして、学校一のアイドルが指名した次期生徒会長候補、要するにオレが何を喋しやべるのか注目している。

　スポットライトが眩まぶしい。

　これっ、だよな。

　この光を浴びるのが嫌いやだったんだ。

　だから、小さい時からずっと目立つことを避さけてきた。小学校の時も中学校の時も、できるだけ目立たないような学校ライフを送った。高校も同じ路ろ線せんでいくつもりだったのになあ……。

　前の方の席に座るちとせ先せん輩ぱい。嬉うれしそうに笑って小さく手を振っている。まるで運動会で子どもを応援する母親みたいだ。見ていると、思わずこっちがにやけそうになってしまう。

　ちとせ先輩――。

　入学式であの人を見た瞬しゆん間かんに変わっちゃったんだよな、オレの路線ってば。

（よしっ）

　スッと息を吸いこんだ。



　じゃあ、始めようか――。



「一年Ｃ組の星ほし野の純すみ人とです。

　今日はオレがクレマチス高校の生徒会長になれた時に取り組みたいことと、オレがどんな奴かってことを話そうと思います」

　チラッと顔を上げた。

（ワワッ）

　怯ひるむ。全方位から見られている。ものすごいプレッシャー。よく耐えられたな、ちとせ先輩。

「オレが生徒会長になったら、学校の生徒みんなが幸せになれるような学校づくりを目指します。みんなというのはオレも含めて本当にみんな、全員です。だから、もし、オレが生徒会長をやっている間に、学校の誰かが不幸になるようなことがあったら……」

　もう一度、顔を上げた。

　ちとせ先輩のいる方を見る。始まる前とは違ちがって真しん剣けんな表情でオレを見ている。

　グッと生なま唾つばを飲みこむ。

「不幸になるようなことがあったら、オレはその人が幸せになれるように、頑がん張ばりたいと思います。あらゆる努力をします。もし戦わなきゃいけない時は戦います。めちゃくちゃ曖あい昧まいかもしれませんが、それがオレの生徒会長としての目標です」

　――。

　もしかしたら、オレ、学校中に嘘うそをついているのかも。だって、オレが本当に不幸から守りたいのは学校のみんなじゃなくて、ちとせ先せん輩ぱい一人だから。

「オレは一年生です。半年ぐらい前の入学式の時、一つか二つしか変わらない上級生が妙に輝いて見えて、高校ってところはすごいところだと感じました。でも通っているうちに、高校にいれば誰もが輝けるわけじゃないって気がついて……、それでも別に何かしようと思ったりはしなかったです。

　ただ、突然、目標ができました。できたきっかけは偶ぐう然ぜんだったのですが、なんとしてでも、心からやり遂げたい目標です。それで少しだけ、高校生活が変わることができたような気がします。

　あの時見た人のように輝きたいとか、そんな風には考えていません。たぶん、これからも考えません。

　でも、もし目標に近づくことでいつの間にか輝けていたら――。

　それはちょっといいかなって、最近はそう思えます。

　

　短くて、すみません。以上です。

　

　ご静せい聴ちよう、ありがとうございました」



    

  
    
      エピローグ





　窓ガラスに映りこんだオレンジ色の火の粉が、チカチカと煌きらめく。

　クレマチス高校文化祭の最後を彩いろどるキャンプファイヤーが前ぜん庭ていで焚たかれていた。

　すっかり暗くら闇やみに包まれた学園。炎ほのおを取り囲んだ制服姿の生徒たちの喧けん騒そうが、ここ生徒会長執務室まで聞こえてくる。

「お疲れさま」

「わっ！」

　窓からボーっと前庭を眺めていると、いきなり横から冷たいものを頬ほおに押しつけられた。冷蔵庫から出したばかりの缶ジュース。ちとせ先せん輩ぱいがオレの反応に満足げな表情を浮かべていた。

「ありがとうございます」

　受け取るとすぐに蓋ふたを開けて口をつけた。

　喉のどがカラカラだった。

「それで……。どうでした？　オレの演説」

「三十点」

　ちとせ先輩は指で三をつくった。

「き、厳しいっすね」

「論ろん旨しが整理されていない。内容が抽象的で、実際に何をしたいのかよく伝わらない。声が小さい。発音が不ふ明めい瞭りよう。ずっと文面を見ていて、ほとんど聞き手を見ない」

「うう……」

「私の公こう認にんがなかったら、きっと誰一人として、純すみ人とに投とう票ひようしてないでしょうね」

「それはやる前から分かってたことですって。でも、三十点かぁ。ちとせ先輩のお墨付きでもちょっとそれは不安かも」

　まだ開票は始まっていない。投票は明日の午前中までは許されているので、開票はその後。結果は明後日あさつてに発表されるのだ。

「大丈夫。絶対、勝てるわよ。純人の言葉、みんなに伝わったから」

　自信たっぷりに胸むねを張る。いつも通りのちとせ先輩だ。

「でも純人の言っていたことに、一つだけ不満がある」

「な、なんですか？」

「生徒会長になれた時の目標。みんなが幸せになれる学校づくり？　なにあれ」

「は、はあ。駄だ目めですか？」

「ちょっと不満よ。私が生徒会長をやってる今は、不幸な生徒がいるみたいで」

「い、いや、それは考えすぎですよ」

「そうかしら」

「いや、本当にそれは考えすぎですって」

　唇くちびるを尖とがらせるちとせ先せん輩ぱいに、オレは言い訳するように手を動かした。

「ただ……ちとせ先輩が生徒会長になってリストラされたサークルとか、復活させられたらいいな、とかは考えていますけど。高たか山やまの演劇サークルとか、今日、頑がん張ばってましたし」

「ほらっ。やっぱり、私のやり方だと学校のみんなが不幸だって言ってるんじゃない」

「いやだから、そこまで言ってませんって」

「ふんっ。どうせ私は血も涙もない極ごく悪あく非ひ道どうな生徒会長ですよ――だ」

　プイッとそっぽを向いてしまった。

　オレは「わわわ……」とまごまごしてしまう。いつまで経たっても、この格かつ好こうのちとせ先輩に弱いなあ、オレ。

「でも……」

　ちとせ先輩が顔を背けたままポツリと口を開いた。

「へたくそだったし、内容にだってちょっと不満はあるけど、みんなに純すみ人との気持ちは伝わったとは思うわ。言ってたわりには、ちゃんと声が出ていたし。そんなに緊きん張ちようしているようにも見えなかった」

「それはちとせ先輩のお陰ですよ。ちとせ先輩が舞台であんな演技を見せたんだから、オレも負けちゃいられないって……」

「なるほど、『中の人』ごときにできて、自分にできないわけがないってことね」

「どうしてそういうイジワルな言い方をするんですかあああ」

「だって最近、イジワルするのが楽しくて純人の前で『外の人スーツ』を着ているところあるし」

「ちょっと待ってください。それ初めて聞きましたよお」

「アハハ――」

　ちとせ先輩は嬉うれしそうな笑顔をオレに向けた。

　可愛かわいかった。

　この笑顔が好きだったんだ。

　で、今でも大好きだ。

『外の人スーツ』という作られた体の、作られた表情だって分かっていても、やっぱり好きだ。表情の向こうに、ちとせ先輩『中の人』の笑った顔が見えるから。

　そのことを学校のみんなにも分かってもらわないと。

　そうすればスーツのことをカミングアウトしても、ちとせ先輩は学校のみんなに受け入れられるはずなんだ。



　――シャンシャンシャンシャン。



　窓の向こうから音楽が流れてきた。

　フォークダンスの曲だ。

　前ぜん庭ていに集まっていたみんながキャンプファイアーの周りで東とう欧おう風のフォークダンスを踊っていた。結けつ構こう、動きが激しいヤツだ。奇声をあげながら男子と女子が入り乱れてクルクル回る様は、文化祭をやり遂げた高こう揚よう感でハイになっているようにしか見えない。

「うわあ、こういうのってこの学校でもやるんだ」

　窓から見下ろしながら呟つぶやいた。

　プシュ――――。

　唐とう突とつに、ちとせ先せん輩ぱいが『外の人スーツ』を脱ぬいだ。制服姿の『中の人』が飛び出してくる。リングになったみつあみにリボンの髪型。高たか山やまの言うところの田舎っ娘こスタイルだ。

「純すみ人と、ちとせたちも踊りましょう」

　少し頬ほおを染めたちとせ先輩が、オレに手を伸ばしてくる。

「すみません。オレ、踊るのとか苦手なんですよ」

「ちとせだって苦手ですよ」

「ちとせ先輩も？」

　そういえば、盆ぼん踊おどりだって独特だった。

「もちろん、スーツを着たら華か麗れいに踊れますけど、それじゃああんまり意味ないですし」

「はあ……。でも」

「いいから手をとって。見よう見み真ま似ねでやりましょう」

　さらに手をオレに近づけてくる。

　ググッ。

　あんまし乗り気じゃないけど、ちとせ先輩がそこまでやる気なら仕方がない。

　オレはおそるおそるちとせ先輩の手をとった。

（うわっ）

　柔らかくて、スベスベ。

　力を入れると壊れてしまう砂さ糖とう菓が子しのように繊細に感じたので、オレはゆっくりと握にぎっていった。

「じゃあ、やってみましょうか」

「はいです」

　二人とも窓から外をチラチラと見ながら動き始めた。

　盆踊りの効果なのか、オレよりちとせ先輩の方がずっと飲みこみが早くて、すぐにリードされる感じになってしまった。

「楽しいですね」

「ええ……そうっすね」

　ちとせ先輩が綻ほころばせた桃色の唇くちびるに見とれてしまう。

　可愛かわいい――。

　握っている手を意い識しきしてしまうくらい。

　自分にとってちとせ先輩ってなんなんだろう。

　ちとせ先せん輩ぱいのことをどう思っているのだろう。

　やっぱり、ちとせ先輩が『外の人スーツ』を完全に脱ぬいでしまうまでは、結論は出せそうにないかもしれない。

　だいぶ踊りを覚えてきた。

　そうなると結けつ構こう、面白い。少しずつ大きく体を動かせるようになってくる。

　次第に速くなっていく音楽。

　額ひたいに汗が浮かんできて、ちとせ先輩の顔もほんのり赤くなってくる。

　高まるテンション。

　その時だ――。

　強い勢いで生徒会長執務室のドアが開けられた。

「やっぱり、ここにいたっ！」

　オレとちとせ先輩はピタリとダンスを止めた。

「ゆ、結ゆ衣い」

　ドアのところにかなり怖こわい顔をして、こっちを指差していたのは、他ほかでもない、結衣だった。

「演説の後、急にいなくなってたから怪あやしいと思って来てみたら」

「べ、別に怪しくなんかないって。やましいことをしてたわけじゃないんだから」

　必死に言い訳しようとするオレ。



    

  
    
      



    

  
    
      　その横で、ちとせ先せん輩ぱいがコソコソと『外の人スーツ』に逃げこもうとしていると、スタタタターと素早い動きで、結ゆ衣いが走ってきた。

「逃がさないんだから」

　スーツの前に両手を開いて立つ。

「どいてくださいです！」

「駄だ目めよ。生徒会長はメガにしたら厄介だもん」

「メガ言うな！」

「メガじゃなかったらテラ？」

「どっちでもいいですから、そこをのきなさいです」

「り――り――」

　結衣は両手を広げて左右に動き、ちとせ先輩をブロックしようとする。ちとせ先輩は頬ほおを風ふう船せんのように膨ふくらませて結衣の顔を睨にらみつけている。

　って、睨んでる？

　結衣もハッと気がついたように動きを止めた。

「生徒会長、今、ボクの顔を見ていません？」

「ふみゅ？」

　ちとせ先輩は首を傾かしげて、それからようやく気がついたように下を向いた。無む意い識しきのうちに結衣の顔を見ていたみたいだ。

「生徒会長、もう、実は対たい人じん恐きよう怖ふ症しようなんて治っているんじゃないんですか？」

「違ちがいます。治ってないですよお」

「あやしい。本当は治ってるんでしょう？」

　結衣がちとせ先輩の目に無理やり自分を映そうと、体を傾かたむけて顔を近づけようとする。ちとせ先輩は顔を手で覆って逃げ始めた。

「この仮け病びよう対人恐怖症！」

「やめてー来ないでですう――」

　走り回る二人を呆ぼう然ぜんと眺めながらオレはコメカミをかいていた。

　これから先、結衣がちとせ先輩のトレーニングに加わると、ずっとこんな感じになるんだろうか。

　まあ。それも悪くないかな。



　前ぜん庭ていから聞こえてくる音楽は、いつの間にかしっとりとしたオクラホマミキサーに変わっていた。

　そろそろお祭りも終わりみたいだ。



    

  
    
      
文化祭エトセトラ１　高たか山やまの王子様





「どうしてわたくしがこんなめに……」

　第五十四回クレマチス高校文化祭の初しよ日にちの昼下がり。

　校門のほど近くにひっそりとたたずむマリア像の近くで、制服姿の女子生徒がブツブツ呟つぶやいていた。

　前髪を横一文字に切り揃そろえた、いわゆるお嬢様カット。色白の肌。丸みを帯びた顔にはまだ幼さが残っていて、可愛かわいいから綺き麗れいへ変わっていく過渡の雰ふん囲い気き。どちらにしてもかなりの美少女だ。

　クレマチス高校一年Ｃ組のクラス委員。高たか山やま愛あいである。

「だいたいレディを待たせるなんてどういう了見かしら？」

　高山は腕うで時計を見ながら、イライラと地団駄を踏んだ。

　約束の時間を一秒でも過ぎたら絶対に帰るって決めていた。なにしろ、高山が主しゆ催さいする演劇サークルのリハーサルが控ひかえているからだ。

　秒針とにらめっこ。

（じゅう……きゅう……はち……なな……ろく……）

　時間まで五秒を切ったか、それぐらいになった時――。

「やあ、ハニー。待ったかい？」

　遠くから爽さわやかな声が飛んできた。

　学校で一番聞きたくない声。高山はため息いきをついて顔を上げた。

　長身の制服姿の男子が、笑顔を浮かべて手を上げていた。口から覗のぞく真っ白い歯はがキラリと輝く。

　二年生の早はや見み翔しよう太た郎ろう。クレマチス高校の陸上部のエースにして、現副生徒会長。学校で一番見たくない顔だった。

　高山はもう一度ため息をついた。

「待ちましたわ。ええ待ちましたとも。たっぷり三分ほど」

「ごめんよ。そんなに君がボクに会いたがっていたなんて知らなかったんだよ」

「わたくしがあなたに会いたがっているように見えるようでしたら、眼科に行かれることをお勧すすめいたしますわ」

「ハハハ。ハニーの冗じよう談だんは面白いなあ。ボクの視力は両目とも二・〇だよ」

　男子は横に流した長い前髪をかきあげる。

　皮肉も通じない――。

　高山は絶望的に額ひたいを押さえた。

「今日は真さ田なだ先せん輩ぱいはおられないのですか？」

「さすがにデートにはついてこないねえ」

「そうですか」

　怪あやしいもんだ。真田さなだ先せん輩ぱいなら二十四時間、早はや見みをどこからか監かん視ししていそう。

「とにかく行こうか、どこか見てみたいところあるかい、ハニー？」

「できるだけ人の少ないところへささっと行って、ささっと帰ってきましょう」

「もうハニーは照れ屋だなあ」

「照れてなんかいません。ただ、あなたと一緒にいたくなくて、あなたと一緒にいるところを見られたくないだけです。あと、わたくしのことをハニーと呼ぶのやめてくださる？」

「じゃあ、愛あいちゃん？」

「だからそういう、なれなれしいのはよしてください。普通に高たか山やまさんと呼んでくだされば結けつ構こうですわ」

「じゃあタッキー？」

「どうしてそうなるんですか！　しまいには怒りますわよ！」

「そう、それ！　ハニーのその怒った顔がボクは好きなんだ」

　早見の白い歯はが再び煌きらめいた。

　高山は「ううっ」と唸うなる。頬ほおがカッと熱くなるのを感じていた。軽い感じで言われた言葉なのに。

「ふ、ふざけてないで、早く、行きますわよ」

　高山はクルリと回れ右をすると、一人でスタスタと歩き出した。赤くなった顔を早見に見られたくなかったのだ。



　二人が来たのはグラウンドの隣の桜林だった。人目を避さけて動いていると、ここに辿たどりついていた、そんな感じだった。

　高山は色づいた落ち葉を見つめながら歩いていた。

（どうしてわたくし、こんなところにいるのでしょうか……）

　両親に言われたから？

　いや、理由はそれだけではないはずだ。

「ねえ、ハニー」

　後ろの早見が呼んだ。

　高山は無む視しして歩き続ける。

「ねえ、ハニーったら」

　高山は立ち止まって振りかえった。

「だからその呼び方はやめてくださいって何度言えば――」

「高山さん」

　早見がわりと真しん剣けんな表情をしていた。

「な、なんですか？」

「どうして高山さん、そんなにボクに冷たくするんですか？」

「どうしてって……」

　高たか山やまは言葉を失った。

　本当に分かってないんだろうか。

「だってボクたちって許婚フイアンセじゃない」

「そのことは学こ校こでは言わない約束ですわ！」

　誰もいないと分かっていても、思わず周りを見渡した。

「それもボクは不満なんだよなあ。どうしてみんなに言わないの？　ボクたちは将来、結ばれる関係ですって」

「公表できるわけありません！」

　お互い日本有数の財ざい閥ばつである早はや見み家と高山家の人間。歳も近いから結婚させましょう……。そんな軽いノリで高山が早見の許婚者になったのは小学生の時だった。

「公表した方がボクにとっては都つ合ごうがいいんだけどなあ。フィアンセがいるとなれば、女の子からもらうラブレターの数も減ると思うし」

　嫌いや味みになりそうな発言なのに、早見が言うと実に自然に聞こえる。

　高山はそんな早見をジト目で見ていた。

「とにかく公表なんてありえません。……それにまだ、わたくしはあなたを許婚者とは認めていないのですから」

「認める認めないは別に今、考えなくてもいいんじゃない？　実際に結婚するのはまだ先なんだから。でも、それまでは、今日みたいに親の指導で一緒にいる機会を無理やり作らされるよ。だからできるだけ仲良くしようよ」

「な、仲良くですって!?」

　高山は肩をワナワナと震ふるわせた。

「そうだよ。仲良く、楽しく、元気よく」

「そんなことできるわけないでしょう？　七年前、あなたがわたくしに何をして、なんて言ったか覚えてらっしゃる？」





　そう、七年前――。

　まだ高山が小学校三年生だった時のことだ。

　学校から帰宅すると屋敷の前に黒塗りの車が停まっていた。

「将来、あなたのお婿さんになるかもしれない方ですよ」

　母に冗じよう談だんめかして紹介されながら、高山は車から現れた男の子に見とれていた。

　一つ上には見えないくらい大人びて見えた。ウールの黒いズボンにシルクの真っ白いシャツに身を包み、サラサラの前髪、整った鼻び梁りよう。仕し草ぐさ一つ一つが洗練されている。学校の全男子よりもカッコよかった。

（王子様だ……）

　高山はそう思った。

　王子様がやってきたと……。



　その日から、王子様こと早はや見みはよく屋敷に来るようになり一緒に遊ぶようになった。

　早見が家の中よりも外にいる方が好きなので庭をよく歩いた。どちらかといえば高たか山やまは家の中で映画を見たり本を読むのが好きだったのだけど、早見に合わせたのだ。

　王子様は庭の石や木に登るのが好きだった。

「君も登ってきたら？」

　よく木のてっぺんの早見から声をかけられたが、高山は顔を真まっ赤かにして首を振ることしかできなかった。見てるだけでも幸せだった。



　そして運命の日。

　その日も、早見が屋敷に来ていた。茜あかね色いろに染まった空の下、高山がいつものように木に登った早見を見上げていると、どこかの小学校の制服を着た見知らぬ女の子がテクテクと近づいてきた。深い色の綺き麗れいな髪の可愛かわいい女の子。歳は同じくらいに見えた。

　女の子は高山に一礼すると、木の上の早見に目を向けた。

「翔しよう太た郎ろうさん。そろそろお帰りの時間です」

「分かった。すぐに戻るから車で待ってて」

「分かりました」

　女の子はもう一度頭を下げると、屋敷の玄関の方へ戻っていった。

「今の方は……その、どなたですか？」

　降りてきた早見に高山は尋たずねた。

「真田さなださん。早見で働いているメイドさん」

「メイドさん……ですか」

「彼女はすごいんだ。ボクよりずっと足が速いし、木だってすぐに登っちゃうし。なによりボクより喧けん嘩かが強いんだ。それにね――」

　自分のことのように話す早見を見ながら、高山は次第に不ふ機き嫌げんになっていった。こんな嬉うれしそうな早見を見るのは初めてだったからだ。

　屋敷へ戻ろうとする早見の背中にジト目を送りながら、頬ほおを膨ふくらませて歩いていると、急に振り向いた。

「ねえ、愛あいちゃん」

「は、はいっ？」

「キスしようか？」

「え？」

　言葉の意味を精査する間もなく、高山は早見にギュッて肩を掴つかまれた。

　そのまま顔が近づいてきて、重なり合う唇くちびる。

　次の瞬しゆん間かん、高山の体中はゆでだこのように真っ赤になって、ハニャハニャーと体から力が抜けてしまった。

　そのまま三十秒――。

　やっと早はや見みは高たか山やまの肩を離した。

「愛あいちゃん」

「はに？」

　ボーっとした頭、トロンとした目で見返す。

「君ってつまんない女の子だね」

　早見は冷たい声でそう言った。

　ガガ――――――――――――ン。

　へにゃへにゃだった高山の頭の中は、一気に絶対零度まで落ちて凍りついた。

　――君ってつまんない女の子だね。

　たった今、言われた言葉が耳の中でいつまでもリフレインしている。

　早見はフウとため息いきを一つつくと、回れ右して歩き出した。

　高山は消えていく早見を、いつまでも呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　夕焼け色に染まった頬ほおに一ひと筋すじの涙が伝っていた……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。



　そして今――。

「七年前？」

　キョトンと首を傾かしげる早見に、高山はコメカミに青筋を浮かべていた。

「まさか忘れたとはおっしゃらないでしょうね？　七年前にあなたがとった狼ろう藉ぜきを」

「狼藉？　自他共に認めるジェニュイン・ジェントルマンのこのボクが狼藉を？　ハテ」

「ハテ、じゃありません！　屋敷の庭で、あなたはわたくしに……その……無理やり」

「ああ！」

　早見はポンと手を打つ。

「キスのことか。懐なつかしいね」

「ただのキスじゃありませんわ。わたくしの、く、唇くちびるを、無理やり奪ったんですわよ」

「そうだっけ？」

「そうですわ！」

　興奮して一気にまくしたてたせいで、高山は息が荒くなっていた。

「それに、その後、あなた、自分が何を言ったか覚えてらっしゃいます？　いいえ、その顔はすっかり忘れておられますわね」

「うん。全然、覚えてないな。ゴメン、教えてくれるかな？」

「つまんない女だって」

「まさか、ハニーに僕がそんなことを？」

「そうですわ!!　唇くちびるを奪っておいて、それはないんじゃありませんか？　というか、あまりに鬼き畜ちく、外げ道どうですわ」

　言っているうちに、七年間分の早はや見みに対する恨うらみが高たか山やまの頭の中に募ってきた。この男だけは許せない。

　急に、早見の顔が神妙になった。

「ごめんよ、ハニー」

　恭うやうやしく頭を下げた。

「ごめんですんだらＩＣＰＯもＰＡＣ３も国際司法裁判所も必要ないですわ」

「とにかくボクの話を聞いてよ。七年前ハニーにそんなことを言ったのは、幼いボクが可愛かわいい君に照れていただけなんだ」

「とてもそうは見えませんでしたわ。というか照れるような男の子は女の子に無理やりキスしたりしません」

「でも、本当にそうなんだよ」

　早見はキラキラと輝く瞳ひとみで高山を見つめる。

「うっ」

　さすが陸上部で王子とまで呼ばれ、激戦のクレマチス高校の中で抱かれたい男ランキング二年連続一位を獲得しただけのことはある。大嫌いなのに高山は思わずその瞳に引きこまれそうになった。

「それにあれは七年も前のこと。ボクもハニーも変わった。特にハニーはあの時よりもずっと魅力的になったよ」

（だ、騙だまされないですわ）

　高山は不安定な気持ちを抑えながら早見を睨にらみかえす。

「だから昔のことなんて忘れて楽しもうよ。デートもこんな寂しいところを歩かないでさ、もっと賑にぎやかなところへ行こう」

「お断りですわ。もう少ししたら演劇部のリハーサルが始まりますから、そろそろデートは終わりにしてもよろしいですか？」

「でも、まだ始まったばかりだよ？」

「最初からそういう話だったはずですわ。お互いの親を納得させるために、デートした事実だけを作るって」

「それにしても早すぎだよ」

「いいえ。とにかくわたくしはこれで帰らせていただきますわ。ごきげんよう」

　高山は回れ右すると桜林を戻っていこうとした。

　七年前、幼い早見にやられたように。

　ガシッと腕うでを掴つかまれた。

「離してくれませんこと？」

　振りかえってキッと早見を睨む。

「待ってくれないか。もうちょっとボクの話を聞いてほしい」

「話すことなんて何もありませ――キャッ」

　高たか山やまは両肩を掴つかまれて、強ごう引いんに体を早はや見みの方に向かせられた。

「七年前とは違ちがう。魅力的になったハニーに、ボクの心は惹ひかれていってるんだ」

　言いながら早見は高山に顔を近づけてくる。

「な、なにをなさろうとしていますか？」

「これがボクの気持ちを伝える一番の方法なんだ。七年間修行してきたから自信はあるよ」

「大声を出しますわよ」

「ボクは全然構わないよ」

　逃れようとしても、肩をガッシリ掴まれていて動けない。

「やめなさい…………。やめないと後できっと後悔することになりますわよ」

「目を閉じて、肩の力を抜いて。ボクを信じて」

　早見の顔はもうすぐそこまで迫っていた。

　と――。

「やめなさいって、言ってますのが分かりませんの！」

　大きな声をあげながら、地面を両足で蹴けった高山の体が宙に浮いた。

　ゴツッ――。

　鈍にぶい音を伴って左ひだり膝ひざが早見の顎あごをとらえ、

　ゲシッ――。

　返す右足で早見の後頭部に踵かかと落としが決まった。

　そして、ヨロヨロッと倒れた早見の腹に、

　ズドン――。

　体重をたっぷり乗せたエルボー。栄光のダウン攻撃。

「げはっ」

　潰つぶされる蛙かえるのような声をあげた早見の前に高山は仁王立ちになった。

「わたくしも七年間、修行してきましたのよ」

　素手で熊くまを倒したという空手の達人に指導を受けてきた。今日、この日のために。そう、またいつか、早見に唇くちびるを奪われそうになった時、迎撃するために高山は鍛錬を重ねてきたのだ。

「では、今度こそごきげんようですわ」

　もしかしたらもう二度と会うことはないかもしれない――。

　と高山は思う。

（でもそれでもいいですわ。わたくしには王子様はいらない。あの人と劇げきさえあれば……）

　明るい長い髪の先せん輩ぱいを頭に浮かべながら、高山は歩きだそうとする。

　足を掴まれた。

「ま、待って……」

　下の方から声がした。あの三連コンボを受けて動けるなんて驚きだった。

「しつこいですわねえ」

　高たか山やまが振りかえると、砂だらけになった早はや見みが顔を上げていた。

　半分ほど開けた口にボンヤリとした目。なにやら妙に嬉うれしそうで、恍こう惚こつとした表情にも見える。

（わたくしとしたことが。打ち所が悪かったのかしら）

　高山がちょっと心配になっていると、早見が砂のついた唇くちびるを動かした。

「本当に好きになりました……。お願いします。ボクと結婚してくらさい――」

　さっきまでとは違ちがう真に迫った口く調ちよう。

（わたくしの王子様……）

　高山は体をワナワナと震ふるわせながら、早見の方を向いた。



　そして……。



「三回死ね！」

「ゲハァ。…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………あぁ…………もっと」



    

  
    
      
文化祭エトセトラ２　要よう垣が内うちの翼つばさ





『文化祭運営委員会』と書かれた腕章をつけた女子が、要よう垣が内うち芳よし文ふみのテントに現れたのは、文化祭二日目の午後のこと。丁ちよう度ど、クラスメイトである星ほし野のと神楽かぐらの訪問を受けたすぐ後のことだった。

「運営委員です。出展物の確認をしますので説明をお願いいたします」

　大おお本もとと名乗る二年生の女子は、無駄なものを一切省いたような事務的な口調でそう言うと、度の強そうな眼鏡めがねを神経質そうにかけなおした。

「眼鏡っ娘こだ」

「ツンデレ委員長風だ」

「こおら、芳よし雄お、芳よし江え！　あっちに行って静かにしていなさい」

　大本の前でヒソヒソと話す小学校低学年の男女を、要垣内は手で追い払う。

　眼鏡の奥の瞳ひとみをひそめる文化祭運営委員。

「あの子たちは化学部の関係者ですか？」

「拙せつの弟と二番目の妹でござる。こちらは長女の芳よし美み」

「要垣内芳美です」

　丁てい寧ねいに挨あい拶さつする芳美。

「どうして化学部の部員の代わりに家族が……」

　大おお本もとはあまり納得できていなさそうだったが、次も控ひかえているからなのか、それ以上、深く突っこんでこなかった。

「では、説明をお願いいたします。届とどけ出でには『クレマチス高校化学部の技術力アピール』とありますが」

　眼鏡めがねをキラリと光らせてテントの中を見渡した。

「化学部の技術力というのは、あのテーブルの上の模型ロケットのことですか？」

「はい、その通りで」

　二人でロケットの前まで移動する。

「これのどこが化学部の技術なのですか？　私には模型にしかみえませんか？」

「チッチッチ。これは見た目はただの模型のロケットですが、中にはＰＥＴ製のタンクが入っていて飛ぶことができるのです。簡単に説明すると、タンク中の圧縮エアをこのノズルから噴射することで……」

「なるほど分かりました。つまり模型ではないということですね」

　要よう垣が内うちの言葉を遮さえぎって、大本はバインダーの紙にサラサラと何か書き始める。

「しかしどちらかといえばロケットは物理部や科学部の範はん疇ちゆうだと思われますが？」

「素人の方はみんなそうおっしゃる。推進力用の圧縮エアとタンクに使われているＰＥＴは我がクレマチス高校化学部の実験室で作られたものなのです。すなわちロケットのコアともいえる部分を――」

「なるほど。主要部は化学部のオリジナル……と」

　再び遮ってボールペンを走らせる。

「しかし技術力アピールというわりには、説明の書かれたボードなどがありませんね。そもそもこのような屋外のテントは不向きなのでは？」

「説明なんていりません。論より証拠。実際に飛ばすことでアピールするのでございます」

「飛ばす？」

　キララ――ン。大本の眼鏡が十年目のダイヤモンドのような輝きを放った。

「クレマチス高校文化祭ルール要綱第百十二条：‥文化祭開催中、学校内で花火、爆竹、ラジコンなどの飛ひ翔しよう物を飛ばすことは禁止されています」

「へっ？　そんなの聞いてないですよ」

「あなたが聞いていようとなかろうと、ここにしっかりと書かれています」

　大百科事典ほどありそうな分厚い冊さつ子しを開いて要垣内に突きつけた。

「そういうわけですから、発射は取りやめてください。ただロケットの展示だけなら問題ありませんから、このまま続けてくださっても結けつ構こうです」

　大本はバインダーを閉じると、さっさと歩いていってしまった。テントの出口の前で振りかえると、中指でかけなおした眼鏡のレンズを再び光らせた。

「もし警けい告こくを無む視ししてロケットを飛ばしたことが後で明らかになれば、委員会は化学部を生徒会に告こく発はつします。その点をお忘れなきように。では失礼」

　小さな微び笑しようを残して大おお本もとはテントを出ていった。

「なにがツンデレ委員長風だよ。デレパートなんて一マイクロ秒間もなかったじゃない」

「バカだなあ。これからだよ。あの間にデレるなんてどんな高速ツンデレだよ」

　芳よし江えと芳よし雄おがアホなトークをしている横で要よう垣が内うちは頭を抱かかえていた。

「どうするのお兄ちゃん」

　芳よし美みが心配そうにその顔を覗のぞきこむ。

「どうするもこうするも……。文化祭委員の指示には従うほかないんじゃよ」

「ええ―――、発射取りやめるのかよ！」

「本気なのお兄ちゃん」

　ちっちゃい二人も要垣内を取り囲む。

「もし本当に告こく発はつされたら、最悪、化学部はおとりつぶしじゃよ？」

「でもだからって、ここ一ヶ月のみんなの努力を無に帰すの？」

「芳江……。お兄ちゃんだって本当は飛ばしたいんだよ。でもここでくだらないことにこだわって、化学部が廃部に追いこまれたら最悪だよ」

「兄じゃ……」

「……今年は諦あきらめよう。文化祭は来年だってある。来年は事前に生徒会の許可を得て、発射させてもらうんじゃよ」

　重苦しい雰ふん囲い気きに包まれるテント。一ヶ月間アニメも漫画もゲームもせずにロケット製作に勤いそしんだメモリーが、走馬灯のように頭を駆け巡っていた。

「ちょっと待ってくれ。俺はやめないぞ。何がくだらないことだよ」

　芳雄がロケットの前に走っていって、両手を広げた。

「ここでやめたらオレたちはなんだ、ただの馬鹿じゃないか。今日の今日までやってきたことだぞ。くだらないなんて悲しいこと言うなよ。立派だよ！　オレたちみんな立派だよ！　オレはまだやるぞ。死んでも発射させてみせる。十分、立派に、元気にやるんだ！」

　涙と鼻はな水みずをダラダラ流しながら叫んでいた。

　弟妹たちの視線を一斉に浴びながら、要垣内は唇くちびるを噛かみ締めた。

　どんなに悔しくても、弟が名作アニメの台詞せりふを吐こうとも、こればっかりは駄だ目めだ。

「みんな……」

　ゴメン――。そう言いかけた時だった。芳美がパチンと指を鳴らした。

「分かった!!」

　アルキメデスの原理を発見した数学者のような顔で分かったを連れん発ぱつする。

「な、なにが分かったんだ？　芳美」

「なぜ大本さんはツンデレ委員長風だったか？」

「ツンデレじゃなくてツンツンだろ？」

「いや、だからつまりそういうことよ。ツンデレ風なのにデレがなかった。ということは、これからデレがあるってことじゃない。もし、これがゲームだとしたら、今のシチュエーションでどっちの選せん択たく肢しを選ぶ？」

　 大人しく発射を諦あきらめる。大おお本もとさんの警けい告こくを無む視しして発射する。

「「それだっ！」」

　下の二人が同時に芳よし美みを指差した。

「ヨシリン。ここで発射を諦めるを選んだら大本さんルートからハズレちゃう。大本さんのデレは一生見れないよ。それでもいいの!?」

「ぐぐぐっ」

　要よう垣が内うちは唸うなった。ツンデレ委員長風？　大本さんルート？　そんなものが現実に存在するわけが……。いや、存在するのか？

「兄貴、一緒に行こうぜ大本さんルート！」「お兄ちゃん」「兄じゃ！」……。

　弟、妹たちの声が要垣内の冷静な判断を狂わせた。

「開眼!!」

　要垣内は両手を開けて叫んだ。

「よし発射させるぞ。ロケットを発射させて大本さんルートへ進路をとる！」

　テントの中に歓声が木こ霊だました。

「カウント戻せ！」

「もともとしてない！」

「液体燃ねん料りようを注入しろ！」

「燃料使ってない！」

「ロケット発射口を開け！」

「「「ラジャ―――！」」」

　頭上からぶらさがっていた三本のロープを引くと、テントの屋根と壁の布地がパタンと倒れてフルオープンになった。

「なんだなんだ？」

「なにが始まるんだ？」

　前ぜん庭ていを往おう来らいしていた人たちに奇異の目を向けられながら、要よう垣が内うち一家は素早い動きで発射準備を進めていく。

　ロケットがランチャーに設置され、高圧ボンベから圧縮エアを注入される。

「スラスターエア、準備完了」

「よし、発射最終段階に入る。各員持ち場につけ」

　芳よし文ふみ、芳美、芳よし雄お、芳よし江えの四人が長机に置かれた椅い子すに座る。長机の上には、ランチャーから延びるリード線に繋つながるスイッチが全員の前に置かれている。すべてのスイッチが押されて、初めて発射される仕組みだ。

「発射十秒前。各員テンカウント開始」

　

　じゅう、きゅう、はち、なな――。

　

　途中から前ぜん庭ていにいた部外のお調子者もカウントに加わった。

　

　ご、よん、さん、に、いち―――。

　

　発射。



　プッシュウ―――――――――。

　ノズルから圧縮エアと水が噴射しながらロケットは飛んだ。

　重じゆう力りよくのくびきから放たれた自由を謳おう歌かするように、純白の機体は紺こん碧ぺきの青空に向かってズンズン飛んでいく。どこまでも、どこまでも、どこま…………。



「「「「あっ！」」」」





おわり



    

  
    
      
あとがき





　お久しぶりです。月つき見み草そう平へいでございます。

　４冊目となる『姫ひめ宮みやさんの中の人』。今回はクレマチス高校の文化祭のお話。若人の祭典を舞台に、星ほし野のを取り巻く女の子たちのそれぞれの事情が交錯する……。そんなお話です。



　さて……。で、え――っと。

　あ、あれ？　あとがきで書くネタが……。



『中の人』から、あとがきの量が当社比二倍になったため、毎回何を書こうかヒーヒー言っております。学生時代に大好きだった作家の方が、あとがきの代わりに著作リストを掲載されていました。その気持ち、今になって分かりました。



　ええっと、そうだ。学生時代の文化祭といえば、中学一年生の時、学年全体の出し物として喫茶店の給きゆう仕じをやったことがあります。男子校だったので、みんな黒ズボンに白いシャツ、黒い蝶ネクタイという格かつ好こう。紙コップのコーヒーや紅茶をお盆に載のせて、テントで作った仮設喫茶店の中を走り回りました。

　ウェイターのコスプレ……。入学したての一年生だから可愛かわいいのですが、これが二年生、三年生のにきび顔がやるとウザイだけかもしれません。しかも野郎だらけ。

　その時、お盆の持ち方について、数学の先生にレクチャーを受けたことをいまだによく覚えています。曰く、



　一つの面は三つの点で構成される。だからお盆は三本の指で持て……。



　間ま違ちがったことは言ってなくて、実際、プロを見ると三本指だけでお盆を支えているような気がします。でも、実際にやるとこれが難しい。不器用な月見にはハードルが高いので、両手でガッシリ持って給仕したのでした。



　さて、学生時代の話は置いておいて、現代の話……。

　なんと今住んでいる近くに、寮制の女子高があります。

　寮制ですよ、寮制！　といっても半寮制なので、地元の人はバスで通っているのですが、それでも凄すごいことじゃあーりませんか。

　さらにこれが、ミッション系のお嬢様学校なんです。

〈汚れを知らない心身を包むのは、こげ茶色の制服。スカートのプリーツは乱さないように、白いセーラーカラーは翻ひるがえさないように、ゆっくりと歩くのがここでのたしなみ……〉

　こんな感じなんですよ、本当に、いや、たぶん。

　近くに住むライトノベル作家として侵入、いや、取材したいと思うのは当然のことと思いませんか？

　どんな寮生活なのかとか、入口のマリア像にみんなお祈りしているのかとか、ロザリオかとか、作家なら誰もが持つ純粋な（？）好奇心に月つき見みもまた駆りたてられたのでした。

　で――、

　実際、行ってみました。

　門に怖こわそうな守衛さんがいて入れませんでした。

　女子高でなくても最近ではどこの学校でもこれぐらいの警備、当たり前ですね。

　でもそんな学校も、一年に数回、学校を開放してくれる日があります。その一つが文化祭です。そして、幸い、近所の人の娘さんが通っているので、チケットをゲットできそうなのです。

　しめしめ――。

　来年の文化祭、思おも惑わく通り侵入することができたら、図書室とか寮とかモリモリっと取材して作品にいかしたいなあ、と思っております。

　

　さてさて。

　ついに姫ひめ宮みやさんの中の人も佳境です。

　ちとせは『外の人スーツ』から完全に出られるか？

　三人の女の子たちの恋の行方は？　ちとせの怪あやしい過去とは？　（あ、３でもこんなこと書いたような）

　全ては次巻で明らかに……。

　

　恒例の謝辞です。

　今回も挿絵を担当してくださったＥｉｎさま。ありがとうございました。戦闘機の頭のようなロケット、かっこいいです。

　担当のＨさま。今回もお世話になりっぱなしでした。最後までよろしくお願いいたします。そして編集長さま。すみません、ダイエット失敗です。



　そして最後に、本書の発刊に携わっていただいた方々と、手にとって下さった全ての皆様に、感謝いたします。





月見　草そう平へい
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